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要旨
　本稿は、東南アジア出身留学生を対象に実施した PAC分析調査を通して、アルバイトを通して

感じた異文化理解について考察するものである。本稿では、P大学に留学したタイ人学生 3名、マ

レーシア人留学生 1名を対象に調査を行った。その結果、1）日本語に対する不安を感じている、

2）働くという経験を通して厳しさや忙しさを知った、3）「いい経験」としてアルバイト体験をと

らえている、といったことがあげられた。

【キーワード】東南アジア交換留学生、アルバイト、対人葛藤、異文化理解、PAC分析

1. はじめに
　本研究は、日本社会における日本人と外国人の異文化相互理解の実態とその特徴について、認知

的・情意的側面から質的に検証し、日本人と外国人の相互理解と交流の課題と問題点を検討する

一連の研究の一部である。本稿では、2019年から 2020年にかけて約 1年間交換留学で日本に滞在

し、アルバイトを経験したタイ人学生 3名（A、B、C）、マレーシア人学生（D）を対象に、それ

ぞれの学生がアルバイトを通じて見た日本の暮らしについて、仕事観や異文化理解に着目して考察

する。日本学生支援機構（2020）によると、2019年度に日本に留学していた留学生は 312,214人で、

そのうちタイ国籍の留学生数は 3,847人、マレーシア国籍の留学生数は 3,052人であった。留学生

全体で見ると、中国籍（約 12万 4千人、38.4％）とベトナム国籍（約 7万 3千人、23.5％）で全

留学生の 6割以上を占めており、残りの留学生の国籍は多くが 1％、もしくはそれ以下であり、実

に様々な国出身の留学生が日本で学んでいることがわかる。日本人と外国人の異文化相互理解のた
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めには、在籍する大学等の教育場面だけでなく、アルバイトなどの授業外での経験における異文化

理解についても検討していく必要がある。

　日本に留学した東南アジア出身の学生の異文化理解について、PAC分析を用いた研究には、ベ

トナム人留学生の対日観に関する研究（安、2011、松田、2013）、マレーシア人留学生の対日観に

関する研究（八若、2012）、インドネシア人留学生の対日観に関する研究（安、2016）、タイ・ベ

トナム出身の留学生の異文化理解に関する研究（青木・安、2018）、マレーシア・インドネシア・

タイ出身留学生のサブカルチャーを通した対日観に関する研究（石鍋・安、2019）等がある。こ

れらの先行研究から、東南アジア出身の留学生の対日イメージは、「時間に厳しい」「規則やルール

をよく守る」「本音を出さず、人間関係が希薄」などの印象をもっていることがわかった。

　一方、留学生がアルバイトをする割合は年々増加しており、日本学生支援機構（2019）の調査

によると、2017年度にアルバイトをしていた私費外国人留学生は 74.4％にも上った。主なアルバ

イト先は飲食業が 41.9％、営業・販売（コンビニ等）が 28.9％であった。この調査では交換留学

生のアルバイト状況は含まれていないものの、交換留学生のような半年から 1年の比較的短期の留

学生であっても「資格外活動」の許可を得てアルバイトをするケースが増えていることが考えられ

る。つまり、日本に交換留学で来日する留学生は、学内の授業や交流だけでなく、アルバイトを通

しても日本人や日本文化に触れていることになる。

　留学生のアルバイト経験に関する先行研究はまだ多いとはいえず、在日外国人留学生の職務満

足感に関する調査（閻・堀内、2019）や、私費外国人留学生のアルバイトに関する意識実態調査

（伊藤・比留間、2019）等があるが、これらは主にアルバイトに対する意識を調査したものである。

日本語学校に通うネパール人留学生のエスノグラフィー（岩切、2018）では、日本語能力が向上

するにしたがって食品工場などの日本語をあまり必要としない職場から、コンビニや飲食店の接客

業で日本語使用場面が多い職場に移るとされた。また、先述した東南アジア出身交換留学生の異文

化理解に関する研究（青木・安、2018）では、日本でのアルバイト先で年配の客に日本語を笑わ

れたり、「何でタイで仕事をしないの？」と聞かれたりし、嫌な思いをした経験が述べられており、

日本人や日本に対する印象もそれに接する状況によって変わることがわかった。そこで本稿では、

PAC分析を用いて日本で学ぶ交換留学生が、アルバイトを通して日本の仕事文化と日本社会をど

のように理解したのかについて、異文化理解の観点から質的に探ることとする。

2. 調査方法
　調査は第 1部と第 2部に分けられる。第 1部は被調査者本人の同意を得てフェイスシートに被

調査者の属性を記入させてから、質問紙を用いて以下のように調査を実施した。まず、被調査者に

以下の刺激文を与え、そのイメージについて思いつくままに記入してもらった。

　　 （質問）あなたが日本でアルバイトをしながら感じたことについて聞きます。日本で外国人が
働くことや日本人と一緒に働くことについて、どんなイメージが思い浮かびますか？ 浮かん
だイメージを単語、または短い文で 10個以上記入してください。

　その後、その連想イメージを重要と思われる順序に並べさせた。更にそれぞれのイメージ項目の

組み合わせが、直感的イメージでその意味内容においてどの程度近いのかを 7段階尺度で評定させ

た。この尺度での回答をもとに、ウォード法でクラスター分析し、その結果に対する被調査者自身
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の解釈を求めた｡ 最後に連想項目のイメージについて、プラスイメージの場合は（+）、マイナス

イメージの場合は（-）、どちらともいえない場合は（0）の記号を記入してもらった。

　第 2部は口頭でのインタビューにより、1）各クラスター及びクラスター全体の解釈、2）上記 1）

の解釈についての留学前後の変化、3）各イメージ項目に対して、そのイメージを抱くようになっ

たきっかけや媒体、を尋ねた。インタビューは、2020年 2～ 3月に第二著者が日本語で行った。

　本稿で対象としたのは、2019～ 2020年の間に P大学に交換留学生として約 1年間日本に滞在

した留学生 4名（A～ D）である。いずれの学生も日本語能力は中級前半～後半（JLPT N3程度）

であった。本稿では被調査者が特定されないように地名などはランダムなアルファベットで記し

た。また、インタビューデータの記述については、インタビューを行った第二著者の発言部分を

（ ）、省略を（…）とし、留学生の発言において日本語の補足が必要な部分には〔 〕をつけた。

被調査者の語りにおいて、内容の理解に問題があると思われる誤用は第一著者が修正したが、それ

以外の日本語はそのまま掲載した。

3. 結果
3.1. 学生 A
　図 1は学生 A（以下、「A」とする）のデンドログラムである。このデンドログラムから、4つ

のクラスターに分類して解釈した。

                    |----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+  距離 

  2)挨拶(+)         |___.                                                  

  6)楽しい(+)       |___|_______.                                          

  5)大きい声(+)     |___________|______________.                           

  1)笑顔(+)         |_______.                  |                           

 10)夏(0)          |_______|__________________|___.                       

  3)優しい(+)      |_______.                      |                       

  4)すみません(+)   |_______|______________________|___.                   

 11)ゆっくり(0)     |__________________________________|______________.   

  7)忙しい(0)       |_______.                                         |    

  8)片付ける(0)     |_______|                                         |    

  9)日付(0)        |_______|_________________________________________|   

①日本人の独自の文化  

②日本のおもしろさ  

③日本人の性格  

③営業する前③営業する前 

図 1　A のデンドログラム

　クラスター 1について、Aは「これは、なんか、日本の独自、日本人がいつも（…）あいさつ

するとき、大きい声であいさつします。あとは、楽しいは、（…）なんか、生活が楽しいみたいな、

楽しく生活するみたいな。（それは日本人が？）はい。（例えばどんなところ？）なんか、子どもと

か、あとは。おばあちゃんと子どもが、いつも一緒に暮らしているから、なんかそのときが見る、

見て、なんか、ああ楽しそうなあと思って。」とし、来日前と来日後のイメージは変わらないと述

べた。

　クラスター 2については、「夏が一番、祭りが楽しいと思う。」といい、P大学の学生と参加した

夏祭りが楽しかったとした。その祭りには「みんなが笑顔ばかりだから、なんか、おお、いい感じ

なあと思っていました。」と述べており、この夏まつりへの参加が印象に残っていることがわかっ

た。来日前と来日後のイメージの変化については、「変わったと思う。なんか、祭りについて、私

あんまり知らなかったから。」とした。
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　クラスター 3については「日本人の性格」とし、「日本人が（…）いつも、『ああ、すみません』、

ありがとう言わないけど、『あ、すみません』、『ああ、すみません』、なんか。（よく謝る。）はい。

あとは、みんながやさしい。（ゆっくりというのは？）なんか、みんなが「ゆっくりやってもいい

よ〔といってくれる〕」とした。来日前と来日後のイメージの変化については、「変わりました。な

んか、日本人が、厳しい。（厳しいと思ってたの？）はい。とっても厳しいと思っていました。（…）

でも、なんか、みんなも、やさしいこともある。（…）厳しいは仕事だけ。（…）仕事のときはちゃ

んとね、こういうことちゃんとやってねって言うけど、仕事終わったらやさしい」とした。

　クラスター 4については、アルバイト先の「営業する前」とし、「営業前に、品出し〔の〕時間、

間に合うために、なんか、急いでやって、はい。あとは、片付け、お客さまが来る前にちゃんと片

付けて、きれいにする。（…）あとは、（…）商品が、日付があるから、ちゃんと確認して」とした。

来日前と来日後のイメージの変化については「変わらなかった」とした。

　全体のイメージについては、「日本のアルバイトやる前に、（…）緊張した。（…）理由は、日本

語が全然話せなかったから、ちょっと、心配〔していた〕。（…）できるかどうかまだ分からなかっ

たから。でも、なんか、バイトをやってみたときに、そんな難しくない。そして、なんか、みんな

が優しい。（…）分からないことがあったら、みんなが、ゆっくり教えてくれました。」とした。

　表 1は、Aのアルバイトを通した日本のイメージとそのきっかけをまとめたものである。一次調

査ではアルバイトのことについて聞いたが、アルバイトとは直接関係のない夏祭りについても、日

本での留学生活の中で印象に残ったこととしてあげており、授業やアルバイト以外からも影響を受

けていることが分かった。

表 1　A のイメージを抱くようになったきっかけ

クラスター 1: 日本人の独自の文化
 2) 挨拶 (+) いつも挨拶している。
 6) 楽しい (+) 楽しく生活する。
 5) 大きい声 (+) 元気みたい。
クラスター 2: 日本のおもしろさ
 1) 笑顔 (+) まつりのとき、みんなが笑顔ばかりだった。
10) 夏 (0) 夏のまつりが一番楽しかった。
クラスター 3: 日本人の性格
 3) 優しい (+) 何かするときいつも優しい。
 4) すみません (0)

11) ゆっくり (0) 日本人が遠慮を持っている人が多い。
クラスター 4: 営業する前
 7) 忙しい (0) 時間に間に合うために。
 8) 片付ける (0) きれいに見えるように。
 9)日付 (0) ---

3.2. 学生 B
　図 2は学生 B（以下、「B」とする）のデンドログラムである。このデンドログラムから、3つの

クラスターに分類して解釈した。表 2は、Bのアルバイトを通した日本のイメージとそのきっかけ

をまとめたものである。

　クラスター 1について、Bは「朝」とし、「私のバイトは、なんか、朝早めにやるから、だから
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行くたくないの感じが、（…）こういうことばっかあります。（…）バイトは、7時から。（…）朝

だから、私にとって、朝だから起きたくないです。（他にありますか。）他には、学校も関係ありま

す。（どんな関係がありますか。）うーん、例えば、朝早めに学校行くときは、先生とか友達と会う

とき、『おはようございます』って言って、授業終わった後、『お疲れさま』とか、言います。」と

した。

　クラスター 2については、「バイト・お店」とし、「日本のコンビニとか行くときは（…）お客さ

まに『いらっしゃいませ』も言います。（自分の国とどこが違うと思いましたか。）タイは、いらっ

しゃいませってあるけど、でも、いつも言わないです。（…）買うときだけなんか、『はーい、いらっ

しゃいませ』、そんな感じです。」とした。

　クラスター 3については、「バイト・大学」とし、「書いたとき、バイト先〔のこと〕だけど、で

もよく考えると、なんか日本の生活も、関係あります。（どんな関係がありますか。）例えば、こう

いうお金のこと、日本に来るときはお金が必要だから。（…）やさしい〔について〕は、日本人は、

                     |----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+  距離 

  2)さむい (-)               |___.                                

  4)起きたくない (-)         |___|_______________________________.   

  3)朝早い (0)               |___.                               |

  5)おはようございます (+) |___|____________________.          |        

 11)お疲れ様 (+)             |________________________|__________|_____________.   

  7)営業中 (0)               |___.                                             |    

  8)お客様 (0)               |___|                                             |    

  9)いらっしゃいませ (0)     |___|__________________________________.          |    

 10)分からない (-)           |____________.                         |          |    

 12)疲れた (-)              |____________|______________________.  |          |    

  1)お金 (0)              |______________________________.    |  |          |    

  6)やさしい (+)             |______________________________|____|__|__________|   

①朝

②バイト・お店

③バイト・大学

図 2　B のデンドログラム

表 2　B のイメージを抱くようになったきっかけ

クラスター 1: 朝
 2) さむい (-) 日本の天気がさむいから、タイはいつも暑いので。
 4) 起きたくない (-) タイにも日本にもそういう感じがあります
 3) 朝早い (0) バイトの時間
 5) おはようございます (+) みんなとあいさつ
11) お疲れさま (+) バイト先の人と言う
クラスター 2: バイト・お店
 7) 営業中 (0) 9時
 8) お客様 (0)

 9) いらっしゃいませ (0) あいさつされたこと
クラスター 3: バイト・大学
10) 分からない (-) 日本語、日本人の発音
12) 疲れた (-) バイト、大学
 1) お金 (0) 日本で使う
 6) やさしい (+) 日本人
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私に、思ったより優しいです。（…）分からない〔について〕は、例えば、授業やるとき、分から

ないことがたくさんあると、バイトの先にも、お客さまが何か私に聞く〔とき〕、私、返事できな

い。（…）なんか、分からない言葉がきて、私、これ何、分からないから。（まあでも、勉強になっ

たんじゃないですか。）そうですけど、でも日本人の発音とか、時々は方言があるかもしれないか

ら、分からないです。（12番の疲れたというのは、どんな意味ですか。）疲れたは、授業終わった

後、疲れたです。（授業ですか、アルバイトじゃなくて？）アルバイトもです。はい、疲れた。」と

した。

　全体のイメージとして、タイは寒くないため、大体は「新しい経験」だったとのことであった。

来日前と比べてイメージが変わったかについては、クラスター 1については「変わっていない」、

クラスター 2については「新しい経験」、クラスター 3については「一番は多分お金のこと。（…）

来る前は、日本来ると、お金がたくさん使う〔と思っていた〕けど、でもバイトやると、私は自分

のお金も、なんか、たまるんで、大丈夫と思います。（…）来る前は、私バイトやったことないん

です。」とした。

3.3. 学生 C
　図 3は学生 C（以下、「C」とする）のデンドログラムである。このデンドログラムから、3つの

クラスターに分類して解釈した。表 3は、Cのアルバイトを通した日本のイメージとそのきっかけ

をまとめたものである。

　クラスター 1については「交通費と季節」とし、「バスと電車とかはちょっと高いから、（…）税

金は〔高い〕。（…）タイはなんか、安いです。とても安い。（雨が多いというのは？）雨が多いは、

なんかいつも雨降ってるから。（…）タイは、雨多いですけど、〔夏は〕雨、あまり降らない。」と

した。来日後のイメージの変化は、「バスはタイと違う。タイのバスは古い。」とした。

　クラスター 2については「これは、日本人の生活と思います。〔 3番について〕人々が〔丁寧〕に、

（…）とても〔丁寧にしゃべります〕から、それはいいと思います。はい。そして日本語は、ここ〔は

日本だから〕もし日本語できないなら、多分ちょっと大変です。（…）だから、少しできるならい

いと思います。（ 2番について、例えばどんな食べ物が高いと感じてますか。）果物が特に高い。（…）

タイのは、とても安いですね。（…）日本にいるから、なんか食べ物とか高いから、果物全然、買っ

てないです。（ 6番はどんな内容ですか？）初めて会ったとき、（…）知らない人は、なんかその、

あまり話さないから、うん、多分、恥ずかしいかなあと思った。」とした。来日後のイメージの変

化については、食べ物は高いと思ったが、日本の男性については日本に来て分かったことであると

                     |----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+  距離 

  1) バス・電車代が高い(0)   |_____.                                                

  5) 夏が暑い (+)            |_____|_____.                                          

  4) 雨が多い (-)            |___________|_________________________.                

  3) 人々が丁寧 (+)          |_____.                               |                

  8) 日本語 (+)             |_____|_________________.             |                

  2) 食べ物が高い (0)       |_______________________|_________.   |                

  6) 男の人は恥ずかしいと感じる (-) |_________________________________|___|___.            

 10) シフト (+)              |_________________________________________|_______.    

  7) 雪 (-)               |_____.                                           |    

  9) せいふく (+)  |_____|___________________________________________|    

 

①交通費、季節  

②日本人の生活  

③日本人の仕事③日本人の仕事 

図 3　C のデンドログラム
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した。

　クラスター 3については「日本人の仕事」とし、「例えばシフト。シフトは、私バイトやってい

ますから、（…）もし、シフトないなら、なんか、あー、明日は 1日、仕事ありますか、ないかなー、

知らないです。（予定が決まっている方がいい？）シフトはいいと思います。はい。（雪や制服につ

いては？）「雪は、Xにあまり降らないですね。だから、外国人〔だ〕から、雪も見たいです。（制

服は？）制服は、例えば日本の大学は制服ないですね。どっちでもいい。でもタイの大学は、制服

は、大学の制服です。他の服できないです。（…）だから、これ、ちょっと違います。」とした。来

日前と来日後でイメージが変わったかについて、シフトは日本に来て初めて知ったということで

あった。

　アルバイトをしてみて、どのように感じたかについて、「日本のアルバイトは楽しかったです。

いい経験と思います。（何が楽しかったですか？）私は居酒屋でやっていますから、〔仕事は〕楽し

かったですね。なんか、お皿も、洗うとか、野菜も〔切るとか〕。で、焼き肉もやりますとか、い

ろいろやりました。（大変じゃなかったですか？）楽しかったです。いい経験と思います。」とした。

また、日本の生活は「とても楽しかったですね。なんかいろいろ、いろいろな所、行きました。」

とした。Cは、アルバイトも留学経験も全体的にいい経験として受け止めていることが分かった。

3.4. 学生 D
　図 4は学生 D（以下、「D」とする）のデンドログラムである。このデンドログラムから、3つ

のクラスターに分類して解釈した。表 4は、Dのアルバイトを通した日本のイメージとそのきっか

けをまとめたものである。

　クラスター 1は「給料」とし、「マレーシアと比べると、日本の給料は大体、（…マレーシアの 3

倍と 4倍ぐらい。（6番はどんな意味ですか。）バイトやるときは、〔日本では〕いっぱいルールが

ありますから、やるときはちょっと、（…）難しいです。」来日前と比べてイメージが変わったかに

ついて、は、SNSや YouTubeで日本や、バイトについても見たことがあるため、「大体同じ」であ

るとした。

　クラスター 2は、バイト中の「守るルール」とし、「敬語について、マレーシアでは、アルバイ

トやるときは、あんまり敬語は使いませんから、ちょっと話すときも、ちょっと怖い感じがある。

表 3　C のイメージを抱くようになったきっかけ

クラスター 1: 交通費、季節
 1) バス・電車代が高い (0) 税金が高いので、バス・電車代も高い
 5) 夏が暑い (+) 夏休みはとても暑いですけど、どこも行ける。
 4) 雨が多い (-) いつも雨が降っている。
クラスター 2: 日本人の生活
 3) 人々が丁寧 (+) 日本人は、どこでも、いつも丁寧です。
 8) 日本語 (+) 日本にいるので、日本語がとても大切です。
 2) 食べ物が高い (0) 税金が高いので、食べ物も高い。
 6) 男の人は恥ずかしいと感じる (-) いつも日本人といるから、男の人はちょっと恥ずかしい。
クラスター 3: 日本人の仕事
10) シフト (+) シフトは働く人にとって大切です。
 7) 雪 (-) Xにあまり降らない。でも、見たいです。
 9) せいふく (+) 日本のせいふくはどっちでもいい。



茨城大学全学教育機構論集グローバル教育研究　第 4号（2021）22

（怖い？）怖い感じ。なんか、もし私こういう感じ話したらお客さんが、（…）怒ってる感じが〔す

る〕。（4番については？）お客さんの、〔やって〕欲しい〔こと〕は絶対やってあげる。例えば、

もし、お客さんは何も買ってない。でも、（…）お箸もらえませんかって〔お客さんに言われたら〕、

私たちは〔お箸を〕あげて。（7番については、何が厳しい？）店長さん。（…）私が外国人だから、

（…）日本の文化はあんまり知らないから、なんか、あの、これやると駄目です。これやる、やっ

てはいいです。こういう感じ〔で教える〕」とした。来日前と来日後でイメージが変わったかにつ

いては、「日本来る前に、仕事とバイトはこういう感じが、考えたことがあります。（その意味で、

そんなに驚いてはない？）んー、ないです。」としたが、実際には「マレーシアより大変です」と

した。

　クラスター 3について「日本人の印象」とし、「（5番については）もし何かお客さん〔に叱ら

れたら〕笑顔もこういう感じ。（お客さんに叱られても、笑顔で、笑顔で対応するという意味です

か？）はい。（やさしいというのは？）子どもがお菓子買うときに、（…）バイトやる人は、あの、

子どもに物を渡すとき、立たない。〔膝をついて〕子供と同じ目線でやってあげて。優しい。（10

番は？）日本人がもらえるのもの。例えば、給料とか、なんか、外国人の給料と日本人は、ほぼは

同じ。（…）私のバイト先は、そろそろ 1年間バイトやってるから、（…）有給？（ああ、有給休暇。）

なんか、有給が 5日間もらえる。（…）マレーシアではもらえない、外国人なら。」とした。また、

                      |----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+  距離 
1)お金 (+)                  |_____.                                                
2)給料が高い (+)   |_____|                                                
6)疲れ (0)           |_____|_________________.                              
3)ルール (-)              |_____.                 |                              
4)お客様は神様 (-)               |_____|                 |                              
7)きびしい (0)            |_____|                 |                              
9)敬語 (0)                |_____|_________________|_______.                      
5)自信を持っている (+)            |_______________________________|_________________.    
8)やさしい (+)   |_____.                                           |    
10)日本人がもらえるものは外国人ももらえる (+) |_____|___________________________________________|    

 

①給料  

②バイト中に守るルール  

③日本人の印象 

図 4　D のデンドログラム

表 4　D のイメージを抱くようになったきっかけ

クラスター 1: 給料
 1) お金 (+)

SNSで見たことがあります 2) 給料が高い (+)

 6) 疲れ (0)

クラスター 2: バイト中に守るルール
 3) ルール (-) ---

 4) お客様は神様 (-)
実際日本人と一緒にバイトをやるときに感じました

 7) きびしい (0)

 9) 敬語 (0) ネットで見たことがあります
クラスター 3: 日本人の印象
 5) 自信を持っている (+)

実際に日本人と付き合ってみて 8) やさしい (+)

10) 日本人がもらえるものは外国人ももらえる (+)
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クラスター 3については「驚いた」「いい印象です」とした。来日前と来日後のイメージの変化に

ついては、日本に来て分かったことであるとした。

　全体のイメージについては、バイト先でたくさんルールを守らないといけないことについては「厳

しい」としたが、バイトをしていないときは「やさしい」とした。

4. 考察
　ここまで、それぞれの被調査者のアルバイトを通した異文化理解についてみてきた。4名に対す

る第 1部・第 2部の調査から、アルバイトに関連するものを抽出し以下のようなことが分かった。

4.1. アルバイトに対するプラスイメージとマイナスイメージの特徴
　Aのプラスイメージの項目は「2) 挨拶 (+)」「6) 楽しい (+)」「5) 大きい声 (+)」「1) 笑顔 (+)」「3) 

優しい (+)」で、あいさつに関連するものが多く、マイナスイメージの項目はなかった。Bのプラ

スイメージの項目は、「5) おはようございます (+)」「11) お疲れさま (+)」「6) やさしい (+)」で、こ

ちらもあいさつに関連するものが多く、マイナス項目は「2) さむい (-)」「4) 起きたくない (-)」「10) 

分からない (-)」「12) 疲れた (-)」で、気候や、日本語、気力・体力に関連するものであった。Cの

プラスイメージの項目は、「5) 夏が暑い (+)」「3) 人々が丁寧 (+)」「8) 日本語 (+)」「10) シフト (+)」「9) 

せいふく (+)」で、気候や、日本人の特徴、日本の大学との違い、バイトでの経験から来るものな

ど様々であり、マイナスイメージの項目は、「4) 雨が多い (-)」「6) 男の人は恥ずかしいと感じる (-)」

「7) 雪 (-)」で、気候、日本の男性の特徴であった。Dのプラスイメージの項目は、「1) お金」(+)」

「2) 給料が高い (+)」「5) 自信を持っている (+)」「8) やさしい (+)」「10) 日本人がもらえるものは外

国人ももらえる (+)」で、経済的なことに関すること、日本人の特徴、日本のアルバイトでの待遇

で、マイナスイメージの項目は、「3) ルール (-)」「4) お客様は神様 (-)」で、いずれもアルバイトで

の経験から来るものであった。

　このように、被調査者によってプラスイメージとマイナスイメージの特徴が異なることが分かっ

た。また、アルバイトでの体験も、被調査者によってプラスイメージが多い者と、マイナスイメー

ジが多いものに分かれることが分かった。

4.2. 来日前後のアルバイトに対するイメージの変化について
　それぞれの被調査者の来日前後のアルバイトに対するイメージの変化は、Aの場合、「日本人が

もっと厳しいと思っていた」が、始めてみると厳しいのは「仕事だけ」で、仕事が終わるとやさし

いということが分かったとのことであった。Bの場合、アルバイトは「新しい経験」で、日本に来

たらお金を使うと思っていたが、アルバイトをすればお金が貯まるので「大丈夫」と感じたようで

ある。Cの場合、アルバイトで使ったシフト表が便利だと感じ、日本に来て初めて知ったというこ

とであった。Dの場合、アルバイトがどんなものかについては、SNSや YouTubeを見てある程度

情報を得ており、変わったイメージはなかったが、実際にはマレーシアより大変であるとし、待遇

や、顧客への態度については日本に来て分かったこととして、好印象を持ったことが分かった。

4.3. 日本語に対する不安感
　今回の被調査者は全員日本語能力レベルが中級程度であり、日本人とともに仕事をするにあたっ

ては不安もあったようである。Aは、アルバイトを始める前は「緊張」したが、やってみるとアル
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バイト先の人に教えてもらい「そんなに難しくない」と感じたことが分かった。また Bも、アル

バイト先で聞く日本語の発音や方言が分からないことがあったという経験を語っていた。Cは「日

本語が分からないとちょっと大変」と、日本で生活するにあたっては日本語能力をある程度持って

おくことの必要性を感じていたことが分かった。また Dは、間違った敬語を使わないか心配で「怖

い」と語っている。

　被調査者の学生らは、ほぼ毎日 P大学で日本語の授業を受けているものの、授業外で実際にア

ルバイトを通して日本人に接客したり、敬語を使ったりすることに対して不安を感じていたことが

分かった。また、日本人客に聞かれて分からないことがあったり方言が聞き取れなかったりしたこ

とが印象に残っていたことが分かった。

4.4. 働くという体験について
　被調査者にとって、初めて働いた経験となったのが日本でのアルバイトであったわけであるが、

それらの経験については、早朝のアルバイトをしていた学生は、「起きたくない」と感じたり（B）、

また営業前の忙しさが印象に残っているケース（A）、そしてシフト表のおかげで予定が分かって

便利だったと感じたケース（C）など、アルバイト経験を通して初めて知ったことが語られていた。

　中には Dのように、アルバイト先にはたくさんルールがあり、店長が厳しく教えていたという

ことが印象に残っている一方で、日本人と同じように有給がもらうことができ、いい印象を受けた

ことも分かった。日本語という面では不安を感じていても、有給や給料については日本人と同じよ

うな待遇であったことが、予想していなかったことであり、それが日本に対する好印象につながっ

たようである。

4.5. 「いい経験」として
　今回調査に協力してもらった留学生にとっては、日本の生活費は高く、果物もあまり買わないほ

どだったが（C）、アルバイトをすることで少しお金がたまり、生活することができたようである。

また、初めてのアルバイト経験についても色々体験することができて「楽しかった」という語りも

見られた。Cについては、日本語への不安も特に語られなかったことから、アルバイト先の日本人

上司や日本人客とのコミュニケーションにおいては大きな問題はなかったことが考えられる。

　また、アルバイト先の人がやさしく仕事を教えてくれたことや、顧客に対する態度から、「やさ

しい」というイメージも多く見られた（A, B, D）。これは、先行研究（青木・安、2018）に見られ

たような体験とは対照的なものである。これらの経験の違いは、それぞれの留学生のアルバイト先

の接客機会の頻度や勤務形態などによることが考えられるため、今後さらに研究が必要である。

5. まとめ
　今回の調査では、調査対象とした留学生の滞日期間は比較的短く、アルバイト先での葛藤や衝突

についてはあまり語られなかったが、アルバイト経験を通して初めて働くという経験をし、厳しい

ルールや営業前の忙しさなどが印象に残っているケースも見られた。

　今後は、アルバイト経験を通してどのような場面で葛藤や違和感をもったか、またそれらをどの

ように克服したかなどについても研究を進めていく必要がある。長期で滞在する留学生だけでな

く、短期滞在の留学生がアルバイトをする機会も増加傾向にある中、日本人と外国人が仕事を通じ

てどのように相互理解をしていけるのかについて検討していきたい。
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要旨
　本稿で韓国人留学生を対象に日本でのアルバイトを通して日本社会をどのように理解したのかに

ついて探った。その結果、以下のことが示された。(1)仕事のマニュアルに好印象を持っているが、

日本人は周りの雰囲気を重視し上司の指示通りに仕事をすると考えている。(2)シフト制に対して

はポジティブな評価をしているが、仕事が遅いことに対してはネガティブな評価をしている。(3)

アルバイトに関する連想イメージはすべて実体験に基づいているが、マスメディア、インターネッ

ト、他人から聞いた話が混合したものもみられる。また、韓国人留学生の共通イメージとして、 (1)

アルバイトの仕事が大変、(2)日本は客に対するサービスがいい、(3)日本人は他人のプライベー

トなことには関わらない、(4)日本は仕事の際にマニュアルを重視する、(5)日本では仕事をするに

当たって十分な説明がなされている、(6)日本の店は清潔でよく整理整頓されている、(7)日本人は

（韓国人に比べて）法律をよく守る、など先行研究の結果と一致する部分が多いことがわかった。

さらに、来日前後の変化については、清潔な店、ユニフォーム、徹底的に規則を守る日本人、ハー

ドな仕事、シフト制は来日後に新しく生まれたイメージであることがわかった。

【キーワード】韓国人留学生、アルバイト、PAC分析、異文化理解

1. はじめに
　本研究は、外国人と日本人がお互いをどのように理解し評価しているのかについて、個人別態度

構造分析（Analysis of Personal Attitude Construct：PAC分析）を用いて探る一連の研究の一部であ

る。

　これまで、様々な視点から外国人、日本人双方の相互理解について PAC分析を用いて検討した
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がここでは代表的な先行研究を紹介する。外国人の日本に対する理解についての先行研究として、

まず、対日観に関する研究（安 2015a, 2012, 2011, 2010a, 2010b, 2009, 2008a）が挙げられる。その

結果、伝統を重んじる日本人、融通の利かない日本人、技術が発展している日本、ビジネスで親切

な日本人、自己主張をしない日本人、時間に正確な日本人、個人主義の日本人、仲良くなりにくい

日本人、閉鎖的な日本人、他人と積極的に関わるのを嫌う日本人、政治に無関心な日本人などの結

果が示された。

　対日観の変化に関する研究（安 2016a, 2015b, 2013a, 2013b, 2008b,安・アンドレエフ 2014）で

は、来日後にプラスイメージが強くなったケース（例：日本人の他人への配慮、礼儀を重んじる日

本人）、来日後にマイナスイメージが弱くなったケース（例：決められた枠の中で生活する日本人、

日本人の本音と建前、消極的な日本人、外面的なことを重視する日本社会）、来日後にマイナスイ

メージが無くなったケース（例：ヨーロッパに対する憧れ、本心が分からない日本人）、などの変

化がみられた。

　留学生の日本留学観に関する研究（青木・安 2019,安 2018a, 2016b）においては、物価が高いた

め、留学生活が大変な日本、外国人に無関心な日本の大学生、留学中に知り合った母国以外の留学

生との交流を通して日本以外の国にも興味を持つようになったこと、安全で暮らしやすい日本、外

国人が困った時には助けてくれる日本人、先輩後輩の上下関係が厳しい特異な日本文化、アメリカ

人に友好的な日本人、などの留学観が示された。

　留学生の日本留学観の変化に関する研究（安 2018b, 2014）では、来日前に抱いていた留学に対

する不安が解消されることがわかった。来日前のイメージが来日後に弱くなるケース（例：自然災

害）、来日前のイメージが来日後に具体化されるケース（例：日本の先進文化）、来日後にマイナス

イメージが解消されるケース（例：日本の個人主義）、来日前のイメージが来日後に強くなるケー

ス（例：先進国の日本）などの留学観の変化が表れた。

　日本社会の異文化理解に関する研究（青木・安 2018, 安 2019, 石鍋・安 2018, 松田・安 2018）で

は、ルール・規則を守り規範意識の高い日本人、親切な日本人、他人に配慮する日本人、個人主義

の日本などの結果が得られた。

　外国人の日本サブカルチャー観に関する研究（安 2020, 石鍋・安 2019, 松田・安 2019）におい

ては、日本のアニメ・漫画のイメージが強く、日本サブカルチャーに対してポジティブなイメージ

を有することがわかった。また、外国人は日本サブカルチャーについて、ユニークな若者文化、多

種多様なサブカルチャーがあると捉えていることがわかった。

　以上のように、これまでの研究で、幅広い観点から外国人の日本社会に対する異文化観を検討し

てきている。本研究ではこれらの先行研究の結果を踏まえながら、「日本でのアルバイト」に焦点

を当てて、外国人留学生の異文化観を探る。具体的には、留学中にアルバイト経験を持つ韓国人交

換留学を対象に、帰国直前に PAC分析を実施し、日本で外国人が働くことや日本人と一緒に働く

ことについてどのように理解しているのかを分析し、彼らの異文化観を探る。

2. 調査方法
　日本国内の大学で交換留学中の韓国人 3名を対象に日本でのアルバイトに関する PAC分析を実

施した。本研究への協力に当たり、研究の目的、研究協力の任意性、匿名化によるプライバシーの

保護、協力同意撤回の自由について文書および口頭で説明し同意を得た。被調査者が特定されるこ

とを回避するため、出身地域、性別、年齢等が推測されうる箇所は削除、伏せ字、あるいは記号と
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した。

　調査は第 1部の質問紙調査と第 2部の Eメールによる調査から成っている。第 1部の質問紙調

査では、以下の刺激を与えイメージ項目を質問紙に記入するよう教示した。

　　�【刺激文】あなたが日本でアルバイトをしながら感じたことについて聞きます。日本で外国人
が働くことや日本人と一緒に働くことについて、どんなイメージが思い浮かびますか？思い浮
かんだイメージを ｢単語（例：雨、雪）、または短い文（例：雨が多い、雪が降らない）｣ で
10 個以上記入してください。

　被調査者が記入した連想イメージを重要と思われる順序に並べるよう教示した。次に、各順位の

イメージ項目の組み合わせが、直感的イメージでその意味内容においてどの程度近いか 7段階尺

度で評定するよう教示した。評定結果に対し被調査者ごと個別にクラスター分析を実施した。その

後、クラスター分析の結果に対する被調査者自身の解釈を求めた｡ 最後に連想項目のイメージにつ

いて、プラスイメージの場合は (+)、マイナスイメージの場合は (-)、どちらともいえない場合は (0) 

を記入するよう教示した。

　第 2部の Eメールによる調査では、クラスター分析の結果を被調査者に提示し確認を取った。

その後、被調査者に、1)各クラスター及びクラスター全体の解釈、2)各イメージ項目に対してそ

のイメージを抱くようになった切っ掛けについて質問紙に記入してもらった。調査は、2019年 2

月に韓国語で実施した。

3. 結果
　ここでは、まずクラスター分析の結果を示し被調査者自身の解釈について述べる。

3.1. 被調査者 A
　図 1は被調査者 A（以下、「A」とする）のデンドログラムで、表 1は Aのイメージ形成の切っ

掛けである。

　クラスター 1は『1)お客様は神様 (上下関係 )(0)』『3)マニュアルに従った仕事 (+)』の 2項目

でクラスター名は「お客様第一主義の日本」とした。クラスター 1について Aは「留学前にも日

図 1　A のデンドログラム

｜----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+  距離 
  1) お客様は神様(上下関係)(0)        |_____. お客様第一主義の日本
  3) マニュアルに従った仕事(+)      |_____|_____________.    
  2) 指示に従う(0)             |_____.             |  指示に従う日本人
  6) 誠実さ(+)               |_____|_____________|_______.   
  5) 仕事に対するプライド(+)       |_____.                     |        
  9) 時間を守る(+)            |_____|_____________________|____. 清潔な日本人
  4) 清潔感を大事にする(+)        |________________________________|_______.      
  7) ユニフォーム(0)           |_____.                                  |     
 10) お客さんに普段と違う声で接客する(0)  |_____|__________________________________|________.  格式を重んじる日本人
  8) 法律をよく守る(+)          |_________________________________________________|   

1)左の数値は重要順位  
2)各項目の後ろ( )内の符号は単独でのイメージ
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本の店は大変親切で客を大事にするというイメージがあった。韓国も『お客様は王様』という言葉

はあるが、日本のほうがその傾向が強いと思う。日本は学生アルバイターも一人の労働者だ。韓国

のコンビニでアルバイトをしている人は客がいない時、スマホを見たりレポートを書いたりしてい

ると聞いたが、日本は休憩時間以外に自由時間がない。また、日本では仕事を始める前に仕事のや

り方や安全対策についてビデオを 3時間ほど視聴させるなど、マニュアルを非常に重視している。」

と解釈した。来日前後の変化 (1)について「韓国でネットやテレビで、日本はマニュアルを厳しく

守り、客と従業員の上下関係が厳しいということを知ったから変化はない。」と回答した。

　クラスター 2は『2)指示に従う (0)』『6)誠実さ (+)』の 2項目でクラスター名は「指示に従う日

本人」とした。クラスター 2について Aは「韓国でアルバイトをしたことがないから韓国のこと

はわからないが、日本人はオーナーや店長に言われた通りに動くし、言われたことをすぐにやる。

日本の国民性なのか、日本文化なのかはわからないが、日本人は指示通りに仕事をする。日本人の

誠実さと指示通りに仕事をすることは似ている。日本人は特に仕事がなくても何かをやっているか

ら勤勉に見える。また、皆が空気を読んでそのように行動する。」と解釈した。来日前後の変化に

ついて「日本人は勤勉だと思ったが、勤勉というより他人に気を遣い何かをしながら時間をつぶし

ていると思えるようになった。」と回答した。

　クラスター 3は『5)仕事に対するプライド (+)』『9)時間を守る (+)』『4)清潔感を大事にする (+)』

の 3項目でクラスター名は「清潔な日本人」とした。クラスター 3について Aは「アルバイト先

の日本人に、店長とオーナーがいないのに何でそんなに頑張って仕事するのか、客がいない時、ス

マホを見たり、少し休んだりしてもいいのでは、と聞いたことがある。すると、その日本人はお金

をもらっているし、仕事をさぼると引け目を感じると言っていた。『9)時間を守る (+)』は、日本

でアルバイトをしてみて本当にそうだと感じた。また、日本人は規則をよく守り、清潔だと思っ

た。例えば、トイレの掃除を 4時間ごとにやることだ。店内の掃除も 1日に 2、3回はやるし、後

片付けや手洗いの後、FF商品（弁当、サンドイッチ、調理パンなど）を扱う時は必ず手をアルコー

ル消毒する。」と解釈した。来日前後の変化について「日本人はこれほど清潔だとは思わなかった。

アルコール消毒をよくして、客に見えないところまで清潔にすることは来日前は知らなかったから

驚いた。アルバイトを約 5か月間同じところでして、時間に遅れる人は本当に数えるほどしかいな

かったからそう思った。日本人は責任感が強いと感じた。また、交代する人のために時間に遅れな

いように心掛けていると感じる。」と回答した。

　クラスター 4は『7)ユニフォーム (0)』『10)お客さんに普段と違う声で接客する (0)』『8)法律を

よく守る (+)』の 3項目でクラスター名は「格式を重んじる日本人」とした。クラスター 4につい

て Aは「ユニフォームはアルバイト先だけでなく、日常でもよく着るもので、日本人は身なりを

整えてから仕事に臨むという印象を強く受けた。また、飲食店では髪の毛が食べ物に入らないよう

にタオルを頭に巻くのが印象的だった。日本人の 9割以上が接客する時は普段より高い声で話す

が、それは客に優しく接しようとするためだと思う。『8)法律をよく守る (+)』は、アルバイト先

でのことだが、高校生は 10時以降の労働が禁止されていて、それをきちんと守っているからそう

思った。また、留学生の資格外活動もきちんと守る。」と解釈した。来日前後の変化について「『7)

ユニフォーム (0)』は韓国にいた時はそのイメージがなかったが日本に来て強く感じるようになっ

た。日本はサービス業が発達している国だと思っていたから接客に対するイメージに変化はない。

『8)法律をよく守る (+)』は、日本人は私から見れば守らなくてもいいようなルールまできちんと

守っていたから驚いた。韓国では取り締まりにひっかからない場合は法律を守らない人もいると聞
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いたから、日本もそうだろうと思っていた。」と回答した。

　全体については「日本人は誠実で規則を守って仕事をする。サービス業はサービスの質が非常に

高い。」と解釈した。

3.2. 被調査者 B
　図 2は被調査者 B（以下、「B」とする）のデンドログラムで、表 2は Bのイメージ形成の切っ

掛けである。

　クラスター 1は『1)きびしい (-)』『10)休憩時間が必要 (-)』『3)難しい (-)』の 3項目でクラスター

名は「仕事に厳しい日本」とした。クラスター 1について Bは「日本は韓国に比べて仕事に厳しい。

日本は隣国だから韓国と似ていると思ったが違う点が多かった。日本は韓国より休憩時間が短く、

時間も決まっているから厳しいと感じた。韓国で飲み屋と宅配便の仕分けのアルバイトをした時は

表 1　A のイメージ形成の切っ掛け

クラスター 1：お客様第一主義の日本
イメージ項目 イメージ形成の切っ掛け
 1)お客様は神様（上下関係）(0) いろいろなマスメディアとアルバイトの経験から
 3)マニュアルに従った仕事 (+) アルバイトの経験から
クラスター 2：指示に従う日本人
 2)指示に従う (0) アルバイトの経験から

 6)誠実さ (+)
インターネトで知った日本に関するイメージとアルバイトの経
験から

クラスター 3：清潔な日本人
イメージ項目 イメージ形成の切っ掛け
 5)仕事に対するプライド (+) アルバイトの経験から
 9)時間を守る (+) アルバイトの経験から
 4)清潔感を大事にする (+) アルバイトの経験から
クラスター 4：格式を重んじる日本人
イメージ項目 イメージ形成の切っ掛け
 7)ユニフォーム (0) 数年前に日本に旅行した時の印象とアルバイトの経験から
10)お客さんに普段と違う声で接客する (0) 数年前に日本に旅行した時の印象とアルバイトの経験から
 8)法律をよく守る (+) アルバイトの経験から

図 2　B のデンドログラム

                      |----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+  距離 
  1) きびしい(-)      |____.                                  
 10) 休憩時間が必要(-)|____|___.   仕事に厳しい日本
  3) 難しい(-)        |________|_______________________.    
  2) 個人主義(0)      |____.                           |    
  4) 疲れる(0)        |____|______________.            |   仕事が大変な日本
  5) おもしろくない(-)|____.              |            |    
  9) 雰囲気が違う(-)  |____|______________|____________|________________.   
  6) シフト制がいい(+)|_____________________________________.           |   
  7) 給料が高い(+)    |_____________________________________|           |  日本のアルバイトの良さ
  8) ゆとりがある(+)  |_____________________________________|___________|   

1)左の数値は重要順位  
2)各項目の後ろ( )内の符号は単独でのイメージ
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4時間おきに休みを取っていたが、日本のスーパーは 6時間おきに休みを取っていた。また、店が

アルバイターに色々な仕事をさせていると感じた。」と解釈した。来日前後の変化について「日本

は隣国だからアルバイト環境が似ていると思っていたが全然違った。日本が韓国より仕事が何倍も

きつかった。」と回答した。

　クラスター 2は『2)個人主義 (0)』『4)疲れる (0)』『5)おもしろくない (-)』『9)雰囲気が違う (-)』

の 4項目でクラスター名は「仕事が大変な日本」とした。クラスター 2について Bは「『2)個人主

義 (0)』は韓国で聞いたことだ。韓国はチームで動くが、日本は仕事が忙しくても他人が手伝って

くれない。日本は勉強も仕事も韓国より疲れる。また、仕事をする時にあまり会話をしないから楽

しくなかった。アルバイトは韓国より大変だと感じた。」と解釈した。来日前後の変化について「韓

国より仕事がきつく大変だと思った。」と回答した。

　クラスター 3は『6)シフト制がいい (+)』『7)給料が高い (+)』『8)ゆとりがある (+)』の 3項目で

クラスター名は「日本のアルバイトの良さ」とした。クラスター 3について Bは「韓国に比べて

楽なこともあれば大変なこともある。例えば、シフト制は韓国よりいい。韓国は仕事のスケジュー

ルを店長が決めるが、日本は自分で決めるため、仕事はきつくても時間的に余裕がある。韓国は最

低賃金以下の給料が支払われることもあるが、円高で韓国より時給で 1000ウォン～ 2000ウォン

くらい高かった。」と解釈した。来日前後の変化について「韓国と違って、自分がやりたい時にア

ルバイトができる点は日本のほうがよかった。」と回答した。

　全体について Bは「日本は、仕事はきつくてもいい点もある。物事にはいい点もあれば、悪い

点もあるのは当然だ。韓国は、仕事は楽だが自分がやりたい時間を選べない。しかし、日本は仕事

はきつくてもアルバイトの時間を自分で決められる。」と解釈した。 

表 2　B のイメージとイメージ形成の切っ掛け

クラスター 1：仕事に厳しい日本
イメージ項目 イメージ形成の切っ掛け
1)きびしい (-) アルバイトの経験から
10)休憩時間が必要 (-) アルバイトの経験から（韓国と日本）
3)難しい (-) アルバイトの経験から
クラスター 2：仕事が大変な日本
イメージ項目 イメージ形成の切っ掛け
2)個人主義 (0) 韓国で聞いた話とアルバイトの経験から
4)疲れる (0) 勉強も同じて疲れると経験したから
5)おもしろくない (-) アルバイトの経験から
9)雰囲気が違う (-) アルバイトの経験から
クラスター 3：日本のアルバイトの良さ 

イメージ項目 イメージ形成の切っ掛け
6)シフト制がいい (+) アルバイトの経験から
7)給料が高い (+) アルバイトの経験から
8)ゆとりがある (+) アルバイトの経験から

3.3. 被調査者 C
　図 3は被調査者 C（以下、「C」とする）のデンドログラムで、表 3はイメージ形成の切っ掛け

である。
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　クラスター 1は『1)ビジネスくらいの日本語ができる (+)』『6)接客ができる (+)』『7)仕事が遅

い (-)』の 3項目でクラスター名は「日本で働く外国人」とした。クラスター 1について Cは「日

本語ができるからアルバイトができるというイメージだ。日本語ができるとどんな仕事でもできる

というイメージだ。日本はアルバイト先をはじめ、銀行など多くのところで仕事が遅いと感じる。」

と解釈した。来日前後の変化については「ない」と回答した。

　クラスター 2は『2)空気を読むのが早い (0)』『5)効率性が低い (-)』の 2項目でクラスター名は

「空気を読む日本人」とした。クラスター 2について Cは「日本語ができないから他人がやってい

ることを真似してやったり、職場の雰囲気を見ながら仕事をしたりするため、効率が落ちる。ま

た、マニュアル通りにやろうとするから仕事が遅くなると感じる。日本人は場の空気を読むのが早

図 3　C のデンドログラム

                               |----+----+----+----+----+----+----+----+----+----+  距離 
  1) ビジネスくらいの日本語ができる(+)              |_____.                 
  6) 接客ができる(+)                                |_____|____________.   日本で働く外国人
  7) 仕事が遅い(-)                                  |__________________|__________________.          
  2) 空気を読むのが早い(0)                          |____________.                        | 空気を読む日本人
  5) 効率性が低い(-)                                |____________|________________________|______.  
  8) きちんと説明書に書いてある(+)                  |____________.                               |   
 11) ゆとりを持って行動できるように時間を調整する(+)|____________|________________.              | 日本人の仕事の特徴

  4) プライベートな話はあまり聞かない(0)            |_____________________________|______________|____.    
  3) 仕事のマニュアルがある(+)                      |__________________.                              |    
 10) サービスがいい(+)                              |__________________|____.                         |  整理整頓
  9) やさしい(+)                                    |_______________________|_________________________|    

1)左の数値は重要順位  
2)各項目の後ろ( )内の符号は単独でのイメージ

表 3　C のイメージ形成の切っ掛け

クラスター 1：日本で働く外国人
イメージ項目 イメージ形成の切っ掛け
 1)ビジネスくらいの日本語ができる (+) アルバイトをしてみて
 6)接客ができる (+) アルバイトをしてみて
 7)仕事が遅い (-) 仕事を経験してみて
クラスター 2：空気を読む日本人
イメージ項目 イメージ形成の切っ掛け
 2)空気を読むのが早い (0) そう感じたから
 5)効率性が低い (-) アルバイトの経験から
クラスター 3：日本人の仕事の特徴
イメージ項目 イメージ形成の切っ掛け
 8)きちんと説明書に書いてある (+) 実際に見て
11)ゆとりを持って行動できるように時間を調整する (+) 自分の経験と他の留学生から聞いた話
 4)プライベートな話はあまり聞かない (0) 自分の経験と他の留学生から聞いた話
クラスター 4：整理整頓
イメージ項目 イメージ形成の切っ掛け
 3)仕事のマニュアルがある (+) 経験
10)サービスがいい (+) そう感じている
 9)やさしい (+) 日本人と話してみて
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いが、日本ではそれがとても重要だと思う。」と解釈した。来日前後の変化については「ない」と

回答した。

　クラスター 3は『8)きちんと説明書に書いてある (+)』『11)ゆとりを持って行動できるように

時間を調整する (+)』『4)プライベートな話はあまり聞かない (0)』の 3項目でクラスター名は「日

本人の仕事の特徴」とした。クラスター 3について Cは「クラスター 3は日本人らしさが出てい

ると思う。他人の個人的な問題には関わらないし、仕事とプライベートをはっきり線引きする。ま

た、他の人が同じ仕事をする時に困らないように、十分な説明がなされている。」と解釈した。来

日前後の変化について「ない」と回答した。

　クラスター 4は『3)仕事のマニュアルがある (+)』『10)サービスがいい (+)』『9)やさしい (+)』

の 3項目でクラスター名は「整理整頓」とした。クラスター 4について Cは「アルバイト先の環

境と日本人のスタッフに関するイメージだが、日本の店はよく整理整頓できていて、親切でサービ

スがいいと感じる。実際にアルバイトをしてみて、接客なら接客のマニュアルが、レジ打ちならレ

ジ打ちのマニュアルが存在する。また、他のところでアルバイトをしている留学生からも同じ話を

聞いたが、日本ではゆとりを持って行動ができるように、予めアルバイトの時間を調整する。」と

解釈した。来日前後の変化について「ない」と回答した。

　全体について Cは「日本でアルバイトをする外国人が思い浮かぶ」と解釈した。

4. まとめ
　ここでは、被調査者 3名のアルバイトを通して日本をどのように理解しているのかについてまと

める。

4.1. 全体の特徴
(1) 重要イメージに見られる特徴
　ここでは、重要イメージに見られる特徴を探るために、被調査者 3名が日本でのアルバイトをイ

メージする上で重要と判断した 1位から 3位までのイメージ項目を取り上げる。Aは、『1)お客様

は神様（上下関係）(0)』『2)指示に従う (0)』『3)マニュアルに従った仕事 (+)』、Bは『1)きびしい (-)』

『2)個人主義 (0)』『3)難しい (-)』、Cは『1)ビジネスくらいの日本語ができる (+)』『2)空気を読む

のが早い (0)』『3)仕事のマニュアルがある (+)』をそれぞれ重要イメージとして挙げている。特徴

として、Aの『3)マニュアルに従った仕事 (+)』、Cの『3) 仕事のマニュアルがある (+)』からとい

うように、マニュアルに対して好印象を持っていることがわかる。また、Aの『2)指示に従う (0)』

と Cの『2)空気を読むのが早い (0)』からは、日本人は自分の判断で仕事をするより周りの状況や

上司の指示で仕事をしており、それが日本では重要だと理解しているようだ。

(2) プラスイメージとマイナスイメージに見られる特徴
　ここでは 3名のプラスイメージとマイナスイメージの項目を取り上げ、それぞれの特徴を探る。

まず、プラスイメージの項目は、Aは『3)マニュアルに従った仕事 (+)』『6)誠実さ (+)』『5)仕事

に対するプライド (+)』『9)時間を守る (+)』『4)清潔感を大事にする (+)』『8)法律をよく守る (+)』、

Bは『6)シフト制がいい (+)』『7)給料が高い (+)』『8)ゆとりがある (+)』、Cは『1)ビジネスくら

いの日本語ができる (+)』『6)接客ができる (+)』『8)きちんと説明書に書いてある (+)』『11)ゆとり

を持って行動できるように時間を調整する (+)』『3)仕事のマニュアルがある (+)』『10)サービスが

いい (+)』『9)やさしい (+)』である。プラスイメージの特徴として、Aの『3)マニュアルに従った
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仕事 (+)』、Cの『3)仕事のマニュアルがある (+)』のように、マニュアルに対して肯定的に評価し

ていることがわかる。また、Aの『9)時間を守る (+)』Bの『6)シフト制がいい (+)』『8)ゆとりが

ある (+)』、Cの『11)ゆとりを持って行動できるように時間を調整する (+)』のように、余裕をもっ

て仕事をすることや、仕事しやすいように前もって時間調整をすることにいい評価をしている。次

に、マイナスイメージの項目は、Aは該当する項目がなく、Bは『1)きびしい (-)』『10)休憩時間

が必要 (-)』『3)難しい (-)』『5)おもしろくない (-)』『9)雰囲気が違う (-)』、Cは『7)仕事が遅い (-)』

『5)効率性が低い (-)』のように、仕事が遅いことに対してはマイナス評価をしている。しかし、先

行研究の安 (2015b)の韓国人は「日本人を見て『ゆっくりだが確実に』という言葉を実感した」と

プラス評価をしており、評価が分かれる。

(3) イメージ形成の切っ掛け
　各被調査者にイメージ形成の切っ掛けについて尋ねたところ、表 1～表 3の通り、すべてのイ

メージ項目が実体験に基づくものであると回答した。また、Aの『7)ユニフォーム (0)』（数年前

に日本に旅行した時の印象とアルバイトの経験から）のように、複数の体験に基づくものもある。

さらに、Aの『1)お客様は神様（上下関係）(0)』（いろいろなマスメディアとアルバイトの経験から）

『6)誠実さ (+)』（インターネトで知った日本に関するイメージとアルバイトの経験から）のように、

実体験とマスメディア、インターネットで知った知識が混合したものや、Bの『2)個人主義 (0)』

（韓国で聞いた話とアルバイトの経験から）、Cの『11)ゆとりを持って行動できるように時間を調

整する (+)』（自分の経験と他の留学生から聞いた話）のように実体験と他人から聞いた話が混合し

たものがあることがわかった。このように、すべてのイメージ項目が実体験に基づいているがマス

メディア、インターネット、ソーシャルメディア、他人から聞いた話、実体験が混合したものも少

なくなく、イメージ形成に様々なものが影響していると考えられる。

(4) 来日前後のアルバイト観の変化
　来日前後のアルバイト観の変化については、Aの客に見えないところまで清潔にする日本の店、

他人のために時間を守る日本人、仕事の時にユニフォームを着る日本人、ルールをきちんと守る日

本人、Bの仕事が大変だと感じる点、自分がやりたい時にアルバイトができる点、が示された。つ

まり、①清潔な店、②ユニフォーム、③規則を守る日本人、④アルバイトがハードである、⑤シフ

ト制の良さ、などは来日後に新しく生まれたイメージである。

4.2. 韓国人の共通イメージについて
　被調査者の 2名以上が共通したイメージを示した内容を取り上げ、韓国人留学生がアルバイトを

通して日本社会や日本人の仕事観をどのように理解しているのかについて検討する。

(1) アルバイトはハードな仕事である
　Aのクラスター 1「…日本は学生アルバイターも一人の労働者だ…日本は休憩時間以外に自由時

間がない…」の解釈、Bの『1) きびしい (-)』『10) 休憩時間が必要 (-)』『3) 難しい (-)』『4) 疲れる

(0)』、クラスター 1「日本は韓国に比べて仕事に厳しい。…日本は韓国より休憩時間が短く、時間

も決まっているから厳しいと感じた。…アルバイターに色々な仕事をさせていると感じた。」の解

釈、クラスター 2「…日本は仕事が忙しくても他人が手伝ってくれない。日本は勉強も仕事も韓国

より疲れる。また、仕事をする時にあまり会話をしないから楽しくなかった。アルバイトは韓国よ

り大変だと感じた。」の解釈から、A、Bは日本でのアルバイトがハードな仕事であると感じたよ

うだ。日本人は仕事に厳しいという見方は安 (2020)にも同様の結果が得られている。
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(2) サービスがよくて親切な日本人
　Aの『10) お客さんに普段と違う声で接客する (0)』、クラスター 1「留学前にも日本の店は大変

親切で客を大事にするというイメージがあった。韓国も『お客様は王様』という言葉はあるが、日

本のほうがその傾向が強いと思う…』、Cの『10) サービスがいい (+)』、クラスター 4「…日本の

店はよく整理整頓できていて、親切でサービスがいいと感じる…」の解釈から、日本はサービス

がいいと感じているようだ。このような親切な日本人については先行研究（安 2019, 2016, 2015a, 

2015b, 2013b, 2010a, 2010b, 2009, 2008a）の結果とも一致する。

(3) 他人のプライベートなことには関わらない日本人
　Bの『2) 個人主義 (0)』、クラスター 2「…日本は仕事が忙しくても他人が手伝ってくれない…」

の解釈、Cの『4) プライベートな話はあまり聞かない (0)』、クラスター 3「…他人の個人的な問題

には関わらないし、仕事とプライベートをはっきり線引きする…」の解釈から日本人は、他人の仕

事やプライベートなことには関わらないと感じているようだ。他人と積極的に関わるのを嫌う日本

人像は、韓国人（安 2015a, 2013b, 2010a, 2010b, 2008a, 2008b）、中国人（安 2013a）、マレーシア

人（八若 2012）、ベトナム人（安 2011）、台湾人（藤原 2009）、インドネシア人（藤原 2012）など

の結果と一致する。日本人の個人主義は、先行研究の韓国人（安 2019, 2015a, 2015b, 2014, 2013b, 

2010a, 2009, 2008a, 2008b）にも表れているように、韓国人は、日本人は個人主義であると捉えて

いる傾向が強いと考えられる。

(4) マニュアルを重視する日本人
　Aの『3) マニュアルに従った仕事 (+)』、クラスター 1「…日本では仕事を始める前に仕事のやり

方や安全対策についてビデオを 3時間ほど視聴させるなど、マニュアルを非常に重視している。」

の解釈、来日前後の変化における「韓国でネットやテレビで、日本はマニュアルを厳しく守り…」

の解釈、Cの『3)仕事のマニュアルがある (+)』、クラスター 4「…接客なら接客のマニュアルが、

レジ打ちならレジ打ちのマニュアルが存在する…」の解釈から、日本にマニュアルが存在しそれを

重視すると考えており、ポジティブな評価をしていることがわかる。しかし、安（2015a）の在留

期間の長い韓国人は「日本人はマニュアルにこだわり過ぎて融通が利かない」とマイナス評価をし

ており、評価が分かれている。

(5) 仕事について十分な説明がなされている
　Aのクラスター 1「…日本では仕事を始める前に仕事のやり方や安全対策についてビデオを 3時

間ほど視聴させるなど…」の解釈、Cの『8) きちんと説明書に書いてある (+)』、クラスター 3「…

他の人が同じ仕事をする時に困らないように、十分な説明がなされている。」の解釈から、A、C

は日本では仕事のやり方について十分に説明がなされていると感じているようだ。

(6) 清潔でよく整理されている日本の店
　Aの『4) 清潔感を大事にする (+)』、クラスター 3「…日本人は規則をよく守り、清潔だと思った。

例えば、トイレの掃除を 4時間ごとにやることだ。また、店内の掃除も 1日に 2、3回はやるし、

後片付けや手洗いの後、FF商品（弁当、サンドイッチ、調理パンなど）を扱う時は必ず手をアル

コール消毒する。」の解釈、Cのクラスター 4「…日本の店はよく整理整頓できていて…」の解釈

から、日本の店は清潔でよく整理されていると感じているようだ。

(6) 韓国よりルールが守られている社会
　Aの『8) 法律をよく守る (+)』、クラスター 4「…アルバイト先でのことだが、高校生は 10時以

降の労働が禁止されていて、それをきちんと守っているからそう思った。また、留学生の資格外
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活動もきちんと守る…日本人は私から見れば守らなくてもいいようなルールまできちんと守って

いたから驚いた」の解釈、全体の解釈「日本人は誠実で規則を守って仕事をする…」の解釈、B

のクラスター 3「…韓国は最低賃金以下の給料が支払われることもあるが、円高で韓国より時給

で 1000ウォン～ 2000ウォンくらい高かった。」の解釈から、日本は韓国に比べて法律、ルール

が守られている社会であると感じているようだ。ルール・規則を守り規範意識の高い日本人（安

2020, 2019, 2015, 2013b, 2010a, 2010b, 2009, 2008）の結果と一致する。Aの「交代する人のために

時間に遅れないように心掛けている」のように時間を守る日本人については、韓国人（安 2015a, 

2010a,安 2009）、ベトナム人（安 2011）、中国少数民族（安 2012）、中国人（安 2010b）、台湾人（藤

原 2009）にも同様の結果が得られている。特に、Aと Bは、韓国人は守らないような法律や規則

も日本人はきちんと守っていることに強い印象を受けたようである。

5. おわりに
　以上、本稿では日本でアルバイト経験を持つ韓国人を対象に、日本社会をどのように理解してい

るのかについて検討した。その結果、日本人が仕事に厳しいこと、客に対するサービスがいいこと、

他人のプライベートなことには関わらない日本人、ルールが守られている社会、などは先行研究と

同様の結果が得られた。マニュアルの存在に対しては好印象を持っているものの、日本人は仕事が

遅く効率性が悪いと考えていることがわかった。また、ユニフォーム、アルバイトがハードである

こと、シフト制の良さなどは来日後に新しく生まれたイメージであることがわかった。さらに、仕

事について十分な説明がなされていることやアルバイトはハードな仕事であることは本研究によっ

て示された外国人の異文化観であることがわかった。特に、Bは韓国と日本の仕事に対する考え方

の違いにかなり違和感を覚え、ネガティブな評価をしながらも、時間を守る日本人、法律を守る日

本人、アルバイトのシフト制などにおいては、韓国（人）と違った日本（人）の良さであると肯定

的に評価しており、両国の違いを自分なりに客観的に捉えようとしている。これは、異文化に葛藤

しながらもそれを受け入れ、客観的に理解しようとする異文化受容の一側面を示すものであると考

える。今後、外国人の対人トラブルや異文化不適応などに焦点を当てて、幅広い観点から異文化理

解について検討していきたいと考える。

付記
　本研究は日本学術振興会学術研究助成基金助成金基盤研究（C）（課題番号 17K02838）の助成を受けて行われた。

注
　
（1） 本研究における「変化」とは、ある対象に対する被調査者自身によるイメージや態度について振り返り、それ

を評価したものを指す。
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Abstract

　　On the basis of interviews with three students who did not enjoy reading, this paper examines the 

students’ reading behavior and interest in reading along with changes in their interest after extensive 

reading. When asked why they do not read books, they answered that movies and videos are easier to 

understand. As for the cause of difficulty in understanding, they identified the complicated character 

system in Japanese writing comprising hiragana, katakana, and kanji, which can be difficult to 

comprehend. However, as the students became accustomed to reading through extensive reading, they 

came to feel that their ability to recognize characters and words improved, which helped them to read 

faster. Additionally, the students’ interest in reading gradually changed as they accumulated reading 

experience from not liking it at all to wanting to read some materials, depending on the theme.

【キーワード】多読、読書習慣、質的調査、日本語読解、インタビュー

1. はじめに
　近年、日本語教育において多読教育が広く実践されるようになり、多読による語彙力や読む速度

の向上といった読解力の向上だけでなく、読書に対する意識の変化など情意面や動機付けにおいて

効果が見られたとの報告がされている（二宮・川上 2012、二宮 2013、佐々木 2017）。多読は学習

者が自ら本を選んで読むことで初めて成り立つアプローチであるため、学習者の読書への意欲が大

きな役割を果たす。しかし、必ずしも学習者全員が読書に対する意欲があるわけではない。池田

（2020）は多読授業の学生を対象とした読書習慣に関するアンケート調査で、日本語だけでなく母
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語でも全く読まない学生が少なからずいることを指摘した。本稿ではアンケート調査だけでは明ら

かにできなかった、学習者の読書歴や読書観、多読授業による変化について、インタビューを行い、

学習者の語りをもとに考察した。対象としたのは「多読で学ぶ日本語」という多読授業を 2学期

間履修した学習者で、その中でも特に、「読書が好きでない」と述べた学習者 3名（インドネシア

1名、マレーシア 1名、タイ 1名）の語りに着目し、学習者が今まで母語や日本語でどのように本

を読んできたか、あるいは読んでこなかったか、その背景を探り、多読授業を通して読解力や読書

に対する意識にどのような変化を感じているか検証した。

2. 多読授業の概要
　「多読で学ぶ日本語」は日本語初級後半から中級者用の授業で、授業題目からも明らかなように、

授業の主たる活動が多読である。授業は 1回 90分の授業が計 15回行われた。初回の授業では多

読に関するオリエンテーションを行い、研究から明らかになっている多読の効果、多読のルール 1）

に関して説明を行った。1学期を通して、2回のブックレポート、多読本の制作を行ったが、通常

の授業では、授業内で 60分程度の多読を行った。教材として、NPO多言語多読（旧日本語多読研

究会）監修の『レベル別日本語多読ライブラリー　にほんごよむよむ文庫』（レベル 0～ 4）、NPO

多言語多読『にほんご多読ブックス』（レベル 0～ 5）を中心に、自主製作した初級用多読教材、

絵本、児童向け文庫などを教室に準備し、学習者は授業中、及び授業外でも宿題として自由に本を

選べるようにした。

　この授業は茨城大学が実施している「日本語研修コース」の選択科目という位置づけではある

が、コースの開講科目数が限られているため、実際は対象レベルの学習者は全員この授業を履修し

ている。高橋（2016）は学習者の自律性の観点から多読授業を分類しているが、本授業は「授業

内多読活動」であり、さらに学習者の授業履修・参加決定において選択の余地がないという点が特

徴となっている。読書好きな学習者もそうでない学習者も一律に本を読むことを課している授業で

ある。

3. インタビュー調査
　2019年 2月に「多読で学ぶ日本語」を 2学期間履修した交換留学生に対し、30～ 60分の個別イ

ンタビューを実施した。インタビュー協力者の了解を得て、ICレコーダーにインタビュー内容を録

音し、それを文字化した。インタビューでは、日本語学習歴、子供の時の読書体験、中学・高校で

の読書習慣、読書を好きな（嫌いな）理由、読書に関する意識の変化など、自由に語ってもらった。

インタビューは全て日本語で行われた。インタビューを行った学習者の内、本を読むことが好きで

ないと述べた学習者 3名（インドネシア 1名、マレーシア 1名、タイ 1名）の語りについて考察す

る。学習者の言葉を極力そのまま伝えるため、会話形式と引用を交えた要約の形式とを併用し、読

みやすくするために、助詞等の明らかな間違いは一部修正を加えた。＊は筆者の質問を示す。

3.1. 学習者 A
　マレーシアの大学に入学後、2年生の時に日本語を学び始める。それ以前の日本語学習歴はな

い。学習の動機は将来日本で働きたいと思い、そのために日本語を勉強しておいたほうがいいと考

えた。また、マレーシアで多くの日本企業が人材を募集しているため、日本語ができれば応募しや

すいと考えた。
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＊：子どもの時、本を読むのは好きでしたか。

Ａ： 中学校の時たぶん小説を読んだことがありますけど（中学校では 1，2冊読んだことがあ

る）、子供の時は全然。

＊：高校は？ 

Ａ：全然。大学は、自分の専門と関係がある本だけで、それ以外は全然。

＊：どうしてですか。

Ａ： 本より興味持っているのはビデオみたいなもの。例えば本の 1巻を読んだ後、本の 2巻

を読む、そうすると本の 1巻の内容は全然忘れる。勉強の仕方は映画アニメーションみた

いなものと声や色がもっと覚えやすい。

　学習者 Aは読んで覚えたり勉強したりすることが苦手で、それは日本語に限らず、他の教科で

もそうであった。また、マレー語や英語でも同様の理由で本は読まないという。実際に多読授業を

履修した最初の学期では、授業中でもスマホを見たり、寝てしまったりと集中できていないときも

あった。そのことを聞いた。

＊： 最初の学期はあまり読んでいなかったですね。

Ａ： 私 patienceがない。例えば、その時は日本語を勉強したばかりだから、あまり長い文章が

わかりにくいから、もし読んだら 1ページ 2，3回読まなければならなかった。ちょっと

難しいと思う。　

＊： それはやさしい日本語の本でもそうですか。

Ａ： 日本語とひらがなとカタカナと漢字三つの文字が一緒に混ざったら、読む時は区別しにく

い。漢字は読めないけど意味は分かる。今は漢字の授業いっぱい取ったからいろんな漢字

を勉強した。

＊： 今学期（2学期目）はどうでしたか。

Ａ： 今学期はちょっと変わります。今学期は読むときはいちいち文字を読まなくてもいい。な

んかすぐ一行見たら、だいたいの意味が分かる、そういう感じ。興味持っている本は多く

なる。

＊： どうしてですか。

Ａ： 多分面白い本が見つかったから。私が（面白いと）思っている本はもっとレベル高い。例

えばレベル 4レベル 5、でも先学期はレベル 4の本はたぶん 1時間ぐらいかかった。でも

今学期は 30分ぐらい（で読める）。

　また、1学期目と 2学期目との違いとして、2学期目には読めるようになったと感じている。習っ

た文法がやさしい日本語で使われているのを読んで、頭で覚えられる感じがするという。読む速さ

が速くなったとも述べている。

＊：多読の授業で自分のペースで読むのは大変でしたか。　

Ａ： あまり大変じゃない。私はトピックに興味を持っているものは読む。例えば、広島の原爆

の本 2）、原爆についての本があります。そういう感じの事件は興味を持っていますから。

（中略）タイトルによってつまらないトピックは読まない。

＊：多読の授業を 1年間とって、興味がある本は変わりましたか。

Ａ： ちょっと変わりました。前は日本の昔話はあまり興味持っていない。でも「かぐや姫 3）」

の話を読んだ後、どんどん興味を持った。日本の昔話に興味を持っている。もし昔話の本

なら、他の昔話の本が読みたい。
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　読むこと自体に関する意識の変化としては、多読により日本に関する内容を日本語で読むことに

よって、「日本人にとっての日本の文化が見える」と感じるようになったという。今までは「いつ

も外国の情報で日本の文化を見る」ことしかできなかったが、「日本の文化がもっとわかる」と述

べ、具体的な例として、原爆の話を挙げ、今まで読んできた原爆の話は、「その時は他の人のため

に広島で原爆した。でも日本人にとっては原爆したことがフォーカスポイント、視点が違う」と感

じている。日本人が書いた内容を他の言語を介さずに直接日本語で読むことに意義を見出してお

り、今後読みたいものとして、日本の新聞と答えた。その理由として「外国の視点と日本の視点が

違いますから。もし外国の視点を見るだけなら、事実がわかりにくいかな。両方の視点を見たら、

こういう考えもあるし、こういう考えもある（ことがわかる）」と日本語で読むことに対し前向き

な回答をしている。

3.2. 学習者 B
　学習者 Bはインドネシアからの交換留学生でインドネシアの大学で日本語を専攻している。日

本語の勉強を始めたのは大学に入ってからである。

＊：子供の時、本を読みましたか。

Ｂ： 子供の時はあまり本を読まない。映画のほうが分かりやすい。中学、高校の時は小説ロマ

ンスが好きだった。

＊：大学に入って日本語を勉強して、教科書以外で日本語を読みましたか。

Ｂ： 日本語では読まない。全然。漢字がめんどくさいから読まない。やったことがあるけど、

最初だけ。読まない。

＊：多読の授業を始めたときはどうでしたか。先学期と今学期は違いましたか。

Ｂ： 難しい。最初の学期は大変でした。みんな読むときは早い、だから、私まだ終わっていな

い。でも次の学期はもう大丈夫。今学期はもっとレベルの高い本が読めました。早く読め

るようになった。

＊：どんな作品が面白いと思いましたか。

Ｂ： 情報をもらったから。お札の話 4）と、相撲の本 5）、この本は日本の文化、日本っぽい本だ

から、たくさん情報をもらいました。

＊：たくさんの本の中からどうして本を選びますか。

Ｂ： 絵。もしたくさん絵があるなら、面白いと思います。もしその本がたくさん字があった

ら、めんどくさくて、つまらないと思います。一番は絵です。二番はやさしい言葉だと思

います。

＊：多読で大変だったことは何ですか。

Ｂ： たくさん字がある。そして漢字が読めない。だからいつも辞書とかを見て、言葉を探す。

それは大変。高いレベルの本を読むときはちょっと。

　他の授業と多読の授業との違いに関しては、自分で読むことが大きな違いだと言い、わからない

ときに先生に聞けることがいいと評価している。また、やさしい本を読むことに関して、たくさん

言葉や漢字の読み方を覚えることができて勉強になったと述べている。

＊： どうすればもっと読むようになると思いますか。

Ｂ： 本の内容。もし面白いなら読みたい感じになります。面白くないなら読まない。グループ

で話すのはいいと思います。選ぶとき面倒くさいから。このグループでみんな教えて、こ
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の本の内容は何ですか。もしこの本が面白そうなら読みたいと思う。

＊：読み方は変わりましたか。

Ｂ： 漢字をたくさん勉強したから、漢字の勉強になった。漢字と文法。「が」とか「は」の使

い方とか。

＊：読むことについての考え方は変わりましたか。

Ｂ： 雑誌が読みたいけど、まだ。日本人のツイッターをよく見ます。普通の本はまだ大変。や

さしい言葉じゃなくて大変です。難しいから時間がかかるなと思います。

3.3. 学習者 C
　学習者 Cは日本語を専攻するタイ出身の交換留学生で、日本語の学習を始めたのは大学 1年生

の時である。

＊：子供の時はよく本を読みましたか。

Ｃ：読みます。タイ語。時々だけです。

＊：本を読むのは好きですか。

Ｃ：読むのはあまり好きじゃないですね。

　それでも中学、高校の時は時々タイ語の小説を読むこともあったという。どんなジャンルが好き

か聞いたところ、「ないかな」という回答だった。大学 1年の時から日本語を勉強し始めたが、教

科書以外で日本語を読むことは全くなかったという。好きなジャンルの本はないと答えていたが、

多読の本でどんな本が好きか質問した。

＊：どういう話が好きですか。

Ｃ： 日本の昔話が好きです。簡単な日本語。もし読めたら内容がわかるから面白いと思います。

漢字が難しかったら、内容は知らないから難しい。あまりわからないからちょっと面白く

ない。お風呂の話 6）も面白いです。

＊：何が面白いですか。

Ｃ： 昔のお風呂とかお寺のお風呂、今とちょっと違うから面白いです。知らないことがわかる

のが面白いです。

＊：どうやって本を選びますか。

Ｃ： 内容を少し見て、この内容面白い。それで読みます。写真とか面白いです。内容とか簡単、

そして、よくわかるとそれを選びます。

＊：よくわかる本が面白いですか。

Ｃ：はい、そうですね。

＊：難しい本は面白くないんですね。

Ｃ： そうですね。漢字がわからないから、この内容はどういう意味かなと。もし読めるならそ

の方がいいと思います。

＊：多読の授業で大変だったことはありますか。

Ｃ： 多分漢字だと思います。難しい漢字もありますから。もし知らないなら、ちょっと変です。

意味はわからないです。

＊：多読の授業を受けて、何か変わったことはありましたか。

Ｃ： タイにいるときは日本語あまり上手じゃなかったですね。いつもタイ語しゃべるから。で

も日本に来た時はタイ語駄目ですね。日本語だけだから。いつも日本語を使うから、日本
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語文法とか言葉とかたくさん覚えました。（多読で一番よかったことは）言葉だと思いま

す。たくさん言葉を覚えました。それから、もしその漢字をよく見たら、それを覚えま

す。読み方がわかります。他のクラスで文法や言葉を覚えて、それを多読の本で見て、覚

えます。

＊：読み方は変わりましたか。

Ｃ： 前は読み方をあまり知らなかったから。でも、日本にいる時は毎週読むから読み方は変わ

りました。前は言葉とかあまり知らなかったから、何回も読んで分かった。それは変わり

ました。

＊：読みたくないときはどうしましたか。

Ｃ： 読みたくないときは、絵を見たら、ちょっとわかります。内容が多かったら読みたくない

から、絵を見ます。

＊：読むのは好きでしたか。

Ｃ：好きじゃないですね。

＊：今はどうですか。

Ｃ：なんか好きです。好きになりました。

＊：どうして好きになりましたか。

Ｃ： 本。日本の本は面白いから、だから何回も読みたいし、言葉とかも知りたいし。だから、

好きになりました。

＊：何が読みたいですか。

Ｃ： 日本の話とか、内容が面白い話とか読みたいです。タイの話も読みたいです。タイの話は

あまり読んでないです。

＊：タイ語でも読みたいと思うようになりましたか。

Ｃ：はい、そうです。

4. 考察
　まず、子供の時から母語でも本を読んでこなかった理由として共通しているのが、ビデオや映

画などの動画の存在である。学習者 Bは「映画のほうが分かりやすい」と述べ、学習者 Cは「本

より興味持っているのはビデオみたいなもの」と述べている。さらに Aはアニメーションや音声、

色など視覚に訴える媒体のほうが学びやすいと自身の学習スタイルとして認識している。以前は教

科書や本を読んで理解することが学びの基礎とも言えたが、近年学ぶスタイルは多様化しており、

本を読まなくてもスライドや動画で学ぶことも可能になっている。今後ますます読むことに慣れて

いない学習者が増えてくることが推察されよう。日本語の指導だけでなく読むこと自体に対するサ

ポートも必要になるだろう。

　日本語で読むことに関しては、文字の認識の難しさに関する言及がみられた。Aは「日本語とひ

らがなとカタカナと漢字三つの文字が一緒に混ざったら、読む時は区別しにくい」と述べ、Bは大

変なこととして、「たくさん字がある」こと、Cも難しい漢字があることだと述べている。多読授

業を履修し始めた初級後半レベルの頃は、日本語の文字を読むことに慣れていないことが難しさの

要因となっていた。しかし多読授業で日常的に本を読むことによって、徐々に変化してきている。

「今学期は読むときはいちいち文字を読まなくてもいい（中略）一行見たら、大体の意味がわかる

（A）」と言うように文字を認識する能力が高まったと感じている。
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　日本語能力の向上に関する言及としては、「早く読めるようになった（A）（B）」「言葉や漢字の

勉強になった（B）（C）」など、読むスピードと語彙力の向上を多読の効果として挙げている。さ

らに文法に関して、Aは習った文法を再度やさしい文の中で使うのでわかりやすいことも指摘して

いる、Bも同様に文法が身に着いたと述べており、「が」と「は」の使い方など勉強になったこと

を例に挙げている。

　また、挿絵が重要な役割を果たしていることも伺えた。Bは本に対する印象として「一番は絵

だ」と述べ、Cも絵を見ることが理解の助けになっていると述べている。渡邉（2016）は絵があ

ることで不安の少ない状態で自信を持って多読の活動に参加できる土台なっていることを指摘して

いるが、字がたくさんあることに抵抗感のある学習者にとっては、挿絵やイラストが次の本を手に

取るための動機付けの一つの要因となっていることが推察される。

　読むこと自体への動機付けとなるのは内容の面白さであろう。あまり本を読んでこなかったと言

う Aは「トピックに興味を持っているものは読む。例えば広島原爆の本」「前は日本の昔話はあま

り興味持ってない。でも『かぐや姫』の話を読んだ後、どんどん興味を持った。もし昔話の本な

ら、他の昔話の本が読みたい」と述べている。一冊の本に出会うことにより、興味を持つことがで

き、興味を持つことが次の本を読みたいと思うことに繋がっている。Cも、中学・高校の時に好き

だったジャンルを聞いた際は「ないかな」と回答していたが、多読授業で読んだ本に関してどんな

本が好きか聞いたところ、「日本の昔話が好きです」と答えている。知らないことや経験していな

いことに関心を持てないのは当然であろう。換言すれば、読む経験を通してしか読むことが好きに

なることはないと言えよう。

5. まとめと今後の課題
　以上、読むことが好きでないと言う学生 3名のインタビューをもとに、彼らの読書習慣や読むこ

とへの意識、多読による意識の変化に関して考察した。読まない理由としては、読むことよりも映

画やビデオなどの動画のほうが分かりやすいからと考えていることがわかった。分かりにくさの原

因にはひらがな・カタカナ・漢字など文字の種類も多く、文字認識の難しさが挙げられていた。し

かしながら、多読を通して読むことに慣れるにつれて、文字や言葉の認識能力が向上し、早く読め

るようになったと感じていた。また読書が好きでないと言っていた学習者でも、読む経験を積むこ

とで、この分野なら読みたいというように少しずつ本を読みたいという意識に変化していることが

明らかになった。

　生まれたときからいつでも動画が見られる環境で育ち、母語での読書習慣がない学習者は今後ま

すます増えてくるであろう。多読においては学習者の自律性が重要であることを認識しつつ、読書

に慣れていない学習者を支援するためにはどのような教材や教育方法が有効であるか具体的な指導

方法に関して実践と研究を進めていきたい。
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注
1） NPO法人日本語多読研究会（現NPO多言語多読）では、日本語多読のやり方として、①やさしいレベルから読む、
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②辞書を引かないで読む、③わからないところは飛ばして読む、④進まなくなったら、他の本を読む、以上の
4つのルールを提案している。

2） Aは広島の話と言っているが、長崎で被爆した医師の話である。「永井隆―原爆の地長崎に生きて―」『日本語
多読ライブラリーよむよむ文庫』レベル 4

3） 「かぐや姫」『日本語多読ライブラリーよむよむ文庫』レベル 3
4） 「この人だあれ？お札の話」『日本語多読ライブラリーよむよむ文庫』レベル 3
5） 「相撲」『日本語多読ライブラリーよむよむ文庫』レベル 4
6） 「日本のお風呂」『日本語多読ライブラリーよむよむ文庫』レベル 2
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要旨
　文化背景の異なる土地で学ぶ留学生が円滑に異文化適応できるかどうかは、彼らの留学生活の成

否に直結する。異文化適応の影響要因はこれまで定量的な調査を中心に行われてきているが、その

ために留学生が個別に抱える問題が見えにくくなっている可能性もある。本研究では、留学生が生

活面や人間関係面などにおいて抱える困難点にどのような構造が認められるか PAC分析を用いて

質的に検討した。結果、先行研究の異文化適応の影響要因を示唆するクラスターの形成が確認され

た。その一方、個々の留学生が抱える異文化適応に関する問題に対し、先行研究の枠組みではカ

バーしきれない個別の問題を可視化できることが示された。個別の事例から、より細かいケアの必

要性が示唆された。今後、多様化することが予想される留学生を支援していくための資料となりう

ると考えられる。

【キーワード】留学生、異文化適応、PAC分析

1. 背景と目的
　在日留学生の異文化適応研究は多岐に渡り、様々な尺度が開発され異文化適応に影響を与える要

因の検討が行われている （田中 1992、江村 1993、田中 1998、田中 2010、宮城 2011、譚ら 2011、

平田 2014）。異文化適応の影響要因を検討した研究についてのレビュー論文において、心身の健

康などの心理的側面、学習・研究、日本文化など社会文化的側面、対人関係領域、居住・経済領
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域などの適応指標が用いられていることが示されている（宮城 2011、譚ら 2011）。在日留学生が

抱える、日本人との対人行動上の困難点として、(1) 間接性 : はっきり断らない、遠慮の意図がつ

かみにくい、(2) 集団行動 : 要領がつかめず必然性がわからない、(3) 社会通念 : 社交辞令を誤解し

ていた、(4) 感情表現 : 開放的な表現を好む文化圏の留学生にとって感情表現の抑制は窮屈に感じ

る、(5) 異性・同性との対応 : 性規範が異なる文化圏からの留学生を困惑させる、(6) 外国人扱い : 

英語ばかりで話しかけられたり、定番の質問を繰り返されたりする、の 6つが示されている（田中

2010）。これまでの異文化適応に関する検討は定量的なものが中心（田中 1992、江村 1993、田中

1998、田中 2010、宮城 2011、譚ら 2011、平田 2014） であったが、留学生が日本という異文化に

適応し所期の目的を達成するため質的な検討も行っていく必要がある。

　文化背景の異なる土地で学ぶ留学生の異文化適応過程には対人葛藤も伴うと考えられる。対人葛

藤は、相手が自分と両立できない目標・価値観・目的などをもっていることを問題として認知し否

定的な感情反応を経験するなか、その問題を解決するための行動プロセスである（兪 2016）。対人

葛藤は多様な面に注目する必要があるが、認知的側面が対人葛藤プロセスに影響を与えることが

指摘されている（兪 2016）。葛藤エピソードは、Aftermath of Preceding Conflict Episode（先行葛

藤エピソードの余波）、Latent Conflict（潜在的葛藤）、Felt Conflict（知覚された葛藤）、Perceived 

Conflict（感じられた葛藤）、Manifest Conflict（明確化された葛藤）、Conflict Aftermath（葛藤の余

波） などが示され構造化されており（Pondy 1967、兪 2016）、留学生の異文化適応を検討する際の

新たな視点を与えるアプローチであると考えられる。

　外国人の対日観についての質的な研究においては、出身地により異なる対日観と共通する対日観

があることや、滞在歴が長い外国人は肯定的な対日観を有しているのに対し、滞在歴が短い外国人

は肯定イメージと否定イメージが複雑に絡んでいることなどが示されている（安 2009、安 2010a、

安 2010b、安 2011、安・池田 2012、安 2012） が、異文化適応に伴う、留学生が抱える問題点につ

いて質的に検討した事例は少ない。今後は、在日留学生などが日本においてどのような対人葛藤を

抱いているか質的に検討していく必要がある。特に、心身の健康、学習・研究面、対人関係につい

て個々がどのような問題を抱えているかを知ることは、外国人の日本留学を成功に導くための重要

な手掛かりの一つとなりうると考えられる。しかし、先行研究に見られるように、これまでは定量

的研究が中心であったため、留学生が個別に抱える異文化適応に与える影響要因が見えにくくなっ

ている可能性もある。そこで本研究では、留学生を対象に、彼らが日本において生活面や人間関係

面などにおいてどのような困難を抱えているか、またその困難点にはどのような構造が認められる

か PAC分析を用いて質的に検討することを研究の目的とした。

2. 方法
　日本の大学、大学院で学習・研究する留学生 5名を対象（対象 Aから対象 E） に、PAC分析を

実施した（実施時期 : 2020年 2月、 対象の日本滞在歴は 2年から 3年）。PAC分析は多変量解析を

取り入れ、少数事例に関する詳細で客観的な分析が可能である（内藤 1997）。連想刺激の操作的手

続きにより、対象の内面へのアプローチや、対象自身の問題について気づきをもたらすことなども

可能であることが示されている（内藤 1997）。

　本研究への協力に当たり、研究の目的、研究協力の任意性、匿名化によるプライバシーの保護、

協力同意撤回の自由について文書および口頭で説明し同意を得た。対象が特定されることを回避す

るため、出身地域、性別、年齢等が推測されうる箇所は削除、あるいは記号とした。
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　研究は第 1部の質問紙調査と第 2部の口頭調査から構成した。第 1部の質問紙調査では、以下

の刺激を与え、イメージ項目を質問紙に記入するよう教示した。イメージ項目記入は 10個以上に

なるよう教示した。

　　 【刺激文】あなたが日本で生活するうえで困った（困っている） ことや人間関係で悩んだ（悩

んでいる） ことがありましたら、思いつくままに書いてください。

　対象が記入した連想イメージを重要と思われる順序に並べるよう教示した。次に、各順位のイ

メージ項目の組み合わせが、直感的イメージでその意味内容においてどの程度近いか 7段階尺度で

評定するよう教示した。評定結果に対し対象ごと個別にクラスター分析（Ward法 ; HALBAU for 

Windows Ver. 6.24使用）を実施した。その後、クラスター分析の結果に対する対象自身の解釈を

求めた｡ 最後に連想項目のイメージについて、プラスイメージの場合は (+)、マイナスイメージの

場合は (-)、どちらともいえない場合は (0) を記入するよう教示した。

　第 2部の口頭調査において、(1) 各クラスター及びクラスター全体の解釈、(2) 各イメージ項目に

対してそのイメージを抱くようになったきっかけについて尋ねた。

　第 1部の調査と第 2部の調査で得られた結果に対し、留学生が日本での生活面や人間関係面な

どにおいてどのような困難を抱えているか、またその困難点にはどのような構造が認められるかを

検討した。結果の検討は、宮城（2011）、譚ら（2011） で示されている、(1) 心身の健康などの心理

的側面、(2) 学習・研究、(3) 日本文化など社会文化的側面、(4) 対人関係領域、(5) 居住・経済領域

を影響要因として採用した。加えて、(1) から (5) で説明できない要因は (6) その他、とした。PAC

分析の結果得られた各対象のクラスターがそれぞれ (1) から (6) のいずれの影響要因に当てはまる

か検討した。異文化適応の影響要因の判定は、著者である石鍋と安が協議して行った。

3. 結果
　クラスター分析の結果、各対象からデンドログラムが得られた。以下、対象 Aから対象 Eのデ

ンドログラムを示す（図 1から図 5）。図 1から図 5のデンドログラムの縦軸は連想項目順位、横

軸は連想項目間の距離を示している。各連想項目の内容、連想項目イメージ (+) (-) (0)、各クラス

ターの解釈がデンドログラム内に示されている。

　デンドログラムの提示に続き、各クラスターについてインタビューを行った際の発話スクリプト

を斜体字で示す。発話スクリプト内では、対象が特定されうる固有名詞などは削除した。なお、連

想イメージおよびスクリプトの一部に文法的誤用が含まれるが、文意を損なわない限りそのまま記

載した（以下同様）。

3.1. 対象 A の結果
　図 1は、対象 Aのクラスター分析から得られたデンドログラムである。対象 Aは 10個の連想

イメージを 3つのクラスターに分類した。クラスター 1は連想項目順位 1、2、3の 3項目であった。

クラスター 2は、4、5、6の 4項目であった。クラスター 3は 8、9、10の 3項目であった。

　以下の斜体で示した箇所は、図 1を対象 Aに提示しながらクラスター 1についてインタビュー

を行った際の発話スクリプトである。クラスター 1 は、1. 人と人の距離が遠くように感じる (-)、2. 

外国人を外国人としてみることが多い (0)、3. 時間にこだわり過ぎ (0)、の 3項目であった。イン
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タビュー結果から、クラスター名を「意識のギャップ」とした。異文化適応影響要因は、(4) 対人

関係領域と判定した。

　　 　そうですね。結構、違うところが多いのかなって思うし。特に 2番の外国人を外国人として
見ることが多いのは、特に私たち留学生から見ると、やっぱり日本のことをもっと知りたいっ
ていう気持ちが多いので、別に外国人ではなくて、普通に日本が好きで日本に来ている人た
ちって、もっとポジティブに考えてくれたらいいのかな。

　クラスター 2 は、4. 遠慮することが多い (-)、5. 他人の立場からものを考える (+)、6. 助け合う

気持ちがすごい (+) の 3項目であった。インタビュー結果から、クラスター名を「譲り合い」とし

た。異文化適応影響要因は、(3) 日本文化など社会文化的側面と判定した。

　　 　あまりその災害に遭っていない人が、結構、自分でボランティアに行ったり、それを呼び掛
けたりするのが、すごく印象的で。・・・何ていうかな。普段の友達の間では、多分、距離を
置いたりしてるけど、全然知らないとか、なんかマイナスな、結構、強いマイナスなときには
助け合うっていう気持ちがあるの・・・。

　クラスター 3 は、8. 印鑑の文化 (-)、9. FAXも未だに (0)、10. 花火大会 (0)、7. サラダはキャベ

ツ・レタス (-) の 4項目であった。インタビュー結果から、クラスター名を「習慣の保守性」とした。

異文化適応影響要因は、(6) その他と判定した。

　　 　全体のイメージだと、なんか普段から使っているときとか見ているときとか場面が多いけど、
特に、えーっと、8番。印鑑の文化だと、●●とか●●だと、そういうこと、こういうことは、
今はほとんどない。・・・全体的に日本はなんか、店も 100年続いている店とか、そういうの
が結構、多いイメージがしていて。でも●●ではそんなに長い年で営業とかしている店のイメー
ジが、みんなないです。

3.2. 対象 B の結果
　図 2 は、対象 Bのクラスター分析から得られたデンドログラムである。対象 Bは 10個の連想イ
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 以下の斜体で示した箇所は、図 1 を対象 A に提示しながらクラスター1 についてインタビューを

行った際の発話スクリプトである。クラスター 1 は、1. 人と人の距離が遠くように感じる (-)、2. 外

国人を外国人としてみることが多い (0)、3. 時間にこだわり過ぎ (0)、の 3 項目であった。インタ

ビュー結果から、クラスター名を「意識のギャップ」とした。異文化適応影響要因は、(4) 対人関

係領域と判定した。 

 

 
そうですね。結構、違うところが多いのかなって思うし。特に 2 番の外国人を外国人とし

て見ることが多いのは、特に私たち留学生から見ると、やっぱり日本のことをもっと知りた

いっていう気持ちが多いので、別に外国人ではなくて、普通に日本が好きで日本に来ている

人たちって、もっとポジティブに考えてくれたらいいのかな。 

 

 クラスター 2 は、4. 遠慮することが多い (-)、5. 他人の立場からものを考える (+)、6. 助け合う

気持ちがすごい (+) の 3 項目であった。インタビュー結果から、クラスター名を「譲り合い」とし

た。異文化適応影響要因は、(3) 日本文化など社会文化的側面と判定した。 
 

あまりその災害に遭っていない人が、結構、自分でボランティアに行ったり、それを呼び

掛けたりするのが、すごく印象的で。・・・何ていうかな。普段の友達の間では、多分、距離

を置いたりしてるけど、全然知らないとか、なんかマイナスな、結構、強いマイナスなとき

には助け合うっていう気持ちがあるの・・・。 

 

 クラスター 3 は、8. 印鑑の文化 (-)、9. FAX も未だに (0)、10. 花火大会 (0)、7. サラダはキャ

ベツ・レタス (-) の 4 項目であった。インタビュー結果から、クラスター名を「習慣の保守性」と

した。異文化適応影響要因は、(6) その他と判定した。 
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メージを 3つのクラスターに分類した。クラスター 1は連想項目順位 1、4、10の 3項目であった。

クラスター 2は連想項目順位 2、3、9の 3項目であった。クラスター 3連想項目順位は 7、8、6、

5の 4項目であった。

　以下の斜体で示した箇所は、図 2を対象 B に提示しながらクラスター 1についてインタビュー

を行った際の発話スクリプトである。クラスター 1は、1. 日本語で交流することが難しい (-)、4. 

メールや手紙の書き方がわからない (-)、10. 日本人学生と話す機会が少ない (-) の 3項目であった。

インタビュー結果から、クラスター名を「適応の難しさ」とした。異文化適応影響要因は、(6) そ

の他と判定した。

　　 　えっと、えっと、これは、まあ、うん、えー、文化の差異と思います。まず、言語も異なっ
て、そして日本に来て、あの、日本人と話すことも少ないし、日本語もあんまりできない。上
手にならないという感じ。日本語は漢字も使っているから、日本に来る前に、ああ、日本語あ
まり難しいではないと思いますけど、でも実際に来て、ああ、やはり難しい。そして、日本に
来てから周りの人も日本人だから、その、こういう、あの、状況で自分の日本語も上手になる
はずだけど、でも、やはり周りの日本人の友達が少ないという。

　クラスター 2は、2. 各場所のルールやマナーがわからない (-)、3. ゴミを捨てる規制が面倒 (-)、

9. 家に届くリーフレットが多過ぎる (-) の 3項目であった。インタビュー結果から、クラスター名

を「社会習慣の違いへの戸惑い」とした。異文化適応影響要因は、(3) 日本文化など社会文化的側

面と判定した。

　　 　うん、まず、3番と 9番は自分でアパートを借りて、自分で 1人暮らし。そして、ごみの分
類がちょっとめんどくさいという感じで。そして、家に届く、その、リーフレットが毎日、も
う結構、来ているのがして、ちょっと嫌な感じする。2番は、知らない所に行くときは、ちょっ
と怖いですね、イメージ。（例えば、どんな所ですか。） 例えば、初めて日本に来てラーメン
を・・・。・・・食べに行く。そうですね。まず、その店員さんは、麺はどのようにするか、
そういう。・・・今でも、行ったことがない店も、あまり行かないです。・・・2番は全然、思
わなかった。

　クラスター 3は、7. 消費水準が高い (-)、8. アパートの防音がやばい (-)、6. 食べ物の味に慣れな
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い (-)、5. 花粉症がひどい (-) の 4項目であった。インタビュー結果から、クラスター名を「日々の

戸惑い」とした。異文化適応影響要因は、(5) 居住・経済領域と判定した。

　　 　地理的、社会的差異と思います。えっとー、まあ、消費水準は結構、●●の差がある。初め
て日本に来たとき、あのー、飲み物は 1本 100円くらいは、●●と比べてちょっとびっくり
しました。

3.3. 対象 C の結果
　図 3は、対象 Cのクラスター分析から得られたデンドログラムである。対象 Cは 11個の連想イ

メージを 3つのクラスターに分類した。クラスター 1は連想項目順位 1、3、4の 3項目であった。

クラスター 2は連想項目順位 9、2、6、10、11の 5項目であった。クラスター 3は 5、8、7の 3 

項目であった。

　以下の斜体で示した箇所は図 3を対象 Cに提示しながらクラスター 1についてインタビューを

行った際の発話スクリプトである。クラスター 1は、1. 将来の不確実性 (+)、3. 不健康なライフス

タイル (-)、4. 親の老後生活 (+) の 3項目であった。インタビュー結果から、クラスター名を「将

来への不安」とした。異文化適応影響要因は、(6) その他と判定した。

　　 　えーっと、1番を考えたきっかけは、まあ、卒業は延期するんですけど、でも結局 4月の頃
は ITの会社に入ると、まあ、アルバイトとして実務経験を積むつもりだから、こういう人生
で新しい段階で、こういう将来の不確実性についてちょっと心配します。3番では、ちょっと
最近、最近ではない。なんかずっとこういう、まあ、夜は遅い時間までも寝てないし、朝は起
きるのはちょっと、うーん、難しいの感じだから、自分の生活は不健康的。あと、まあ、やは
り寮生のほうは今、えー、毎日ジムに通ったりとか、という・・・。えーっと、まあ、こうい
う考えはあると思います。特に 4番のほう、まあ、親の老後の生活は、まあ、日本に・・・。

　クラスター 2は、9. 花粉症になった (-)、2. 人との距離感 (-)、6. 友達との別れ (-)、10. 他人の目

線が気になる (+)、11. 心配性である (-) の 5項目であった。インタビュー結果から、クラスター名

を「適応の難しさ」とした。異文化適応影響要因は、(4) 対人関係領域と判定した。
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名を「適応の難しさ」とした。異文化適応影響要因は、(4) 対人関係領域と判定した。 
 

あと、人との距離感で、まあ、こういう人で、まあ、普通の日本人の学生でも、先生ともこ

ういう、まあ、●●人と同じように親しくなれないの感じ。だから私のせいもいるし、向こう

の、まあ、日本人はあまり人と付き合いのことは苦手なこともあると思うんですけど。こうい

うことは、まあ、解決できないと思いました。・・・と、付き合いとかちょっと分からないんで

す。はい。あと 6 番は、友達との別れは主に今は大学院生の友達なので、結構、まあ、日本に

来た最初の日から知っている人も帰るので、やはり卒業、こういう時点で別れが多いなと思い

ました。あと 10 番で、まあ、他人の目線が気になるのは、まあ、やはり今の時期ってなんか

特に、まあ、男性は女性に対する、こういうイメージを持ってる。私たまには人、言われる。

全然、女らしくないとか。こういう感じがあるので、うーん、やはり人の目線は気にしないと、

ますます自分らしくになるけど、でも今ちょっと人の目線、うーん、のほう、ちょっと、ちょ

っと気になりました。もし本当に私はこうすればいいから、もうちょっと変わろうと思ってい

ます。 

 

 クラスター3 は、5. 集中力が足りない (-)、8. 文法が下手 (-)、7. ロジックな考えができない (-)

の 3 項目であった。クラスター名を「研究の不安」とした。異文化適応影響要因は、(2) 学習・研

究と判定した。 
 

修士論文で完成できなかったということは、私、自分のせいなので。もし集中力があれば

もっと、まあ、6 月以後はもっと力がいれば卒業できるかもしれません。とか、こういう、

まあ、考えがあるので。あと、文法はやはり下手。なんか最近は本当に一番、一番、基礎く

な (筆者注：表記ママ。「規則な」か。) 知識から勉強を始めました。あとは・・・。うーん、

もう、例えば、まあ、最初の部分はアンケート調査とインタビュー調査、二つをやったので
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　　 　あと、人との距離感で、まあ、こういう人で、まあ、普通の日本人の学生でも、先生ともこ
ういう、まあ、●●人と同じように親しくなれないの感じ。だから私のせいもいるし、向こう
の、まあ、日本人はあまり人と付き合いのことは苦手なこともあると思うんですけど。こうい
うことは、まあ、解決できないと思いました。・・・と、付き合いとかちょっと分からないんです。
はい。あと 6番は、友達との別れは主に今は大学院生の友達なので、結構、まあ、日本に来た
最初の日から知っている人も帰るので、やはり卒業、こういう時点で別れが多いなと思いました。
あと 10番で、まあ、他人の目線が気になるのは、まあ、やはり今の時期ってなんか特に、まあ、
男性は女性に対する、こういうイメージを持ってる。私たまには人、言われる。全然、女らし
くないとか。こういう感じがあるので、うーん、やはり人の目線は気にしないと、ますます自
分らしくになるけど、でも今ちょっと人の目線、うーん、のほう、ちょっと、ちょっと気にな
りました。もし本当に私はこうすればいいから、もうちょっと変わろうと思っています。

　クラスター 3は、5. 集中力が足りない (-)、8. 文法が下手 (-)、7. ロジックな考えができない (-)

の 3項目であった。クラスター名を「研究の不安」とした。異文化適応影響要因は、(2) 学習・研

究と判定した。

　　 　修士論文で完成できなかったということは、私、自分のせいなので。もし集中力があれば
もっと、まあ、6月以後はもっと力がいれば卒業できるかもしれません。とか、こういう、ま
あ、考えがあるので。あと、文法はやはり下手。なんか最近は本当に一番、一番、基礎くな
（筆者注：表記ママ。「規則な」か。） 知識から勉強を始めました。あとは・・・。うーん、も
う、例えば、まあ、最初の部分はアンケート調査とインタビュー調査、二つをやったので二つ
の部分を書くんですけど。やはり、まあ、一番重要なポイントは出していない。なんかインタ
ビュー調査で、まあ、5人、五つのケーススタディーの中で一番重要なポイントを出した後、
あと個人との、まあ、経歴とか書かないほうがいいと思いますけど。でも、まあ、12月の時
点は、いっぱい書いたんです。やはり読む人の気持ちは考えてないので、先生・・・。

3.4. 対象 D の結果
　図 4は、対象 Dのクラスター分析から得られたデンドログラムである。対象 Dは 15個の連想

イメージを 3つのクラスターに分類した。クラスター 1は連想項目順位 1、4、9の 3項目であった。

クラスター 2は連想項目順位 5、15、10、2、7の 4項目であった。クラスター 3は 8、3、6、12、

14、11、13の 7項目であった。

　以下の斜体で示した箇所は、図 1を対象 Dに提示しながらクラスター 1についてインタビュー

を行った際の発話スクリプトである。クラスター 1は、1.花粉症 (-)、4. 地震が多い (-)、9. よく消

防車・救急車を見て心配する (-) の 3項目であった。インタビュー結果から、クラスター名を「適

応の難しさ」とした。異文化適応影響要因は、(5) 居住・経済領域と判定した。

　　 　うーん、寝ているの、携帯の地震警報を、の、声が大きく、大きくて、ちょっと寝ら。寝ら
れない。9番は、よく寝る前に、あ、夜寝る前に、その声が聞こえ、ここ聞こえます。はい。
自分も、の、1人暮らしで、もし、あの。
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　クラスター 2は、5. ぶどう・すいかなどの果物が高い (-)、15. ストレスが多い (-)、10. 冬でも女

性がスカートをはく (0)、2. 雨が多い (-)、7. 自転車が多い (0) の 5項目であった。インタビュー結

果から、クラスター名を「習慣の違い」とした。異文化適応影響要因は、(3) 日本文化など社会文

化的側面と判定した。

　　 　はい。よく新聞から、新聞を読んで、あの、あー、会社員とか、みんな仕事、過労死、死亡
がどんどん、あの。増えてく。

　クラスター 3は、8. ●●駅との距離が遠い (-)、3. 交差点で通行人と車がお互いに譲る (+)、6. 

先輩がやさしい (+)、12. 報告・連絡・相談することが多い (0)、14. 中高生もバイトをし、優秀な

人が多い (+)、11. 若者がよく笑う (+)、13. よくあいさつする (+) の 7項目であった。インタビュー

結果から、クラスター名を「来日後の社会経験」とした。異文化適応影響要因は、(6) その他と判

定した。

　　 　これは、あー、バイトしてから、そのバイト先の人と話して。はい。8番は私、住んでると
ころはちょっと●●駅とちょっと遠い。買い物したいときもバスで 30、15分ぐらいかかりま
す。3番は、その、交通信号がない、の小さいな十字路で、あの、車も私も、あの、先、相手
をゆずして、でも、相手も私を待ってて、結構、時間がかかります。13番は、これは、あの、
知らない人間にも、あの、朝を出会って、おはようございますも、うーん、仕事もはじ、その
バイト先を入って、あ、店に入ってから、あの、すぐ、あいさつして、それは人間とのちょっ
と、した、親しく、あの、関係が近くになって、これはいいところだと思います。

3.5. 対象 E の結果
　図 5は、対象 Eのクラスター分析から得られたデンドログラムである。対象 Eは 11個の連想イ

メージを 3つのクラスターに分類した。クラスター 1は連想項目順位 1、6、4の 3項目であった。

クラスター 2は連想項目順位 5、7、2、9、3の 5項目であった。クラスター 3は 8、10、11の 3

図 4．対象 D のデンドログラム
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11、13 の 7 項目であった。 

 以下の斜体で示した箇所は、図 1 を対象 D に提示しながらクラスター1 についてインタビューを

行った際の発話スクリプトである。クラスター1 は、1.花粉症 (-)、4. 地震が多い (-)、9. よく消防

車・救急車を見て心配する (-) の 3 項目であった。インタビュー結果から、クラスター名を「適応

の難しさ」とした。異文化適応影響要因は、(5) 居住・経済領域と判定した。 
 

うーん、寝ているの、携帯の地震警報を、の、声が大きく、大きくて、ちょっと寝ら。寝

られない。9 番は、よく寝る前に、あ、夜寝る前に、その声が聞こえ、ここ聞こえます。は

い。自分も、の、1 人暮らしで、もし、あの。 
 

 クラスター2 は、5. ぶどう・すいかなどの果物が高い (-)、15. ストレスが多い (-)、10. 冬でも

女性がスカートをはく (0)、2. 雨が多い (-)、7. 自転車が多い (0) の 5 項目であった。インタビュ

 

図 4. 対象 Dのデンドログラム 
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項目であった。

　以下の斜体で示した箇所は図 5を対象 Eに提示しながらクラスター 1についてインタビューを

行った際の発話スクリプトである。クラスター 1は、1. 言葉の壁を越える (+)、6. 敬語を使う (-)、

4. 就活の流れが複雑です (-) の 3項目であった。インタビュー結果から、クラスター名を「日本語

の困難さ」とした。異文化適応影響要因は、(6) その他と判定した。

　　 　うーん、例えば、就活やあるいは論文を書くときに、やっぱり一番の、外国人として、一番
の難しいところは言葉の使いとか。ビジネス上はもうちょっと敬語、例えば電話のマナーとか
メールのマナーとか、まあ、全部、敬語が含めている。時々なんかちょっと言葉のあつか、扱
いが注意しなきゃということがありまして。いや、就活に通して、なんか、今は結構、変わる
んですけど、なんかちょっと日本人のなんか考え方、ちょっと日本人より、近くで、最初は、
●●大の中にすごく外国人の●●人の留学生がなんかグループして、毎日、●●語で話すとか
なんか、全くなんか、なんか、その日本語の能力を全く伸びね、ていないから、そういう点が
意識した、意識した、また、自分のもうちょっと日本人なりの日本語をしゃべれなきゃ、その
就職活動をちゃんとうまくいくみたいのことを意識した。

　クラスター 2は、5. 積極的にちゃんと自分の意見を相手に伝える (+)、7. グループディスカッ

ションが笑顔で相手の意見を聞く (-)、2. 自己分析や業界分析や面接などのことで苦労している (-)、

9)就活が大変だけど色々なことが経験できる (+)、3. 就活はお金がかかる (-) の 5項目であった。

インタビュー結果から、クラスター名を「就職活動で直面している問題」とした。異文化適応影響

要因は、(6) その他と判定した。

　　 　えっと、例えば 5番の場合は、その就活のときに、その、グループディスカッションが多い
ので、たとえ、なんか、たくさんのインターンシップも私が参加した、しましたが、その、外
国人として、その、もうちょっ、なんか、日本人の、なんか、その、国民性があって、その、
最初で、なんか、手を挙げる人はあんまりないから、だから外国人として、もうちょっと主導
的に、なんか自分の意見を向こうに伝えることが重要だと思いました。はい、そうですね。な
んか●●の場合は、その企業の、その、例えば財務表とか、いろんな、その、その、うー、有
価報告表みたいの、外に見えない場合がたくさんあるので、日本の場合は、その上場する企業
が全部ネットで見えるから、だから、そのいっぱいの情報を集めて比較できるから。だから、
業界分析もできるし、また自分の感想、意見、なんか、発見がいろいろの意見を書けるし。

　クラスター 3は、8. 体調管理が大事です (-)、10. 花粉症が困る (-)、11. 春にさくらがきれい (+) 

の 3項目であった。インタビュー結果から、クラスター名を「日々の感情」とした。異文化適応影

響要因は、(1) 心身の健康などの心理的側面と判定した。

　　 　主にマインド管理のテーマを設定しました。まずは、8番の場合は主にその精神的の面を、
すと、いろんな会社の説明会とか、その、インターンシップを参加して、まあ、意見を、の、
と、なんかちょっと意見と違う人もいるし、また、なんか、その、どうやって、なんか緩めて
自分の意見を、向こうに説得するのか、あるいは、その、なんかもうそんなにストレート、な
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んか、その、やっぱり国民性が感じで、日本の場合は、ちょ、もうちょっと、なんか、あいめ
て、なんか、その、なんというか。はい、ま、言えない場合も結構ありますので、やっぱりな
んか、その、空気を読むという日本のスペシャルの言葉で、まあ、深く感じまして。

4. 考察
　表 1は、対象 Aから Eのクラスターの一覧である。カッコ内は筆者らが判定した異文化適応影

響要因である。対象 Aの 1つめ（意識のギャップ） と 2つめ（譲り合い） のクラスター、対象 B

の 2つめ（社会習慣への戸惑い） と 3つめ（日々の戸惑い） のクラスター、対象 Cの 2つめのクラ

スター（適応の難しさ） と 3つめのクラスター（研究の不安）、対象 Dの 1つめ（適応の難しさ） 

と 2つめ（習慣の違い） のクラスター、対象 Eの 3つめのクラスター（日々の感情） において、先

行研究（宮城 2011、譚ら 2011） で示された (1) から (5) の異文化適応の影響要因を示唆するクラス

ターの形成が確認された。異文化適応の研究は、留学生にどういった変化が予想され、どう対処す

るかを考察することが重要視される（宮城 2011）。個々の留学生が抱える困難点をクラスター構造

として可視化することにより、留学生とサポート側の教員双方がより具体的な問題に気づくことが

可能になると考えられる。PAC分析では、対象自身に構造分析に関与させ、自身の問題について

気づきをもたらすことが可能であることも示されている（内藤 1997）。また、井上（1998） では、

カウンセリングにおける PAC分析の応用可能性として、信頼関係形成と対話の道具としての機能

や自己理解を深める道具としての機能などが示されている。留学生の異文化適応過程の気づきの道

具としても応用が可能であると考えられる。

図 5．対象 E のデンドログラム
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表 1．対象 A から対象 E のクラスターの一覧

対象 クラスター 1 クラスター 2 クラスター 3

対象 A 意識のギャップ (4) 譲り合い (3) 慣習の保守性 (6)
対象 B 適応の難しさ (6) 社会習慣の違いへの戸惑い (3) 日々の戸惑い (5)

対象 C 将来への不安 (6) 適応の難しさ (4) 研究の不安 (2)

対象 D 適応の難しさ (5) 習慣の違い (3) 来日後の社会経験 (6)
対象 E 日本語の困難さ (6) 就活で直面している問題 (6) 日々の感情 (1)

カッコ内は筆者が判定した影響要因を示す。異文化適応影響要因の指標は、(1) 心身の健康などの心理的側面、(2) 学習・
研究、(3) 日本文化など社会文化的側面、(4) 対人関係領域、(5) 居住・経済領域（宮城 2011、譚ら 2011） および、(6) そ
の他とした。先行研究で説明できない (6) と判定されたクラスターをアンダーラインつきゴシックで示した。
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　表 1に示したように、異文化適応の影響要因がクラスター構造として認められた一方、(6) その

他と判定されたクラスターが 6件と最も多かった。譚ら（2011） のレビュー論文では、異文化適応

を測定した研究は多岐に渡ることが示されている。本研究の結果においても、適用した 5つの影響

要因以外と判定される事例が 5名の対象から全て確認された。異文化適応に与える要因が多様であ

ることを示唆していると考えられる。個々の留学生が抱える異文化適応に関する問題に対し、我々

教員が個別に対処する際の資料として、本研究の PAC分析が果たす役割があると考えられる。

　これまでの外国人を対象にした対日観の研究では、滞在歴が長い外国人は肯定的な対日観を有し

ているのに対し、滞在歴が短い外国人は肯定イメージと否定イメージが複雑に絡んでいることなど

が示されている（安 2009、安 2010a、安 2010b、安 2011、安・池田 2012、安 2012）。生活面や人

間関係の困難点に焦点を絞った本研究の結果は、滞在歴が結果に影響を与えた可能性も考えられ

る。もう一つの可能な解釈として、各対象においてなんらかの葛藤の時期にあることを示唆してい

るとも考えられる。以下に示した「(6) その他」と判定した各クラスターにおけるイメージ項目の

傾向が見出しにくいことから、生活面や人間関係の困難点についての整理がまだ不十分であると考

えられる。

対象 A　 「(6) その他」のイメージ項目：「印鑑の文化」「FAXも未だに」「花火大会」「サラダはキャ

ベツ・レタス」

対象 B　 「(6) その他」のイメージ項目：「日本語で交流することが難しい」「メールや手紙の書き方

がわからない」「日本人と話す機会が少ない」

対象 C　 「(6) その他」のイメージ項目：「将来の不確実性」「不健康なライフスタイル」「親の老後

生活」

対象 D　 「(6) その他」のイメージ項目：「交差点で通行人と車がお互いに譲る」「先輩がやさしい」

「報告・連絡・相談することが多い」「中高生もバイトをし、優秀な人が多い」「若者がよ

く笑う」「よくあいさつする」

対象 E　 「(6) その他」のイメージ項目：「言葉の壁を超える」「敬語を使う」「就活の流れが複雑です」

「積極的にちゃんと自分の意見を相手に伝える」「グループディスカッションが笑顔で相手

の意見を聞く」「自己分析や業界分析などのことで苦労している」「就活が大変だけどいろ

いろなことが経験できる」「就活はお金がかかる」

　在日留学生の異文化適応についてのレビュー論文では、ホストとの接触が多いほど広義の適応に

有利であることが示されている（田中 1998）。本研究の対象 Aから Eにおいても、日本人との交

流が深まることにより、生活面や人間関係の困難点についての整理が進む可能性もあると考えられ

る。

　本研究で用いた PAC分析は、対象の態度構造を可視化し問題点に焦点を当てることが可能であ

るが、調査時点の対象の態度構造の反映に留まる。本研究の限界を見据え、今後は経時的な調査や

定量的な調査も並行して実施していく必要があると考えられる。

5. 結論
　本研究では、在日留学生の異文化適応に着目し、先行研究によって示された異文化適応の影響要

因指標がどのような構造を持って現れるか、対象ごとに形成されたクラスターを中心に検討した。
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影響は (1) 心身の健康などの心理的側面、(2) 学習・研究、(3) 日本文化など社会文化的側面、(4) 

対人関係領域、(5) 居住・経済領域（宮城 2011、譚ら 2011） および、(6) その他とした。結果、以

下の示唆が得られた。

1．先行研究（宮城 2011、譚ら 2011）で示された (1) から (5) の異文化適応の影響要因を示唆す

るクラスターの形成が確認された。

　　個々の留学生の異文化適応に関する問題をデンドログラムとして可視的に提示することより、

留学生に対しての明示的なサポートの一資料として使用が可能であると考えられる。

2 . 個々の留学生が抱える異文化適応に関する問題に対し、定量的な調査ではカバーしきれない個

別の問題を可視化できることが示唆された。

　　本研究の手法を用いることにより、先行研究で行われてきた定量的な調査をではカバーしきれ

ない個々の留学生の問題を浮き彫りにすることが可能であると考えられた。同様に、デンドログ

ラムとして可視的に構造を示すことにより、自己が抱える問題の気づきを促すことにつながると

考えられる。

　本研究を通して、在日留学生の異文化適応の質的な構造の一端が明らかになった。留学生の異文

化適応に関する研究は定量的な検討が中心であったが、個別の事例から、より細かいケアの必要性

が示唆された。今後、多様化することが予想される留学生を支援していくための資料となりうると

考えられる。また、コロナウィルス感染拡大に伴い、留学生の孤立とそれに対する支援にも社会的

な焦点が当たりつつあるが、困難を抱える留学生の支援の検討をさらに進めていく必要がある。
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Abstract

　　There is a new status of residence for international students to work in Japan. The “ Designated 

Activities No. 46” was approved on May 30, 2019. Until now, the status of residence of international 

students has mainly been “technology, humanities knowledge, and international affairs.” However, 

it is only permitted for jobs that require a high level of professional ability. The range of jobs that 

international students can find is narrow. Hiring new graduates in Japan is different from other countries. 

The recruitment exam is not an exam that asks for professionalism. The recruitment test is a person-

centered test for selecting company colleagues. It is a test that selects future managerial candidates. 

Japanese companies require international students to have the same evaluation as Japanese students. 

It makes international students feel uncomfortable. The new status of residence requires Japanese 

companies to change. The main points of “ Designated Activities No. 46” are shown. Given the new 

status of residence, we will present employment support and career education issues for international 

students.

【キーワード】 就職活動，特定活動 46号、留学生雇用、キャリア教育

1. はじめに
　外国人留学生（以下、留学生）が大学卒業後に、日本で働くための新しい在留資格「特定活動

46号」が 2019年 5月 30日に認められた。これまで留学生は、在留資格「技術・人文知識・国際

業務」の範囲で就職することが中心となっていた。しかし、一定水準以上の専門的能力を必要とす

* 茨城大学全学教育機構キャリアセンター （〒 310-8512 水戸市文京 2-1-1; Career center Institute for Liberal Arts 
Education, Ibaraki University, 2-1-1 Bunkyo Mito-shi 310-8512 Japan）
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る活動のみで認められるため、大学を卒業する留学生が就職できる業種の幅は狭いものと言わざる

得ない状況であった。また、日本の新卒採用は諸外国と比べ特殊性がある。日本企業の新卒採用試

験が、職務主義的な専門能力を問う試験ではなく、将来の管理職候補者を選定する属人主義的な試

験であり、留学生に対しても「日本人の新卒採用と同等」な評価を行うため、留学生にとって「違

和感」となっている。新しい在留資格で働ける仕事の範囲が広がり、留学生を採用する日本的雇用

慣行には変化が求められる。「特定活動 46号」の要点を示し、この新しい在留資格を前提に、日

本で就職することを希望する留学生のための就職支援及びキャリア教育の課題を提示する。

2. 新しい在留資格「特定活動 46 号」
2.1. 改正の経緯と背景
　留学生の日本での就職について、「日本再興戦略改定 2016」1）において、留学生の日本国内での

就職率を現状 3割から 5割に向上させることを目指すことが示された。これを受けて 2018年 12

月 25日「外国人材受入れ・共生のための総合的対応策」が関係閣僚会議で了承され、大学を卒業

する留学生が就職できる業種の幅を広げるため、在留資格に係る「特定活動」を改正（出入国在留

管理庁 2020）し、2019年 5月 30日公布決定された。

　この在留資格改正は、我が国の大学や大学院を卒業又は修了した優秀な外国人材の定着を図り、

我が国経済社会の活性化が期待される外国人留学生の日本国内における就職の機会を拡大するため

の制度である。在留資格「特定活動 46号」に規定され「留学生の就職に係る『特定活動』（本邦

大学卒業生）についてのガイドライン」（法務省 2020）が示され、入国・在留が認められることと

なった。

　この 1カ月前には、2019年 4月に「特定技能」の入管法改正で、一部の単純労働における外国

人雇用が解禁されている。ともに外国人雇用の選

択肢を拡大する制度である。「特定技能」と「特

定活動」の語句は似ているが、二つは異なる制度

である。

2.2. 特定活動 46 号の内容
　この新制度はガイドライン（前掲法務省 2020）

に示され、特に次の6要件 2）が重要と考えられる。

「フルタイムの雇用」「日本の大学を卒業または大

学院を修了」「日本語能力試験 N1または BJTテ

スト 480点以上」「日本語を用いたコミュニケー

ションを必要とする業務」「日本人と同等以上の

報酬額で雇用される」「大学で学んだことを活か

せる仕事」である。

　従来からの「技術・人文知識・国際業務」の在

留資格で、留学生の就職が認められなかった、飲

食店やコンビニエンスストア等の一般的なサー

ビス業務や製造業等の現場勤務への就職も可能 3）

となる。また、労働力不足を補うための「特定技 図１　特定活動 46 号ガイドライン（抜粋）

（以下、略）
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能」とは異なり、雇用契約があり、在留資格の更新手続きをする限り、上限なく日本で働き続ける

ことが可能である。家族の滞在についても特定活動 47号「46号で在留する外国人の扶養を受ける

配偶者あるいは子」で在留が認められる。採用する企業にとっても長期的な雇用が可能であり、将

来の幹部や後継者としての育成も期待できる制度となっている。6要件の詳細は次の通りである。

＜特定活動 46 号の要件＞
①フルタイム（常勤）での雇用
　常勤の職員として行う業務に従事する活動であり、フルタイムの職員に限られる。短時間のパー

トタイムやアルバイトは対象とならない。

②日本の大学、日本の大学院を卒業・修了
　日本の大学、日本の大学院を卒業・修了し、学位を授与された留学生が対象となる。日本の短期

大学、日本の専門学校を卒業した留学生は対象とならない。海外の大学を卒業したのみの者も対象

とならない。日本の大学を卒業後に帰国した外国人も対象となる。

③日本語能力試験 N1 または BJT ビジネス日本語能力テスト 480 点以上
　これらの能力基準以上であることが求められる。日本語能力試験は、レベル N5～ N1まで構成

されていて、N1は最も難しいレベルである。BJTビジネス日本語能力テストは、J5～ J1＋まで

の構成で、J1＋が最も高いレベルである。480点以上とは、J2以上で 480点のスコアを獲得する

ことになる。また、大学・大学院で「日本語」を専攻して卒業・修了した者も、上記の能力がある

として基準を満たすものとされる。「日本語を専攻した」とは日本語に係る学問（日本語学、日本

語教育学等）の学部・学科、研究科等に在籍し、当該学問を専門的に履修した者である。

④日本語を用いた円滑な意思疎通を要する業務
　単に雇用主等からの作業指示を理解し、自らの作業を行うだけの受動的な業務では足りず、いわ

ゆる「翻訳・通訳」の要素のある業務や、自ら第三者へ働きかける際に必要となる日本語能力が求

められ、他者との双方向のコミュニケーションを要する業務であることを意味している。例えば、

飲食店に採用され、店舗管理業務や通訳を兼ねた接客業務（日本人への接客も含む）は認められ、

厨房での皿洗いや清掃のみに従事することは認められない。

⑤日本人と同等額以上の報酬
　一定の報酬額を基準として一律に判断するものではなく、地域や個々の企業の賃金体系を基礎に、

同種の業務に従事する日本人と同等額以上であるかについて判断される。昇給面を含め、日本人大

卒者・大学院修了者の賃金が参考とされる。元留学生が本国等において就職し、実務経験を積んで

いる場合、その経験に応じた報酬が支払われることとなっているかについても確認される。

⑥日本の大学や大学院で修得した広い知識及び応用的能力等を活用するもの
　従事しようとする業務内容に、「技術・人文知識・国際業務」の在留資格の対象となる学術上の

素養等を背景とする一定水準以上の業務が含まれていること、又は今後そのような業務に従事する

従事することが見込まれていることが必要である。「学術上の素養等を背景とする一定水準以上の

業務」とは、一般的に、大学において修得する知識が必要となるような業務（商品企画、技術開発、

営業、管理業務、企画業務、広報業務、教育業務など）を意味している。

　どのような仕事であれば「特定活動 46号」が許可されるかについて、具体的な活動例もガイド

ラインに示されている。先の飲食店事例の他、例えば、工場のライン業務において、日本人従業員
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から受けた作業指示を技能実習生や他の外国人従業員に対して外国語で伝達・指導しつつ、自らも

ラインに入って業務を行う仕事は認められ、ラインで指示された作業のみに従事することは認めら

れない。また、小売店において、仕入れ、商品企画や通訳を兼ねた接客販売業務を行うもの（日本

人に対する接客販売業務も含む）は認められ、商品の陳列や店舗の清掃にのみ従事することは認め

られない。介護施設において、外国人従業員や技能実習生への指導を行いながら、日本語を用いて

介護業務に従事することは認められ、施設内の清掃や衣服の洗濯のみに従事することは認められな

い。

2.3.「技術・人文知識・国際業務」の在留資格
　新しい在留資格「特定活動 46号」と比較する

ために、従来から留学生の日本での就職で在留資

格の中心となってきた「技術・人文知識・国際業

務」を確認（法務省 2015）してみる。この在留

資格は出入国管理及び難民認定法（以下、入管

法）に規定され、定められた範囲での就労が可能

な在留資格である。また、「留学生の在留資格『技

術・人文知識・国際業務』への変更許可のガイド

ライン」4）が示されている。この内容は「本邦の

公私の機関との契約に基づいて行う理学、工学そ

の他の自然科学若しくは法律学、経済学、社会学

その他の人文科学の分野に属する技術若しくは知

識を必要とする業務又は外国の文化に基盤を有す

る思考若しくは感受性を必要とする業務に従事す

る活動」とされている。つまり、学術上の素養を

背景とする一定水準以上の専門的技術又は知識を

必要とする活動又は外国の文化に基盤を有する思

（以下、略）

表 1　在留資格の比較

在留資格 特定活動 46号 技術・人文知識・国際業務
目的 就労 就労
在留期間 更新可、制限なし 更新可、制限なし
家族帯同 可 可
報酬（給料） 日本人と同等以上 日本人と同等以上
転職 可 可

日本語能力 日本語能力試験 N1または BJT480点以
上、試験結果を提示

日本語能力試験 N2～ N1が目安
試験結果の提示なし

学歴 日本の大学卒業または日本の大学院修了 国内外の大学卒業（学士以上）、日本の短期大学、
日本の専門学校（専門士）

仕事内容

学術上の素養等を背景とする一定水準以
上の業務が含まれていること、又は今後
そのような業務に従事することが見込ま
れていること

学術上の素養を背景とする一定水準以上の専門
的技術又は知識を必要とする活動又は外国の文
化に基盤を有する思考若しくは感受性に基づく
一定水準以上の専門的能力を必要とする活動

図２　 技術・人文知識・国際業務ガイドライ
ン（抜粋）
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考若しくは感受性に基づく一定水準以上の専門的能力を必要とする活動でなければ認められないこ

とになる。

　典型的なものとして次のような事例（前掲法務省 2015）が示されている。例えば、本国におい

て工学を専攻して大学を卒業し、ゲームメーカーでオンラインゲームの開発及びサポート業務等に

従事した後、本邦のグループ企業のゲーム事業部門を担う法人との契約に基づき、月額 25万円の

報酬を受けて、同社の次期オンラインゲームの開発案件に関するシステムの設計、総合試験及び検

査等の業務に従事するもの。例えば、本国において経営学を専攻して大学を卒業した後、本邦の食

料品・雑貨等輸入・販売会社との契約に基づき、月額 30万円の報酬を受けて、本国との取引業務

における通訳・翻訳業務に従事するもの、などである。

　「技術・人文知識・国際業務」で就労する在留資格は、一定水準以上の専門的能力を必要とする

活動のみで認められるため、大学を卒業する留学生が就職できる業種の幅は狭いものと言わざるを

得ない。また、当然ながら、大学や大学院で学んだ専門能力の分野でのみ就職先の職種が限定され

るため、いわゆる「総合職」で採用する日本の新卒採用方式との相違が生じることになる。

2.4. 外国人雇用に関する他の在留資格
　就労が可能な在留資格として他に「外交」「公用」「教授」「芸術」「宗教」「報道」「高度専門職」「経

営・管理」「法律・会計業務」「医療」「研究」「教育」「企業内転勤」「介護」「興行」「技能」がある。

これらは留学生の新卒採用の考察とは関係が薄いと思われる。身分又は地域に基づく在留資格とし

て「永住者」「日本人の配偶者」「永住者の配偶者等」「定住者」がある。対象となる留学生もあるが、

今回は考察しないこととしたい。

　就労が可能な在留資格として「技能実習」と「特定技能」があり、報道されることも多い。技能

実習は国際貢献や技術移転が目的であり、その名の通り「実習」である。一部に著しく劣悪な労働

環境があり、トラブルに発展するケースが海外からも批判されている。実習だが事実的な労働力と

なっている問題を含んでいる。この対応もあり、単純労働領域の労働力確保を目的に 2019年 4月

に特定技能の制度が新設された。制度には 1号と 2号があり、1号は在留期間最長 5年、2号は制

限が無く更新が可能である。我が国の外国人雇用政策の分岐点として注目されている。「技能実習」

も「特定技能」も外国人雇用を総合的に考察するための重要論点であるが、留学生の新卒採用とは

異なるため今回は考察しないこととしたい。

3. 留学生にとっての日本での就職活動の課題
3.1. 特殊な日本企業の新卒採用
　日本の採用・雇用の方式と欧米やアジア各国の採用・雇用の方式には大きな差異がある。それは

日本企業の新卒採用試験が、職務主義的な専門能力を問う試験ではなく、将来の管理職候補者を選

定するビジネスマン・ビジネスウーマンとしての基本的な資質を問う属人主義的な試験となってい

るためであると分析されている（守屋 2012）。これは欧米企業や多くのアジア企業と異なる人事管

理技法であり、外国人が日本企業に採用・勤務する上での大きな「違和感」ともなっている。

　これは日本人学生の採用と同様に、留学生においても、各人の「専門能力」を評価するものでは

なく、「わが社の社員の一員にふさわしいか」否かを評価するメンバーシップ型の採用方式であり、

その採用基準も曖昧で、留学生にとっても、実は日本人学生にとっても理解が難しいものと言え

る。
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3.2. 区分で異なる新卒採用
　日本の新卒採用は、その「区分」によっても採用の様子が異なる。ひとつ目の区分は「理系」と

「文系」である。理系はその専門性から指導教員や研究室からの「推薦枠」で採用試験を受ける場

合がある。一方、文系では推薦枠は少なく、いわゆる自由応募の形でいろいろな就職情報をもとに

就職活動を行う。

　二つ目の区分は「学部」と「修士課程」である。理系では先の専門性から修士課程への進学率も

高く、企業の採用意欲も高い。一方、日本の企業において文系の修士課程修了者の企業の採用意欲

は理系のように高いとは言えない状況であろう。文系の大学院に在籍する留学生は、企業の採用意

欲の面で、その専門性をもとに就職できる企業が限られてしまう。

　三つ目の区分は「新卒採用」と「中途採用」である。新卒採用では先の属人主義的な要素が強く、

かつ学生の潜在能力が評価されていると思われる。中途採用は新卒採用とは異なり、属人主義的な

要素を持ちつつ、個々の職業能力も評価される採用といえる。「既卒採用」はこの中間に位置する

狭間と言える。第二新卒と呼ばれる場合もあるが、中途採用者のような職務経験が無く、潜在能力

や属人主義的な評価をされることも少なく、採用されにくい状況と言える。就職情報の少ない留学

生は、活動が遅れて未内定で卒業し、在留資格を延長して就職活動を継続する場合がある。既卒採

用となる場合には、この区分の狭間に入ってしまい、希望する企業に採用されない場合も多い。

3.3. 求められる日本語能力
　日本の企業は留学生に対して、日本人と同様の日本語能力を求めることが多い。これは具体的

に、就職活動の各段階で留学生の大きな悩みとなっている。まず、自己分析に基づくエントリー

シートの記入である。履歴書と類似した提出書類であり、「志望動機」や「自己 PR」「学生生活で

力を入れたこと」などを日本語で記入して提出する。筆記試験は SPIと呼ばれる日本独自の筆記試

験が多く企業に利用され、これは「言語問題」「非言語問題」「適正検査」から構成されている。四

文字熟語であったり、同義語問題であったり、日本人学生を主対象にした国語の試験内容である。

留学生にも同様の採用試験が課せられる。そして「面接試験」として、個別面接、集団面接、グ

ループディスカッションが課せられる。グループディスカッションは討論の形をとるが面接の変形

である点に注意が必要であろう。参加者の合意形成や傾聴、チームワークが評価される。情報の少

ない留学生はディベートと勘違いし、討論に勝つ努力をして、不採用となる場合もある。

3.4. 留学生が混乱する要因
　日本の企業は留学生に対して「日本人の新卒採用と同等」な評価を行うことが多い。留学生は、

日本人と同じように採用試験を受けて、日本人学生と同等もしくはそれ以上の能力や適合性がある

と認められた場合に内定を獲得できるという内容である。適合性の中に、日本企業は属人主義的な

能力の他、日本人と同様の日本語能力を求めることが多い。

　留学生の良さは、日本人学生とは異なる異文化性、自己主張の強さ、個人主義的感性、グローバ

ル意識や多言語、個々の能力の多様性であるべきであろう。欧米やアジア各国の採用・雇用の方式

は、職務主義的な専門能力を問う試験であり、日本的な属人主義とは異なるのである。これは採用

のほか、企業内部の配置や昇進とも関係している。例えば、経理部門で働く場合、職務主義では財

務会計知識のある人材を採用又は配置するが、日本的な属人主義的では「総合職」という名称の
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もと、採用又は配置の後に企業内研修をして職務を担当する場合がある。色々な職種を経験した総

合職が昇進においても有利になる場合がある。これはメンバーシップ型の採用・雇用方式とも呼ば

れ、「職務」ではなく「職員（メンバー）」に視点が置かれている。留学生が混乱する要因は、日本

企業は採用にあたって「日本人化」した留学生を採用する傾向にあるため、「自分らしさ」よりも

「日本人的な振る舞い」が求められること、そしてそれは欧米やアジア各国の採用基準とは異なる

ためである。

　つまり、「自分らしさ」ではなく、「日本的な自己分析」「日本的エントリーシート」「日本的筆記

試験」「日本的グループディスカッション」を理解する必要性に混乱してしまうのである。

4. 留学生のためのキャリア教育の課題
　新しい在留資格「特定活動 46号」を前提として、今後、留学生のキャリア教育には何が求めら

れるか、就職支援も含め提示する。また、「留学生らしい」仕事を担うため、変化する日本企業の

採用も見据え、大学における就職支援及びキャリア教育の課題を検討する。

4.1.「日本人化」した留学生採用の課題
　日本企業は採用にあたって「日本人化」した留学生を採用する傾向にある。「日本人的な振る舞

い」が求められ、日本人と同様の日本語能力を求め、自己分析やエントリーシート、筆記試験や面

接も日本的な属人主義で採用を評価する。この良し悪しは、各企業理念の問題である。しかし、こ

の採用基準が現実的に多くの企業で採られているため、留学生が悩み、キャリアセンターに就職相

談を求めるケースが多い。これは、履歴書やエントリーシートに書く「日本語」の添削ではなく、

「日本企業に求められる内容」の相談 5）となる。留学生が希望する企業から内定を得られるように、

大学においても、日本企業が求める「内容」の就職支援とキャリア教育を行うことになる。

　これはある意味、留学生に特別なことを支援し、特別な教育をすることではなく、日本人学生と

同じ就職活動を強いることこそが、内定を得る最良の方法となる。正しいとは思えないが、従来か

ら留学生への支援やキャリア教育は、日本企業を理解し、日本人的に働くことを学び、日本人的な

就職活動の支援が重視されており、今後も継続するものと考えられる。

4.2. 企業から求める日本語能力の課題
　「技術・人文知識・国際業務」の在留資格は、日本語能力試験 N2～ N1レベル程度の日本語能

力を求めるものであるが、具体的な能力評価の提示は要件となっていない。「特定活動 46号」は

明確に、日本語能力試験N1またはBJTビジネス日本語能力テスト480点以上が要件として示され、

留学生のための就職支援及びキャリア教育においても「試験結果」が支援の方向性を左右すること

になる。他に「日本語を用いた円滑な意思疎通を要する業務」の要件もあり、新しい在留資格にお

いて日本語能力は重要なポイントとなる。日本語能力の高い留学生は、就職活動の直前で受験し、

能力評価を得ることも可能ではあるが、日本語能力試験合格のための、早い段階からの準備が必要

であろう。日本で学ぶ留学生の出身上位 5国 6）は、中国、ベトナム、ネパール、韓国、台湾であ

る（日本学生支援機構 2020）。今後、漢字を日常使わない国からの留学生が増えると思われるが、

日本語能力試験の合格が大きな課題となる。授業やレポート・論文の作成やプレゼンテーションな

どのアカデミック面と異なり、日本の企業が求める日本語能力は、接客、営業、職場での報告・連

絡・相談など業務を遂行する上でのビジネス能力である。敬語や丁寧語や相手の気持ちなど、場面
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を想定する日本的な「あうん」の呼吸をも日本語能力に求める場合がある。メールなどのビジネス

文章能力も必要になる。日本企業のメール文章は、外国人にはその趣旨が理解しがたい場合も多い。

「外国人労働者への日本語教育・支援の必要性」について、政府の規制改革推進会議、保育・雇用

ワーキンググループの議論（南田・加藤 2018）の中でも、「互いに認め合い、共に暮らす社会のた

めに」公費負担 7）を行い、外国人の自助努力のみに任せないほうが良い旨の議論がある。留学生

への日本語教育・支援の必要性についても会議の中で、日本語の教育体制の強化が求められると議

論された。日本語を教える日本語教師への支援も含め、今後の留学生支援の重要な論点である。

4.3. 広範囲な業務が選択できることによる課題
　留学生が選択できる業務内容について、「技術・人文知識・国際業務」の在留資格では、一定水

準以上の専門的能力が必要とされたが、「特定活動 46号」によって、専門性は緩和され、より広範

囲な業務が対象となった。広範囲な業務の中で、日本人化した留学生を採用したいと考える企業も

増えると見込まれる一方で、「留学生に担ってもらいた業務」のために留学生を採用する企業が増

加していくと思われる。特定技能の単純労働力確保とは異なり、特定活動 46号として、大学にお

いて修得する知識が必要となるような業務（商品企画、技術開発、営業、管理業務、企画業務、広

報業務、教育業務など）の中で、留学生に活躍してもらいたいと考える採用募集が増加するはずで

ある。

　今後、大学に求められることは、留学生を「日本人化」するのではなく、日本企業を理解し、日

本で働くことを学び、留学生である良さを活かした就職支援とキャリア教育である。先の日本語教

育の面も含め、日本で働くことを希望する留学生に対して、大学又は大学院の初年次教育に「科目」

をカリキュラム化するべきであろう。日本人学生と共に学ぶ既存のキャリア教育科目の他に、留学

生クラスとして、日本人学生と分けた教育カリキュラムが望ましい。下記、表 2に例示するよう

に、「日本の雇用社会を知る」「日本で働くこと」「自分のキャリアを考える」を留学生相互のディ

スカッションや自分の国との比較を考え、自分のキャリアビジョンを描けるカリキュラムが求めら

れていると考える。

表 2　留学生のための教育カリキュラム（シラバス案）

テーマ 内容
第 1回 授業概要、日本の雇用 日本の雇用社会を知る
第 2回 日本で働くこと① 日本の新卒採用を知る
第 3回 日本で働くこと② 在留資格の要件を確認する
第 4回 大切にしたい労働条件 やりたい仕事、給料、勤務地、休日など
第 5回 働き方を考える ワークライフバランス、グローバルな視点
第 6回 自分の国の大学生の就職活動 自分の国で働くことを考える
第 7回 自分のキャリアを考える 自分のキャリアビジョンを描く
第 8回 まとめ、レポート まとめ、理解度の確認

4.4. インターンシッププログラム構築の課題
　留学生の就職に関して、インターンシッププログラムが効果的であるとする意見が多い。留学生

が日本の企業を深く知る良い機会であるし、企業にとっても個々の留学生を知り「この学生ならば

採用したい」と考え得ることも自然な流れである。マッチング効果も期待できる。日本の大学に在
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籍する留学生のインターンシップの制限は次の通りである。まず、報酬を受けない場合、制限は無

い。報酬を受ける場合、「資格外活動許可」が必要となる。これはアルバイトと同様である。1週

28時間以内の制限となる。教育機関が夏季休業等の期間は 1週 28時間ではなく、1日 8時間以内

に制限される。夏季休業ではない期間は、「1週について 28時間を超える資格外活動許可」を受け

る必要があり、これは学業に支障がないことが前提となる。大学では、修業年度を終える留学生（4

年生）でかつ卒業に必要な単位（9割以上）をほぼ修得している学生、大学院では修業年度を終え

る留学生（修士 2年生、博士 3年生）、既卒者については、在留資格を延長した就職内定者に限ら

れる。

　早期化した就職活動の中で、中長期インターンシップを活用する場合、無報酬であれば制限はな

いが、報酬がある場合、大学 3年生、修士 1年生は夏季休業等の期間以外は 1週 28時間を超える

インターンシップは認められない。企業は交通費や宿泊費などの必要経費や昼食補助などを一括し

て「日当」として支払うケースがある。報酬金額の大小ではなく、少額でも 28時間を超える活動

とみなされるため、インターンシップ補助の在り方に配慮が必要である。報酬を受けるインターン

シップとアルバイト時間は合算される。大学 1～ 3年生、修士 1年生で、経済的にアルバイトが

必要となる留学生にもインターンシップに参加しやすい環境づくりが必要であろう。企業及び大学

は、夏季休業の期間に「留学生に向けてのインターンシッププログラム」を準備することが求めら

れる。

　インターンシップの内容は「特定活動 46号」を前提に、日本語を用いた円滑な意思疎通を要す

る業務、大学において修得する知識が必要となるような業務（商品企画、技術開発、営業、管理業

務、企画業務、広報業務、教育業務など）が望ましい。特定活動 46号は、例えばコンビニエンス

ストアでアルバイトをしていた留学生が、そのフランチャイズを経営展開する地域中小企業に、フ

ルタイムで日本人と同等額以上の報酬で雇われる（新卒採用される）ことを可能としている。また

特定活動 46号は、コンビニエンス本部で商品開発や店舗支援、物流管理や雇用管理に従事するこ

とや、将来的に従事することが見込まれる業務に雇用される（新卒採用される）ことも可能であ

る。アルバイトから仕事を拡大する新卒採用の仕事や、アルバイトでは経験しにくい業務までイン

ターンシップによって多様な就業体験が可能である。大学には、留学生と企業とのマッチング及び

就職につながるインターンシップカリキュラムの準備が求められる。

4.5. 留学生専任のアドバイザーの課題
　企業が「日本人化」した留学生を採用する傾向について、日本人学生と「同様」な就職支援とキャ

リア教育を行う範囲では、留学生専任のアドバイザーは必要とされない。しかし、今後、「在留資

格 46号」を前提として、日本語能力試験へのアドバイス、ビジネス能力としての日本語能力、広

範囲な業務が就職活動の対象となり、「留学生に担ってもらいた業務」のために留学生を採用する

企業への就職活動支援、日本企業を理解し、日本で働くことを学び、留学生である良さを活かすた

めのキャリア教育や就職相談、具体的に就業体験をする「留学生に向けてのインターンシッププロ

グラム」準備など、大学には、留学生専任のアドバイザーが求められる。

　就職において「留学生の良さを活かす」企業の採用に向けて、今後どのような支援や教育が必要

となるのか、企業の動向もあり、未だ明確にはなっていない。課題は、必要とされる「留学生支援・

教育の内容」を検討整理し、当該アドバイザーのスキルを高めることである。企業と留学生をマッ

チングできる能力が必要となるため、キャリアコンサルタント等の国家資格を有する者が担うべき
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ものと思われる。大学のキャリアセンターや公共職業安定所（ハローワーク）に多くのキャリアコ

ンサルタントが活躍している。留学生の日本での就職を支援できる人材は多くいるものと考える。

5. まとめと今後の課題
　留学生の日本での就職とキャリア教育の課題について、次の 5点を提示したい。

（1）日本人学生と「同様」な就職支援とキャリア教育

（2）早い段階からの日本語能力への支援

（3）留学生である良さを活かした就職支援とキャリア教育

（4）留学生に向けてのインターンシッププログラム

（5）留学生専任のアドバイザー

　新しい「特定活動 46号」の在留資格によって、留学生が日本で働くことの選択肢が大きく広

がっている。これを受けて、大学においても、留学生への就職支援やキャリア教育を見直すことが

求められている。それは、日本企業を理解し、日本人的に働くことを学び、日本人的な就職活動を

支援することから、留学生であることの良さを活かした支援である。キャリア教育においても留学

生クラスの開講が望ましい。国籍も異なる留学生個々の希望を聞き、内容を検討整理しつつ、初年

次教育として、日本での就職が希望の持てるキャリアであることを伝えられる講義としたい。

　2020年度は、新型コロナ禍（COVID-19）で学生の就職活動に大きな影響があった。留学生も母

国と日本の移動が困難になり、日本での就職活動を考え直す学生が多かったと思われる。2019年

5月から認められた「在留資格 46号」の申請状況も今後の推移を見守ることとなる。在留資格「技

能実習」や「特定技能」で来日する外国人にも大きな影響があり、企業の人事採用に重要な再考を

促す結果となっている。一定水準以上の専門的能力が必要とされる「技術・人文知識・国際業務」

の在留資格もより厳格化される。また、属人主義的で特殊な日本の新卒採用は、日本人学生の採用

も含めて見直されるべきであろう。留学生が日本の企業で活躍できる社会を期待したい。

注
1） 日本再興戦略改定 2016（2016年 6月 2日閣議決定）留学生、海外学生の日本企業への就職支援強化を求めた。
2） 法務省．（2020）「留学生の就職に係る『特定活動』（本邦大学卒業者）についてのガイドライン」『出入国在留
管理庁』http://www.moj.go.jp/nyuukokukanri/kouhou/nyuukokukanri07_00038.html, 1,1-6．（2020年 11月 9日閲
覧）．要件は 6つのポイントに整理することができる。特に、日本の大学・大学院を卒業・修了し、学位を授
与さえた留学生が対象となるため、大学における留学生支援にとって重要な改正である。また、従来「技術・
人文知識・国際業務」の在留資格において認められない活動も、本制度の要件が満たされれば可能となること
が制度の概要の中で示された。

3） 法律上資格を有する者が行うこととされている業務（いわゆる業務独占資格が必要なもの）及び風俗関係業務
に従事することは認められない。

4） 法務省．（2020）「留学生の在留資格『技術・人文知識・交際業務』への変更許可のガイドライン」『出入国在
留管理庁』http://www.moj.go.jp/isa/publications/materials/nyuukokukanri07_00091.html, 2,9-15．（2020年 11月
9日閲覧）．該当するか否かは、在留期間中の活動を全体として捉えて判断される。単純な業務や反復訓練に
よって従事可能な業務は該当しない。

5） 留学生からの就職相談事例として、「志望動機」「自己 PR」「学生生活で力を入れたこと」の 3項目をどう書け
ば良いか、質問されることが多い。日本人学生と「同様な質問項目」であり、日本人学生が作成した文章を見
て、どう書くべきか悩み相談に訪れる。留学生採用のための「別な質問項目」が設定されることは少ない。

6） 日本学生支援機構．（2020）「2019（令和元）年度外国人留学生在籍状況調査結果」、出身国（地域）別留学生
数の構成比を、中国 39.9％、ベトナム 23.5％、ネパール 8.4％、韓国 5.9％、台湾 3.1％と報告している。

7） 日本国籍を有する 1800名へのアンケート結果では、6割を超え「公費を使うことが必要」と回答された。
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要旨
　本学基盤英語統一プログラムは、COVID-19の影響下で遠隔実施となり、プレゼンテーションも、

音声付きスライドで発表という、同プログラムで前例のない形式を取った。本研究では、学修者 1）

のオンライン発表に対する意識の変化と、その要因を分析する。つまり、学修者が、遠隔での準

備、練習、発表、相互評価に関して感じている利点や困難、意欲や不安と、各自の IT環境とスキル、

遠隔教育の経験、自律的学修習慣の影響について、アンケート調査によって検証した。分析の結果、

学修者が、遠隔での英語プレゼンテーションの準備、練習、発表、相互評価に関して感じている利

点や困難、意欲や不安に関して肯定的変容が認められた。

【キーワード】オンラインプレゼンテーション、英語プレゼンテーション、学修者の意識、意欲、

　　　　　　不安、要因分析

1. はじめに
　COVID-19の影響下、茨城大学では、2020年度前学期を 3週間ほど遅らせて、オンラインで開

講することとなった。これを受けて、基盤教育英語科目も、急遽オンライン開講に変更となり、カ

リキュラムの修正を行うこととなった。教育方法を遠隔授業向けに修正するにあたり、一つの焦点

となったのは、初年次生対象基盤英語の統一シラバスに含まれているプレゼンテーションの実施方

法であった。2020年度 4月初めの段階で、早くも他大学で、オンライン授業の様子を教員や他の

学生らの許可なく SNSに動画投稿した学生が現れたことが報告されていたこともあり、学生の肖
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像権を確実に保護できる方法を採用する必要に迫られた。また、通信環境の問題を抱える学生が相

当数いることと、サーバーへの負荷を軽減する必要性から、ライブ配信形式でのオンライン授業

や、リアルタイムのプレゼンテーションも不可ということになった。こうした事情から、スライド

に音声を埋め込んでクラス全体と共有する形での「プレゼンテーション」を実施することとした。

従って、「ナレーション付きスライドによるプレゼンテーション」という選択は、それが最善のア

プローチだということではなく、あくまで遠隔授業での様々なオンラインプレゼンテーションの形

の一つであると考えており、発表者の姿を映す形のオンラインプレゼンテーションと比べて、どち

らかに優劣をつけているわけではない 2）。

　スライドに音声を埋め込む形式での英語プレゼンテーションは、本学基盤教育英語プログラムで

も前例がなく、限られた時間内での調査でも事例報告や先行研究が見つけられなかった。そこで、

該当クラスの英語教員（大森、上田）と学生支援担当（沼田、矢嶋）でチームを編成し、効果的な

教育方法を模索していくこととなった。該当 6クラスは、次の学期もほぼ同じ学生群で継続するた

め、該当学期（2020年度前学期）でのアンケート調査の成果を、後学期の指導に還元する教育実

践研究として推進していくこととなった。英語担当教員が、臨床心理専門家の学生支援担当とチー

ムを組んで教育実践研究を行うことにした理由は、後述する「学修者の認識や意識を理解する」と

いう点に於いて、専門的な知見を得られるとの判断からであった。

　その流れの中で、本研究では、オンライン発表（スライドに音声を埋め込んでクラス全体と共有

する形での英語プレゼンテーション）に対する学修者の意識の変化と、その要因を分析することを

目的として掲げた。具体的には、学修者が、彼らの持っている対面型発表のイメージと比較して、

遠隔での準備、練習、発表、相互評価に関して感じている利点や困難、意欲や不安を理解し、また

それらが、各自の IT環境とスキル、遠隔教育を受けた経験、自覚している自律的学修習慣の有無

によって、どう影響されているかについて、学期初めと学期末のアンケート調査によって明らかに

することを目指した。

　対象となった初年次生は、初めての学期の授業が全て遠隔実施となったため、本学の対面授業を

一度も受講したことがない状態である。再履修生などの一部の特殊なケースを除けば、殆どの対象

学生が、大学での対面授業を経験したことがないと考えられる。従って、本研究は、あくまで学修

者の意識調査として位置付けられ、学生たちが持っているイメージの中で、オンライン形式と対面

形式のプレゼンテーションの違いがどう認識されているか、そしてその認識がどう変化していくか

を理解することを目指している。そのため、実際のオンライン形式と対面形式のプレゼンテーショ

ンの比較を意図しておらず、比較のための統制群も設定していない。そもそも、上述した現実的な

制約から、「スライドにナレーションを埋め込む形式でのプレゼンテーション」以外の選択肢（統

制群となるクラス）を設定することは出来なかった。

　筆者達の知識の限りでは、「スライドにナレーションを埋め込む形式での英語プレゼンテーショ

ン」に関し、大学での対面授業を（基本的に）経験したことがない初年次生が、彼らの持っている

対面式プレゼンテーションのイメージと比較して、遠隔での準備、練習、発表、相互評価に関して

感じている利点や困難、意欲や不安を調査し、それに影響を与えうる要因として、「IT環境とスキ

ル、遠隔教育を受けた経験、自覚している自律的学修習慣の有無」との関連を分析した研究は類を

見ず、COVID-19影響下の遠隔授業を取り入れた教育環境に於いて、重要な示唆を与える研究であ

ると考えられる。
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2. 研究の目的
　上述したように、本研究では、オンライン発表（スライドにナレーションを埋め込んでクラス全

体と共有する形での英語プレゼンテーション）に対する学修者の意識の変化と、その要因を分析す

ることを目的としている。具体的には、大学での対面授業を（基本的に）経験したことがない初年

次生が、彼らの持っている対面式プレゼンテーションのイメージと比較して、遠隔での準備、練習、

発表、相互評価に関して感じている利点や困難、意欲や不安を理解し、またそれらが、各自の IT

環境とスキル、遠隔教育を受けた経験、自覚している自律的学修習慣の有無によって、どう影響さ

れているかについて、学期初めと学期末のアンケート調査によって明らかにすることを意図してい

る。

3. 研究の方法
3.1. 実施時期と協力者
　アンケート調査の実施時期は、2020年度前学期であった。協力者は、当該学期に初年次生対象

の中級コース（Integrated English II-A）と上級コース（Integrated English III-A）に在籍した学生で

ある 3）。これらのコースは習熟度別のクラス編成により構成されるため、学生の習熟度は比較的均

質である。協力者の内訳は、以下の通りである。

　　　　［中級コース］ （担当教員 上田） 3クラス 合計 87名 

　　　　［上級コース］ （担当教員 大森） 3クラス 合計 70名

両コースとも、3クラスの構成は、「教育学部生と農学部生の混合クラス」、「工学部生クラス」、「人

文社会科学部生と理学部生の混合クラス」となっている。

3.2. Integrated English の概要
　Integrated English（以降、IEと略す）は、茨城大学で 2017年度より導入された、基盤教育英語

プログラム「プラクティカル・イングリッシュ」の初年次生対象の部分である。全ての学部の初年

次生を対象とした、習熟度別統一カリキュラムで、4技能統合型プログラムを採用している。「プ

ラクティカル・イングリッシュ」は、2017年度に改訂された茨城大学ディプロマ・ポリシーに於

ける「世界の俯瞰的理解」および「課題解決能力・コミュニケーション力：グローバル化が進む地

域や職域において、多様な人々と協働して課題解決していくための思考力・判断力・表現力、及び

実践的英語能力を含むコミュニケーション力」を涵養する科目として位置づけられており、カリ

キュラム・ポリシー「実践的英語力の養成」を実現することを目標としている。現在茨城大学では、

全学生が入学初年度に IEを、第 2、第 3学年に Advanced Englishと呼ばれるプログラムを受講し

ている。

　IEは I（初級）、II（中級）、III（上級）と、3つの習熟度レベルに分かれている。これらは前述

のように統一カリキュラムであるため、同一のレベル授業においては異なる教員、異なる学部、ク

ラスであっても同一シラバスとなっている。従って、成績評価においても公平であることが求めら

れている。4技能（読む、書く、話す、聴く）のバランスのとれた養成と自律的学修者の育成を目

標としていることから、評価の内訳は、4技能が各 20％ずつ、自律的学修が 20％となっている（こ

の比率は、COVID-19の影響下で遠隔実施になってからも変更されていない）。自律的学修につい

ては、Book Reportと CALL （Computer-Assisted Language Learning）の課題を提出させている。能

動的な技能（書く、話す）については、プレゼンテーションとエッセイが中心となっている。
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3.3. プレゼンテーションとエッセイ作成
　習熟度別でコース分けされた Integrated Englishでは、前学期週 2回、後学期週 1回の授業を開

講し、4技能のバランスのとれた育成を目的としているが、能動的技能（書く、話す）の養成に関

しては、プレゼンテーションとエッセイ作成に重点を置いている。

　また、2学期間に渡って、例えば上級の場合 200語、400語、600語と発展させていくプロセス・

アプローチのカリキュラム構成と、それに伴う形成的評価の形式から、全てを累積すると非常に大

きな比重を占める重要なアクティビティであると言える。従って、プレゼンテーションとエッセイ

は、学生の視点からも、総合成績に多大な影響を与える重要な活動として映ると考えられ、その到

達目標と評価基準を明確に学生と共有することの重要さは強調されなくてはならない。

　授業では、「プレゼンテーション」（つまり、音声付きスライド）と同じトピックのエッセイを

クラス全体に発表した後に、学習者が互いに英語の文章でコメントを交換し合った。同じ Topic 

Group内では、英語での Voice Chatでも意見交換を行った。教員からは、プレゼンテーションス

ライドとエッセイを画面で共有しながらの、ボイスチャットなどによる個別指導が行われた。指導

や活動内容の詳細は、以下にコース毎に説明する。

3.4. 中級コースに於けるプレゼンテーションの概要
3.4.1. 中級コースに於けるプレゼンテーションの内容
　中級コースでは、20名以上の常勤・非常勤の担当者がおり、教室環境もさまざまである。その

中で本研究では、同一の担当者（上田）が担当した 3つのクラスのみを対象として調査を行ってい

る。

　中級コースでは、統一シラバスと評価項目の中で、1つのスピーチと 2つのプレゼンテーション

（プレゼンテーション 1：視覚的資料を使いながらプレゼンテーションを行う、プレゼンテーショ

ン 2：パワーポイントファイルを作成してプレゼンテーションを行う）が授業の中で指導・実施

されること、が明記されている。これらの実施については、それぞれがパラグラフ、5つのパラグ

ラフ（Introduction, Body1-3, Conclusion）から構成される主張のあるエッセイ、5つのパラグラフ

（Introduction, 根拠つきの Body1-3, Conclusion）からの主張のあるエッセイを書くことと対応して

いる。ライティングについては共通のハンドアウトが用意されている。

　作成する文章の長さ（量）については、具体的で明解な基準がある。1）100語のパラグラフ／

1分間のスピーチ、2）200語のエッセイ／ 2分間のプレゼンテーション、3）300語のエッセイ／

3分間のプレゼンテーション、である。

3.4.2. 中級コースに於けるプレゼンテーションの指導
　中級コースでは、パラグラフ段階からはじまる英文エッセイの作成の仕方を学びながら、ただ文

章を書くだけでなく、その内容を口頭発表することが求められる。具体的には、

　 1） Main Ideaを含んだ Topic Sentenceとそれを説明する Supporting Sentencesからなるパラグ

ラフを作成する（100語程度、1分間のスピーチ）

　　　　　　　　↓

　 2） 短い 5つのパラグラフから構成される主張や意見のあるエッセイを作る（200語程度、2分

間のパワーポイントファイルを利用したプレゼンテーション）

　　　　　　　　↓
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　 3） 主張や意見をただ述べるのではなく、自らの経験や他の資料を紹介するなど根拠を明示した

より説得力のあるエッセイを作る（300語程度、3分間のパワーポイントファイルを利用し

たプレゼンテーション）

　　　 以上 3つの段階を踏み、よりアカデミックプレゼンテーションに近いものを作り上げてい

く。

各段階において学生は文章作成と口頭発表ではそれぞれほぼ同一のコンテンツを用意し、それらを

二種類の発信できる形に整えていく、という活動を行う。

　授業初日、シラバス解説の時点で、中級コースの授業においてはこの口頭発表やエッセイ作成が

可能にすべく 4技能の力を伸ばすこと、教科書はむしろそのために利用することなどが伝えられ

る。授業内では、パラグラフ作成、エッセイ作成に関するハンドアウトが段階的に配布され、学生

はエッセイ作成、プレゼンテーション実施に向けて準備を行っていく。この過程の中には学生の個

人的な作業だけでなく、お互いの下書きを読み合いアドバイスを与え合うようなペアワーク、グ

ループワーク（ピアレスポンス活動）も行われる。

　細かな音素よりも韻律に意識を向けるため、授業内ではテキストでの音声素材を利用して頻繁に

シャドーイングの練習が行われた。また、CALLにおいても、ただ視聴するのではなく、シャドー

イングも行うことが推奨された。また、YouTubeや TEDなどの音声素材を利用し、日本人的な発

音であっても韻律が上手に再現できると魅力的で説得力のあるプレゼンテーションが行える実例が

提示された。

　実際の授業においては、一貫してMicrosoft Teamsを利用した。

　 1）  1回目の短いスピーチでは、敢えてオンタイムで各自が発話するようにし、教員もまたオン

タイムで各自に短いコメントを伝えた。また、それを聴いたクラス全員からのコメントを

Microsoft Formsによって回収し、教員が発表者ごとにデータを切り分けて配布した。教科

書でのトピックと連動し、1回目のトピックは全員がそれぞれの「My Home Town」につい

て話した。4）

　 2）  2回目以降は全員パワーポイントファイルに録音する形式となった。2回目はクラス全員の

ファイルを各自が聴き、エクセルファイルにてコメントファイルを作成し提出した。担当教

員がこのエクセルファイルを切り分けて、コメントを配布した。トピックは「My Favorite」

と設定した。

　 3）  3回目の 3分間のプレゼンテーションでは、まず小グループ内でグループプレゼンテーショ

ンを行い、お互い口頭でコメントを出し合ったうえで、グループ内から一人を選出し、クラ

ス全体へのプレゼンテーションへ進むという形をとった。これらがすべて終わってから、成

績評価対象となるファイルを最終提出することとし、お互いから学びあった結果を自分の内

容にも反映させられるようにした。「主張と説得力のある」内容にするため、トピックにつ

いては「自分が良いと思っているものや事柄をオーディエンスに勧められるトピックを選

ぶ」ように指示した。結果として「チョコレートを食べることで得られるメリット」、「オン

ラインショッピングを活用しよう」、「自炊のすすめ」など、バリエーションがあり学生がお

互いに興味をもって聴くことのできるタイトルが並ぶプレゼンテーションとなった。 

3.5. 上級コースに於けるプレゼンテーションの概要
　前学期の上級コース（担当、大森）では、学期の中間にMid-term Presentation & Essay （200語
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程度）を行い、前学期末には、それを修正、拡張して Final Presentation & Essay （400語程度）へ

と発展させる。更に後学期の上級コースでは、それを Final Presentation & Essay （600語程度）と

いう形で集大成する。 これらは、最重要アクティビティの一つとして位置付けられているため、

総合成績に於ける比重は高く、以下のようになっている。

　　（前学期週 2回）

　　　中間プレゼンテーション（7％）とエッセイ（5％）: 合計 12％

　　　期末プレゼンテーション（13％）とエッセイ（10％）: 合計 23％

　　（後学期週 1回）

　　　期末プレゼンテーション（20％）とエッセイ（16％）: 合計 36％

3.5.1. 上級コースに於けるプレゼンテーションの指導
　前学期と後学期を通して、プレゼンテーションとエッセイの指導は、配布資料である

「Presentations & Essays Guidelines」（以下「ガイドライン」）を使った説明から始まる。資料は、

ほぼ全て英語で書かれている。但し、文章の構成、書き方などは、2学期間を通して、教科書や副

教材も使って学修していく。その骨子を纏めると以下のようになる。

I. Processes　（プロセス）
　一つのトピックを 2学期間に渡って、200語、400語、600語と発展させていくプロセスの全体

像を説明する。また、プレゼンテーションとエッセイを作成していくプロセス、つまり主題の選

定、（個人での、集団での）アイディアの捻出、（図書館やインターネットでの）調査、概念図とア

ウトライン（概要、骨子）の作成、初稿作成、（個人や集団での）見直し、推敲（修正）、編集も説

明する。

II. Contents　（内容）
　プレゼンテーションとエッセイの内容について、主に、トピックの選定、広範囲なリサーチ、情

報に基づいたレポートの作成について解説する。そのために、「信頼できるソース（データ、文献

やサイト）を引用し、自分の議論を補強する」こと、「個人的な経験談や経験論に依拠しない」こ

と、「剽窃を避けること」も概説する。

III. Language　（言語）
　英語でのプレゼンテーションとエッセイを作成していくための現実的な指針を示す。主として、

「（自分が使いこなせる範囲の）シンプルな英語（Plain English）を使うこと」、「専門用語に定義や

簡潔な解説を加えること」、「（コロケーション辞典、類義語辞典など）種々の学生向けの英英辞典

を参照すること」、「（主題選定、概念図、アウトライン、初稿作成から完成まで）一貫して英語で

作成していくこと」などを解説している。

IV. Mid-term & Final Presentations　（中間と期末プレゼンテーション）
　プレゼンテーションに関する具体的な指示を纏めている。主に「スライドの内容」、「効果的なス

ピーチのための、原稿の分析と練習」、「プレゼンテーション時に提出するポートフォリオ」、「プレ

ゼンテーションの自己評価と（学生間）相互評価」について説明している。

V. Mechanics for Mid-term & Final Essays　（エッセイの体裁）
　エッセイ本文と引用文献リストの体裁について説明している。
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VI. Evaluation　（評価）
　其々のプレゼンテーションとエッセイに於ける、各項目の配点を表で示している。項目は、「内

容と構成」、「英語 （Spoken/Written English）」、「スピーチ伝達技術と視覚補助」に分かれている。

上記資料には、理解を深めるために、以下の Appendix（付録）も添えられている。

Appendix I: Policy on Plagiarism （剽窃について指導方針の説明）
Appendix II-A: An Example Essay （エッセイの例）
　主題、キーワード、概念図、アウトライン、エッセイ一式を提示している。更に、理解を深める

ために、そのエッセイ例を使ったディスカッション・クエスチョンも提供している。

Appendix II-B: An Example for Presentation Slides （スライド例）
Appendix III: Citation （引用の具体的な方法）
Appendix IV: Collocation Dictionary （英英コロケーション辞典の紹介）

　上記ガイドラインは、2学期を通して使用され、プレゼンテーションとエッセイ作成に関する指

針を与えている。

　授業内でのプレゼンテーションとエッセイの指導に関しては、「自律的学修」並びに「協働学修

（cooperative learning）（Jacobs & Renandya, 2019）のシステム作りに力を入れた。各学生が自律し

てテーマを選び、リサーチを進め、準備をし、発表するというだけではなく、そのプロセスを通じ

て、相互に英語で意見交換や評価をしあい、協力して学び合っていくシステムを採用した。この背

景にあるのは、「基盤教育」の目標である、自律的学修者として生涯学習［1］を続けていくための「基

盤」の形成、つまり、「生きる力」（OECDの ‘Zest for Living’）の育成という考え方である（中央

教育審議 , 2018）。より具体的なレベルでは、上述の本学ディプロマ・ポリシーにおける「課題解

決能力・コミュニケーション力：グローバル化が進む地域や職域において、多様な人々と協働して

課題解決していくための思考力・判断力・表現力、及び実践的英語能力を含むコミュニケーション

力」を涵養するための学びのデザインを意図したものである。つまり、学生達は、それぞれのテー

マを見つけ、自律して「思考、判断、表現」するだけでなく、他者（クラスメイト）と「英語でコ

ミュニケーションをとり」ながら「協働」して、Presentation & Essayという「課題を遂行」して

いくというプロセスを二学期間経験するカリキュラムを意図したのである。

　上記の自律的学修と協働学修を、オンライン授業の中で展開するためのプラットフォームとし

て、対象のクラスでは、Microsoft Teamsを一貫して使用した 5）。Microsoft Teamsでは、多くの

「チャネル」を設け、各チャネルで同時進行で対話（テキストチャット、音声チャット、またはビ

デオ会議）を進行することができる。プレゼンテーションとエッセイのプロジェクトの各段階で、

このプラットフォームを使用し、自律的学修と協働学修を進めるようにしていった。ここで言う各

段階とは、以下のことを指す。

　　 1）主題（テーマ）の選定

　　 2）（個人での、集団での）アイディアの捻出（ブレインストーム）

　　 3）図書館やインターネットでの調査

　　 4）概念図とアウトライン（概要、骨子）の作成

　　 5）初稿作成

　　 6）（個人、グループ、クラス全体での）見直し（ピアレスポンス活動）

　　 7）推敲（修正）
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　　 8）第二稿作成

　　 9）（個人、グループ、クラス全体での）見直し（ピアレスポンス活動）

　　10）推敲（修正）

　　11）編集と完成

　最初に、各自が主題（テーマ）を選ぶ段階で、「Presentations & Essays」専用のチャネルを使い、

クラス全体に向けて暫定的なテーマを共有し、興味の近い者同士で 3～ 4人のトピックグループ

を形成した。例えば、「ヤングケアラー（家族の介護や身の回りの世話を担っている 18歳未満の

子ども達）、「子供の虐待」、「日本の家族観の変遷」というテーマに取り組んだ学生達で、「Family 

Problem」というトピックグループが形成された。トピックグループが出来た時点で、各グルー

プ毎にチャネルを与え、その中で上記の 2）以降をグループ毎に進めさせていった。中間プレゼ

ンテーションとエッセイ （初稿） と期末プレゼンテーションとエッセイ （第二稿）という節目の段

階では、「Presentations & Essays」専用のチャネルを使い、クラス全体でプレゼンテーションと

エッセイを共有させ、ピアレスポンス活動を行わせた（教員からも個別のテュートリアルをヴォ

イスチャットで提供した）。この一連の流れの中で、学修者達が個々に自律して自分のテーマで

Presentation & Essayを完成させていく（自律的学修）というだけでなく、トピックグループメイト、

更にはクラスメイト全員と協働学修していくことを、システムとして経験させていった。

3.6. �オンライン授業での英語プレゼンテーション実施に対する学修者の意識の変化と要因の分析
　前節までに述べたように、本研究では、オンライン発表（スライドにナレーションを埋め込んで

クラス全体と共有する形での英語「プレゼンテーション」）に対する学修者の意識の変化と、その

要因を分析することを目的としている。具体的には、大学での対面授業を（基本的に）経験したこ

とがない初年次生が、彼らの持っている対面式プレゼンテーションのイメージと比較して、遠隔で

の準備、練習、発表、相互評価に関して感じている利点や困難、意欲や不安を理解し、またそれら

が、各自の IT環境とスキル、遠隔教育を受けた経験、自覚している自律的学修習慣の有無によっ

て、どう影響されているかについて、学期初めと学期末のアンケート調査によって明らかにするこ

とを目的としている。

　2020年度前学期の学期初めと学期末に於いて、オンライン授業での英語プレゼンテーション実

施に対する学修者の意識の変化と要因に関し、以下の点に焦点を当て、調査した。学期開始時に以

下の内容のアンケートを「事前調査」として実施し、学期終了時に以下［英語プレゼンテーション

実施に対する学修者の意識に関する質問］の同内容のアンケートを「事後調査」として実施した。

尺度は、意識に関する質問及び経験に関する質問⑨及び⑩は「4：そう思う」から「1：そう思わ

ない」の 4件法、経験に関する質問①から⑧までは「0:いいえ」「1:はい」の 2件法であった。

［英語プレゼンテーション実施に対する学修者の意識に関する質問］

　 1 .  「オンライン授業での英語プレゼンテーションの準備、発表、コメント交換」は、「対面授業

での英語プレゼンテーションの準備、発表、コメント交換」に比べて、

 自分のペースで準備しやすい。

　 2 . 「オンライン授業での英語プレゼンテーションの準備、発表、コメント交換」は、「対面授業

での英語プレゼンテーションの準備、発表、コメント交換」に比べて、

 自分で準備したり、練習したりしていくのは難しい。
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　 3 . 「オンライン授業での英語プレゼンテーションの準備、発表、コメント交換」は、「対面授業

での英語プレゼンテーションの準備、発表、コメント交換」に比べて、

 プレゼンテーションのために、自分でリサーチを進めていくのは難しい。

　 4 . 「オンライン授業での英語プレゼンテーションの準備、発表、コメント交換」は、「対面授業

での英語プレゼンテーションの準備、発表、コメント交換」に比べて、

 プレゼンテーションのために、自分でリサーチを進めていくのは不安だ。

　 5 . 「オンライン授業での英語プレゼンテーションの準備、発表、コメント交換」は、「対面授業

での英語プレゼンテーションの準備、発表、コメント交換」に比べて、

 オーディエンス（聞き手）を意識したプレゼンテーションを学ぶのが難しい。

　 6 . 「オンライン授業での英語プレゼンテーションの準備、発表、コメント交換」は、「対面授業

での英語プレゼンテーションの準備、発表、コメント交換」に比べて、

 人前に立ってプレゼンテーションをしなくていいので、安心だ。

　 7 . 「オンライン授業での英語プレゼンテーションの準備、発表、コメント交換」は、「対面授業

での英語プレゼンテーションの準備、発表、コメント交換」に比べて、

 プレゼンテーション（の音声）を何度も録り直せるので、安心だ。

　 8 . 「オンライン授業での英語プレゼンテーションの準備、発表、コメント交換」は、「対面授業

での英語プレゼンテーションの準備、発表、コメント交換」に比べて、

 プレゼンテーション（の音声）を何度も録り直せるので、良いプレゼンテーションができ

る。

　 9 . 「オンライン授業での英語プレゼンテーションの準備、発表、コメント交換」は、「対面授業

での英語プレゼンテーションの準備、発表、コメント交換」に比べて、

 プレゼンテーション（の音声）を何度も録り直せるので、プレゼンテーションの技術が上が

る。

　10. 「オンライン授業での英語プレゼンテーションの準備、発表、コメント交換」は、「対面授業

での英語プレゼンテーションの準備、発表、コメント交換」に比べて、

 教員やクラスメートからの意見や評価を得にくい。

　11. 「オンライン授業での英語プレゼンテーションの準備、発表、コメント交換」は、「対面授業

での英語プレゼンテーションの準備、発表、コメント交換」に比べて、

 口頭ではなく、文字で意見や評価をもらいやすいので、有益だ。

［経験に関する質問］

　①英語でのプレゼンテーションを授業などで行ったことがある

　② 授業などの一環で、明確な評価基準を示された上で、英語プレゼンテーションを行ったことが

ある

　③（YouTubeなどの）ネット経由の授業配信で学んだことがある

　④（予備校やテレビなどの）ライブ配信や録画授業を受講したことがある

　⑤その他、Web、ラジオ、書籍などの一方向型の遠隔教育を受講したことがある

　⑥双方向型の遠隔教育を受けたことがある

　⑦（問題集や参考書などを使って）自律的学修をする（独学する）習慣がある

　⑧学修アプリ（スタディサプリ 6）など）やWebsiteなどで、ITを使って独習する習慣がある

　⑨（Wordなど）文書作成ソフトの基本的な使い方には問題ない
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　⑩（PowerPointなど）プレゼンテーションソフトの基本的な使い方には問題ない

4. 研究の結果
　まず、オンライン授業での英語プレゼンテーションへの意識の変化について検討した。11項目

の各質問は、それぞれ「『オンライン授業での英語プレゼンテーションの準備、発表、コメント交

換』は、『対面授業での英語プレゼンテーションの準備、発表、コメント交換』に比べて」との内

容に続き、Q1「自分のペースで準備しやすい。」（以下「準備の進めやすさ」）、Q2「自分で準備

したり、練習したりしていくのは難しい」（以下「自主的な準備・練習のしやすさ」）、Q3「プレゼ

ンテーションのために、自分でリサーチを進めていくのは難しい」（以下「自主的なリサーチのし

やすさ」）、Q4「プレゼンテーションのために、自分でリサーチを進めていくのは不安だ」（以下「自

主的なリサーチへの不安」）、Q5「オーディエンス（聞き手）を意識したプレゼンテーションを学

ぶのが難しい」（以下「聞き手を意識した学修」）、Q6「人前に立ってプレゼンテーションをしなく

ていいので、安心だ」（以下「人前に立たない安心感」）、Q7「プレゼンテーション（の音声）を何

度も録り直せるので、安心だ」（以下「録り直せる安心感」）、Q8「プレゼンテーション（の音声）

を何度も録り直せるので、良いプレゼンテーションができる」（以下「録り直せることでの質の向

上」）、Q9「プレゼンテーション（の音声）を何度も録り直せるので、プレゼンテーションの技術

が上がる」（以下「録り直せることでのプレゼン技術の向上」）、Q10「教員やクラスメートからの

意見や評価を得にくい」（以下「意見や評価の得やすさ」）、Q11「口頭ではなく、文字で意見や評

価をもらいやすいので、有益だ」（以下「文字での意見や評価の得やすさ」）である。オンライン授

業での英語プレゼンテーションに関するアンケートの事前事後の変化について、上記の 11項目の

質問に対する得点を対応のあるｔ検定を用いて分析した。なお、Q2、Q3、Q4、Q5、Q10の 5つ

の質問については、内容を調整するため点数を反転させ（「1:そう思う」から「4:そう思わない」

の 4段階）分析した。

4.1. オンライン授業での英語プレゼンテーションへの意識の変化
　学期初め（初回授業もしくは 2回目授業）と学期末（29回目もしくは 30回目授業）のオンライ

ン授業での英語プレゼンテーションへの意識の変化を検討するため、それぞれの項目において対応

のあるｔ検定を用いて分析した。

　11項目中、Q5を除く 10項目において、1％水準で有意に得点が増加した。オンラインという形

であっても、英語プレゼンテーションを学ぶ授業として意義あるものとなったと言えるのではない

か。

　オンライン授業での英語プレゼンテーションにおいて、メリットになるであろうと想定してい

た、人前で直接話すのを避けられることでの安心感、音声を録り直せることにより技術や質を向上

させられる、文字で意見や評価を得られること（Q6、Q7、Q8、Q9、Q11）に関しても、数値は有

意に変化していた。実際に授業を受けてから、さらにそのメリットを感じることができたのではな

いだろうか。オンライン授業ならではのメリットをうまく活用できたのではないかと考えられる。

　一方、自分でリサーチを進めることへの困難さや不安、評価の得にくさ（Q1、Q2、Q3、Q4、

Q10）等、オンライン授業で英語プレゼンテーションを行う際にデメリットになるのではないかと

想定していた項目についても、授業の前後で数値に有意な差があった。オンライン授業において

も、学生が自主的にリサーチを進めることや、プレゼンテーションに対する意見や評価に伝えあう
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こと等に関する前述のMicrosoft Teamsを使ったシステム作りが効果的であったと推測される。

　11項目の中で唯一、Q5の「オーディエンス（聞き手）を意識したプレゼンテーションを学ぶの

が難しい」ということに関しては、数値に有意差は見られなかった。この項目は、対面であろうと

オンラインであろうと、プレゼンテーションをするにあたってかなり高度な技術や意識が必要と言

えるだろう。特に非同期のオンラインプレゼンテーションでは、聞き手からの事後の評価は文字で

得られたとしても、プレゼンテーションを行っている最中に聞き手の反応を感じ取ることはできな

い。ただ、Q10、Q11の結果から、オンライン授業においても聞き手から事後の評価は得られるこ

とを学生は感じ取ることが出来たと推測できるので、学生がさらに経験を重ねることによってよ

り聞き手を意識したプレゼンテーションを学修していくことができる可能性はあると考えられる。

オーディエンス（聞き手）を意識したプレゼンテーションの指導に関し、上級コースを例に次節で

詳述し、考察する。

　全体として、今回質問した項目の得点の多くは、有意に上昇しており、今回のオンライン英語授

業を受講することにより、学修者が、遠隔での準備、練習、発表、相互評価に関して感じている利

点や困難、意欲や不安などへ肯定的な影響を与えていることが考えられる。

表 1　オンラインでの英語プレゼンテーションに関するアンケート学期初め・学期末比較
2020年度前期

項目内容
学期初め
（N=151）

学期末
（N=151）

検定
結果
（P値）M SD M SD

1．自分のペースで準備しやすい。 2.64 0.86 3.40 0.69 0.000**

2．自分で準備したり、練習したりしていくのは難しい。 2.03 0.81 2.51 0.84 0.000**

3． プレゼンテーションのために、自分でリサーチを進めてい
くのは難しい。 2.22 0.81 2.72 0.87 0.000**

4． プレゼンテーションのために、自分でリサーチを進めてい
くのは不安だ。 1.72 0.80 2.40 0.91 0.000**

5． オーディエンス（聞き手）を意識したプレゼンテーション
を学ぶのが難しい。 1.77 0.74 1.84 0.86 0.176

6． 人前に立ってプレゼンテーションをしなくていいので、安
心だ。 2.62 0.87 3.25 0.88 0.000**

7． プレゼンテーション（の音声）を何度も録り直せるので、
安心だ。 3.01 0.81 3.57 0.61 0.000**

8． プレゼンテーション（の音声）を何度も録り直せるので、
良いプレゼンテーションができる。 2.68 0.82 3.19 0.76 0.000**

9． プレゼンテーション（の音声）を何度も録り直せるので、
プレゼンテーションの技術が上がる 2.40 0.81 2.62 0.88 0.005**

10． 教員やクラスメートからの意見や評価を得にくい。 2.05 0.75 2.57 0.86 0.000**

11．  口頭ではなく、文字で意見や評価をもらいやすいので、有
益だ。 2.65 0.77 2.97 0.75 0.000**

*: p＜ 0.05　**:ｐ＜ 0.01　事前 vs事後 ｔ検定
Q2,Q3,Q4,Q5,Q10は反転項目　　すべての質問は、「オンライン授業での英語プレゼンテーションの準備、発表、コメン
ト交換」は、「対面授業での英語プレゼンテーションの準備、発表、コメント交換」に比べて」に続く内容となっている。
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4.2　さまざまな経験とオンライン授業での英語プレゼンテーションへの意識の関連
　オンライン授業で英語プレゼンテーションに関する指導を行うにあたり、アンケートでは様々な

経験の有無についても事前に調査した。経験に関する質問項目は、①英語でのプレゼンテーション

を授業などで行ったことがある（以下「英語プレゼン経験」）、②授業などの一環で、明確な評価基

準を示された上で、英語プレゼンテーションを行ったことがある（以下「評価基準有の英語プレゼ

ン経験」）、③（YouTubeなどの）ネット経由の授業配信で学んだことがある（以下「YouTubeな

どの一方向遠隔授業経験」）、④（予備校やテレビなどの）ライブ配信や録画授業を受講したことが

ある（以下「予備校などの一方向遠隔授業経験」）、⑤その他、Web、ラジオ、書籍などの一方向型

の遠隔教育を受講したことがある（以下「その他一方向遠隔授業経験」）、⑥双方向型の遠隔教育を

受けたことがある（以下「双方向遠隔教育経験」）、⑦（問題集や参考書などを使って）自律的学修

をする（独学する）習慣がある（以下「書籍での独習習慣」）、⑧学修アプリ（スタディサプリな

ど）やWebsiteなどで、ITを使って独習する習慣がある（以下「ITでの独習習慣」）、⑨（Wordな

ど）文書作成ソフトの基本的な使い方には問題ない（以下「文書作成ソフト経験」）、⑩（PowerPoint

など）プレゼンテーションソフトの基本的な使い方には問題ない（以下「プレゼンソフト経験」）

の 10項目であり、①から⑧までは 0「いいえ」1「はい」の 2件法、⑨、⑩については 1「そう思

わない」から 4「そう思う」の 4件法で回答を求めた。この 10項目間の相関分析を行ったところ、

①と②には相関係数 0.559の相関があり、⑨と⑩には相関係数 0.807の強い相関があった（表 2）。

　次に、オンライン授業での英語プレゼンテーションに対する意識とこれらの経験の有無との関連

を見ていきたい。まず、学期初め、学期末それぞれのアンケートでの英語プレゼンテーションに対

する意識に関しての 11問と、経験に関する 10問について単相関分析を行った（表 3、表 4）。相

関行列を全体的に見てみると、最も大きい相関係数は 0.2程度であり、本研究で調査した 10項目

の経験について、英語プレゼンテーションの意識には大きな影響を与えていたとは言えないだろ

う。ただ、その中でもいくつかの質問については、経験に関して弱い相関がみられるものもあった

ため、単相関係数の高い項目について絞り込みを行い、英語プレゼンテーションに対する意識に関

する各データを従属変数、経験に関する項目を説明変数として、それぞれ重回帰分析を行った。

表 2　過去の経験に関する説明変数 10 項目間の相関係数（N=152）

①英語プレ
ゼン経験

②評価基準
有の英語プ
レゼン経験

③ネット授
業経験

④ライブ配
信授業経験

⑤ラジオな
どの一方向
遠隔授業経
験

⑥双方向遠
隔教育経験

⑦書籍での
独習習慣

⑧ＩＴでの
独習習慣

⑨文書作成
ソフト経験

⑩プレゼン
ソフト経験

①英語プレゼン経験 -

② 評価基準有の英語プレゼン
経験 .559** -

③  YouTubeなどの一方向遠
隔授業経験 .023 .079 -

④ 予備校などの一方向遠隔授
業経験 .079 .010 .054 -

⑤その他一方向遠隔授業経験 .215 -.039 -.037 -.093 -

⑥双方向遠隔教育経験 -.034 -.015 .117 -.002 .048 -

⑦書籍での独習習慣 .051 .112 .082 .005 -.005 .021 -

⑧ＩＴでの独習習慣 .015 .171* .232 -.053 -.137 -.038 .080 -

⑨文書作成ソフト経験 .210** .252** .087 .019 .001 .073 .078 .206** -

⑩プレゼンソフト経験 .215** .219** .056 .014 .060 .066 .118 .202** .807** -

*:p＜ 0.05　**:ｐ＜ 0.01
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　まず、Q4「自主的なリサーチへの不安」について検討する。学期初めの Q4「自主的なリサーチ

への不安」を従属変数、経験⑤「その他一方向遠隔授業経験」、経験⑧「ITでの独習習慣」、経験

⑩「プレゼンソフト経験」の 3項目を説明変数として重回帰分析を行ったところ、有意な重相関

係数がみられたが、それぞれの標準偏回帰係数には有意な値は見られなかった（表 5）。この 3つ

の経験は単相関では弱い相関は見られたものの、有意に「自主的なリサーチのしやすさ」に影響

を与えているとまでは言えなかった。しかし、学期末の Q4「自主的なリサーチへの不安」と、弱

い相関がみられた⑤「その他一方向遠隔授業経験」と⑥「双方向遠隔教育経験」の 2項目で重回

帰分析を行ったところ、有意な重相関係数がみられ、どちらの標準偏回帰係数も正に有意な値と

なった（表 6）。このことから、オンラインでの英語プレゼンテーションを行うにあたって自主的

なリサーチを進めていくために、一方向、双方向ともに、その経験は学修前には大きく影響を与え

ないが、実際に学修を進めていくにつれ、不安の軽減に寄与してくるものと推測できる。上述した

Microsoft Teamsをベースにした協働学修と教員からの個別テュートリアルによるサポートが、不

安の軽減に貢献したと推察される。

表 3　�学期初めアンケートでの英語プレゼンテーションに対する意識に関しての 11 問と過去の経験に関する
10 項目の相関

Q1準備の
進めやす
さ

Q2自主的
な準備・練
習のしや
すさ

Q3自主的
なリサー
チのしや
すさ

Q4自主的
なリサー
チへの不
安

Q5聞き手
を意識し
た学修

Q6人前に
立たない
安心感

Q7録り直
せる安心
感

Q8録り直
せること
での質の
向上

Q9録り直
せること
でのプレ
ゼン技術
の向上

Q10意見
や評価の
得やすさ

Q11文字
での意見
や評価の
得やすさ

①英語プレゼン経験 .007 -.028 .050 .004 -.021 -.013 -.081 -.020 -.130 -.143 -.132

② 評価基準有の英語プレ
ゼン経験 -.002 .044 .025 .059 .115 -.043 -.130 .021 -.112 -.010 -.045

③  YouTubeなどの一方
向遠隔授業経験 -.066 -.094 .029 .005 -.080 -.216** -.193* -.073 -.025 -.019 .059

④ 予備校などの一方向遠
隔授業経験 .032 .076 -.058 -.030 -.015 .087 -.098 .025 .0 -.030 -.125

⑤ その他一方向遠隔授業
経験 .207* .107 .092 .110 .128 .106 -.122 .035 .022 .044 -.013

⑥双方向遠隔教育経験 .015 .069 0.172* -.012 .050 -.148 .021 .058 .148 -.050 .074

⑦書籍での独習習慣 .014 -.015 .057 .037 .044 -.034 .001 -.064 -.011 -.023 -.001

⑧ ITでの独習習慣 .016 .118 0.165* .160 .091 -.073 .059 .002 -.002 0.187* .111

⑨文書作成ソフト経験 .042 .073 .035 .167 .025 -.049 -.001 -.014 -.006 .135 .021

⑩プレゼンソフト経験 .052 .072 .054 .170 .010 -.074 -.111 -.078 -.039 .124 .008

*: p＜ 0.05　**: p＜ 0.01

表 4　�学期末アンケートでの英語プレゼンテーションに対する意識に関しての 11 問と過去の経験に関する
10 項目の相関

Q1準備の
進めやす
さ

Q2自主的
な準備・練
習のしや
すさ

Q3自主的
なリサー
チのしや
すさ

Q4自主的
なリサー
チへの不
安

Q5聞き手
を意識し
た学修

Q6人前に
立たない
安心感

Q7録り直
せる安心
感

Q8録り直
せること
での質の
向上

Q9録り直
せること
でのプレ
ゼン技術
の向上

Q10意見
や評価の
得やすさ

Q11文字
での意見
や評価の
得やすさ

①英語プレゼン経験 -.028 .022 .074 .096 -.060 -.102 -.097 -0.227** -.082 -.070 -.113

② 評価基準有の英語プレ
ゼン経験 .016 .063 -.045 .030 -.001 -.011 .009 -.059 -.039 -.127 -.114

③  YouTubeなどの一方
向遠隔授業経験 -.129 -.086 -.018 .079 -.088 -.126 -0.203* -0.174* -.108 -.008 -.056

④ 予備校などの一方向遠
隔授業経験 .046 .032 .092 .050 .080 .001 -.055 -.028 .045 -.007 -.137

⑤ その他一方向遠隔授業
経験 .028 .123 .152 0.177* 0.166* -.005 -.054 .049 .053 .071 .043

⑥ 双方向遠隔教育経験 .144 .022 .061 0.203* .138 -.096 .031 .001 .077 -.103 .070

⑦ 書籍での独習習慣 -.023 .013 .042 .128 -.011 .024 .077 -.073 -.041 -.053 .033

⑧  ITでの独習習慣 -.050 .133 .081 .118 .020 -.023 -.036 .009 -.048 .037 -.008

⑨ 文書作成ソフト経験 -.117 -.018 .027 .078 .091 -.097 -.098 -.026 -.096 -.078 -.043

⑩プレゼンソフト経験 -.133 -.036 -.010 .067 .072 -.147 -.147 -.099 -.106 -.120 -.121

*: p＜ 0.05　**: p＜ 0.01



茨城大学全学教育機構論集グローバル教育研究　第 4号（2021）86

　4.1で述べたように、オンライン英語プレゼンテーションにおいてメリットとなりうると想定し、

全体の t検定においても有意に得点が上昇した Q6、Q7、Q8だが、経験に関する項目についての

影響を分析していくと、負の影響が特徴的に表れていることが分かる。まず、学期初めにおける

Q6「人前に立たない安心感」と、弱い相関がみられた③「YouTubeなどの一方向遠隔授業経験」、

⑤「その他一方向遠隔授業経験」、⑥「双方向遠隔教育経験」の 3項目で重回帰分析を行ったところ、

有意な重相関係数がみられた。それぞれの標準偏回帰係数を見てみると、③「YouTubeなどの一方

向遠隔授業経験」にのみ有意な負の値がみられた（表 7）。また、学期初めの Q7「録り直せる安心

感」と、弱い相関がみられた②「評価基準有の英語プレゼン経験」、③「YouTubeなどの一方向遠

隔授業経験」、⑤「その他一方向遠隔授業経験」、⑩「プレゼンソフト経験」の 4項目での重回帰分

析においても、③「YouTubeなどの一方向遠隔授業経験」は有意な負の値がみられている（表 8）。

さらに Q7に関しては、学期末のデータで重回帰分析を行っても、③「YouTubeなどの一方向遠隔

授業経験」の標準偏回帰係数は有意な負の値になった（表 9）。Q8「録り直せることでの質の向上」

については、弱い相関がみられた①「英語プレゼンの経験」と③「YouTubeなどの一方向遠隔授

業経験」の 2項目で重回帰分析を行ったところ、有意な重相関係数がみられ、どちらも標準偏回帰

係数も有意な負の値になった（表 10）。以上の結果から、③「YouTubeなどの一方向遠隔授業経験」

は、オンラインでの英語プレゼンテーションのメリットとしての特徴に対して負の方に影響を及ぼ

してしまう可能性があることが分かる。つまりネット授業を受けた経験があるからこそ、実際に人

前に立たなくても、何度も録り直せたとしても、オンラインでのプレゼンテーションには準備の大

変さや一定の緊張感があるということを認識しているのではないかと推測でき、それは実際に学修

を行ってからでも大きくは変わらないという結果になった。

表 5　過去の経験から学期初めの Q4「自主的なリサーチへの不安」への重回帰分析結果

（N=152）
学期初 Q4 自主的なリサーチへの不安

R（R2） .25（.06）*

⑤その他一方向遠隔授業経験
.12

（.11）

⑧ ITでの独習習慣
.15

（.16）*

⑩プレゼンソフト経験
.13

（.17）*
カッコ内は単相関 *: p<.05, ⁑: p<.01

表 6　過去の経験から学期末の Q4「自主的なリサーチへの不安」への重回帰分析結果

（N=152）
学期未 Q4 自主的なリサーチへの不安

R（R2） .26（.07）⁑

⑤その他一方向遠隔授業経験
.16*

（.18*）

⑥双方向遠隔教育経験
.19*

（.20*）
カッコ内は単相関 *: p<.05, ⁑: p<.01
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表 7　過去の経験から学期初めの Q6「人前に立たない安心感」への重回帰分析結果

（N=152）
学期初 Q6 人前に立たない安心感

R（R2） .27（.07）*

③  YouTubeなどの一方向遠隔授業経験
-.20*

（-.22）⁑

⑤その他一方向遠隔授業経験
.11

（.11）

⑥双方向遠隔教育経験
-.13

（-.15）
カッコ内は単相関 *: p<.05, ⁑: p<.01

表 8　過去の経験から学期初めの Q7「録り直せる安心感」への重回帰分析結果

（N=152）
学期初 Q7 録り直せる安心感
R（R2） .27（.07）*

② 評価基準有の英語プレゼン経験
-.13

（-.11）

③  YouTubeなどの一方向遠隔授業経験
-.19*

（-.18）*

⑤その他一方向遠隔授業経験
.12

（.13）

⑩プレゼンソフト経験
-.11

（-.07）
カッコ内は単相関 *: p<.05, ⁑: p<.01

表 9　過去の経験から学期末の Q7「録り直せる安心感」への重回帰分析結果

（N=152）
学期末 Q7 録り直せる安心感
R（R2） .24（.06）*

③  YouTubeなどの一方向遠隔授業経験
-.20*

（-.20*）

⑩プレゼンソフト経験
-.14

（-.15）*
カッコ内は単相関 *: p<.05, ⁑: p<.01

表 10　過去の経験から学期末の Q8「録り直せることでの質の向上」への重回帰分析結果

（N=152）
学期末Ｑ 8 録り直せることでの質の向上

R（R2） .28（.08）*

①英語プレゼン経験
-.22⁑

（-.23⁑）

③  YouTubeなどの一方向遠隔授業経験
-.17*

（-.17*）
カッコ内は単相関 *: p<.05, ⁑: p<.01
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　学期初めの Q10 「意見や評価の得やすさ」と、弱い相関がみられた①「英語プレゼン経験」、⑧

「ITでの独習習慣」、⑨「プレゼンソフト経験」の 3項目との重回帰分析では興味深い結果が得ら

れた（表 11）。重相関係数は有意であり、それぞれの標準偏回帰係数を見てみると①「英語プレゼ

ン経験」は有意な負の値で、⑧「ITでの独習習慣」は有意な正の値になった。①「英語プレゼン

経験」が Q10「意見や評価の得やすさ」に負の影響を与えているということから、対面の形での

英語プレゼンの経験がある人は「オンラインでは意見や評価が得られにくいのではないか」ととら

えがちになる傾向があると推測でき、逆に⑧「ITでの独習習慣」が正の影響を与えていることか

ら、ITを使って独習習慣がある学生にとっては、オンラインであっても意見や評価を得ることは

十分可能だと捉えることができている傾向があると考えることもできる。

　4.1で述べたように、ｔ検定での分析において、学期初めと学期末で唯一有意な変化がみられな

かった学期末の Q5「聞き手を意識した学修」に関しては、⑤「その他一方向遠隔授業経験」と⑥

「双方向遠隔教育経験」の 2項目で重回帰分析を行った。有意な重相関係数がみられ、⑤の標準偏

回帰係数のみに正に有意な値がみられた（表 12）。

5. 考察と今後の課題
　本研究では、オンライン発表（スライドに音声を埋め込んでクラス全体と共有する形での英語

「プレゼンテーション」）に対する学修者の意識の変化と、その要因を分析してきた。具体的には、

大学での対面授業を（基本的に）経験したことがない初年次生が、彼らの持っている対面式プレゼ

ンテーションのイメージと比較して、遠隔での準備、練習、発表、相互評価に関して感じている利

表 11　過去の経験から学期初めの Q10「意見や評価の得やすさ」への重回帰分析結果

（N=152）
学期初 Q10 意見や評価の得やすさ

R（R2） .27（.07）*

①英語プレゼン経験
-.17*

（-.14）

⑧ ITでの独習習慣
.16*

（.19）*

⑩プレゼンソフト経験
-.12

（-.12）
カッコ内は単相関 *: p<.05, ⁑: p<.01

表 12　過去の経験から学期末の Q5「聞き手を意識した学修」への重回帰分析結果

（N=152）
学期末 Q5 聞き手を意識した学修

R（R2） .21（.04）*

⑤その他一方向遠隔授業経験
.16*

（.17）

⑥双方向遠隔教育経験
-.13

（-.14）
カッコ内は単相関 *: p<.05, ⁑: p<.01
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点や困難、意欲や不安を理解し、またそれらが、各自の IT環境とスキル、遠隔教育を受けた経験、

自覚している自律的学修習慣の有無によって、どう影響されているかについて、学期初めと学期末

のアンケート調査によって分析してきた。

　分析の結果、オンライン英語プレゼンテーションに対する学修者の意識が、肯定的に変容したこ

とが分かった。つまり、学修者の意識が、遠隔での準備、練習、発表、相互評価に関して感じて

いる利点や困難、意欲や不安などに対し、肯定的に変容してきたことが見えてきた。これは、前

節（4.1.）で示したように、まず全体的な結果から示唆されている（11項目中、Q5を除く 10項目

において、1％水準で有意に得点が増加していた。唯一の例外である Q5「オーディエンス（聞き

手）を意識したプレゼンテーションを学ぶのが難しい」に関しては、後述する）。その中で、オン

ライン授業での英語プレゼンテーションにおいて、利点になるであろうと想定していた、人前で直

接話すのを避けられることでの安心感、音声を録り直せることにより技術や質を向上させられる、

文字で意見や評価を得られること（Q6、Q7、Q8、Q9、Q11）に関して、数値は有意に変化してい

た。このことから、実際に授業を受けてから、更にそのメリットを感じることができたと推察され

た。一方、自分でリサーチを進めることへの困難さや不安、評価の得にくさ（Q1、Q2、Q3、Q4、

Q10）等、オンライン授業で英語プレゼンテーションを行う際にデメリットになるのではないかと

想定していた項目についても、授業の前後で数値に有意な差があった。総じて、オンライン授業に

おいても、学生が自律して学修を進めるだけでなく、協働学修として、プレゼンテーションに対す

る意見や評価に伝えあうこと等に関する前述のMicrosoft Teamsを使ったシステム運用が効果的で

あったと推測される。これにより、学修者達は概して、「スライドに音声を埋め込んでクラス全体

と共有する形での英語プレゼンテーション」に関し、自律してリサーチを進め、準備をし、発表し、

相互に英語で意見交換や評価をしあい、学び合っていくことに自信を深め、不安が軽減したと言え

る。つまり、当該活動に関して、自律的学修者かつ協働学修者（cooperative learners）としての自

信を形成したと考えられる（Jacobs & Renandya, 2019）。これは、「基盤教育」の目標である、自律

的学修者として生涯学習を続けていくための「基盤」の形成、つまり、「生きる力」（OECDの

‘Zest for Living’）の育成に資するものであると言えよう（中央教育審議，2018）。より具体的なレ

ベルでは、これは、上述の本学ディプロマ・ポリシーにおける「課題解決能力・コミュニケーショ

ン力：グローバル化が進む地域や職域において、多様な人々と協働して課題解決していくための思

考力・判断力・表現力、及び実践的英語能力を含むコミュニケーション力」を涵養することに資す

る結果であると言えよう。つまり、学生達は、それぞれのテーマを見つけ、自律して考え、調査し、

判断し、表現し、かつ他者と英語を運用して協働し、各自のプレゼンテーションとエッセイ作成と

いうプロジェクトを遂行していくことに自信を深め、不安が軽減したと言える。

　次に、学修者の意識に影響を与えうる要因の分析に関し、まず着目したいのが、学修者の IT環

境や ITスキルの差である。初年次生が最初の学期に遠隔授業を受講する際、学修に対する不安な

どの意識に差を生じさせる可能性が想定された学修者の文書作成ソフトの利用経験などの IT環境

やスキルの差については、学期末に於いては、オンライン英語プレゼンテーションに対する学修者

の不安等に対して、大きな影響を及ぼしていない可能性があることが分かった。当該学期には、本

学の全てのコースが遠隔実施され、学修者達は、IT機器やMicrosoft Teams、PowerPointなどのア

プリケーションを利用することが多く、これらに関する学修機会が多かったこと、また、当該学期

に、ITの基礎を学ぶ授業も受講していたことが、オンライン英語プレゼンテーションに関する不

安感に肯定的に影響した可能性がある。
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　しかしながら、大学に入学するまでに、YouTubeなどで、インターネットでの一方向型の配信

授業を受けた経験のある学修者が、音声をスライドに埋め込んだオンラインプレゼンテーション

の特徴とも言える「人前に立たない安心感」や「録り直せる安心感」などについて負の影響が出

た、つまり、逆に不安が強くなったという興味深い結果が出たことにも注目する必要がある。この

結果を引き起こした一つの原因として考えられるのは、過去に受講していた「遠隔授業」と、当該

クラスの「遠隔授業」で要求されたタスクの内容の違いの大きさである。同じ「遠隔授業」であり

ながら、過去に受講していた YouTubeなどでの一方向型の配信授業では、画面の向こうの先生が

解説するのを聴いているだけでよかったのだが、当該授業では逆に、自分が音声付きスライドを作

成し、クラス全員に配信することが要求された。しかも、それを目標言語の英語で行い、内容に関

しても、自分でテーマを設定し、リサーチし、情報に基づいた議論を組み立てていかなければなら

なかった。つまり、同じ「遠隔授業」でありながら、受動的な受講形式から、アクティヴ・ラーニ

ングへと概念を 180度転換しなければならず、その概念の破壊と再構築が不安を増長させたと推

測される。また、その学生達は、インターネット上の講師の周到に準備された講義を受けた経験が

あるからこそ、実際に人前に立たなくても、何度も録り直せたとしても、オンラインでのプレゼン

テーション には準備の大変さや一定の緊張感があるということを認識しており、それは実際に学

修を行ってからでも大きくは変わらなかったという可能性もある。つまり、以前は、インターネッ

ト上の講師などが行っていた周到な準備を、今度は自分が英語でしなければならないという重圧が

あったのかも知れない。もしそうであれば、これら事前の認識を変容させる学修体験が必要である

ことが示唆される。

　続けて、多くの設問で肯定的変容が見られた中、Q5「オーディエンス（聞き手）を意識したプ

レゼンテーションを学ぶのが難しい」に関しては学修者の意識に肯定的変容が見られなかったこと

について考察したい。受講者達のプレゼンテーションを上級コースの担当教員が評価していく中

で、全体的に、聴きやすく、理解しやすい英語でのプレゼンテーションを修得していっているとい

う傾向が顕著に見られたため、このアンケート結果は当初、意外に映った。「オーディエンスが理

解できることを意識したプレゼンテーション」を修得させるため、ルーブリックでは、

　　 The speech is articulated clearly and comprehensibly with accurate word stress and appropriate 

prosody （e.g., sentence stress, intonation）．

　　 ［スピーチは、正確な単語アクセントと適切な韻律（文の中での強弱、イントネーションなど）

を使い、明瞭かつ理解可能に発話されている。］

と説明しており、授業内でも、「Speak slowly and clearly in plain English!」（簡潔な英語で、ゆっく

りと丁寧に話そう）」という単純な指示を出し続けていった結果、多くの学生が、明瞭で聞き取り

やすいプレゼンテーションを作り上げていった。にも関わらず、学生達が「スライドに音声を埋め

込んでクラス全体と共有する形での英語プレゼンテーション」での経験通じ、「オーディエンスを

意識したプレゼンテーション」を修得出来たという実感を得られなかったという結果に終わったの

であれば、考察し、今後の教育実践に繋げていく必要があると思われる。

　受講者達が、「オーディエンスを意識したプレゼンテーション」を学修出来たという実感を得ら

れなかった原因の一つとして推察されるのは、彼らの中に、「やはり対面で、オーディエンスに向

かい合って発表しなければ、『オーディエンスを意識したプレゼンテーション』にはならない」と

いう固定概念があったのではないかということである。より本質的には、「そもそもプレゼンテー

ションとは何か」という定義そのものが、担当教員と学生達との間で共有しきれていなかったので
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はないかと推察される。つまり、学生達にとって、「スライドに音声を埋め込んでクラス全体と共

有する形でのプレゼンテーション」は、「本当の」プレゼンテーションではなく、「オーディエンス

を意識したプレゼンテーション」の訓練には、なり得ないものと感じられていたのではないだろう

か。

　上記の推測に基づき、今後の課題として、「音声付きスライドでの英語プレゼンテーション」の

意義を明確に学生に伝えていくこと、そしてその教育的効果を検証していくことを掲げたい。

　まず、「音声付きスライドでの英語プレゼンテーション」の意義に関しては、必ずしも「対面の

プレゼンテーションより劣る代替手段」ではなく、「パンデミックの影響下でのリモートワークな

どで必要とされる複合的リテラシー（マルチリテラシーズ）の一つの形」として捉え、それ自体、

修得する価値があるものなのだと伝えていく必要があろう。「マルチリテラシーズ」という概念の

一つの要は、「コミュニケーション媒体の多様性」の理解にある（The New London Group, 1996）。

つまり、現代社会では、文字、音声、画像、動画などの複数の媒体を駆使してコミュニケーション

をとるようになっているため、こうした媒体の多様性も含めた複合的リテラシー教育を提供する必

要があるという立場である（Anstey & Bull, 2018; Bull & Anstey, 2018）。

　これを踏まえ、学生達には、パンデミック環境下で遠隔での協働を重視した国際社会またはグ

ローカルな地域社会で必要とされる、electric literacyと英語運用能力を組み合わせた複合的なリテ

ラシーとしての「マルチリテラシーズ」の育成に資するものであるということを明確に伝えていき

たい。具体的には、上述した本学ディプロマ・ポリシーにおける「課題解決能力・コミュニケー

ション力：グローバル化が進む地域や職域において、多様な人々と協働して課題解決していくため

の思考力・判断力・表現力、及び実践的英語能力を含むコミュニケーション力」の養成を、「新し

い生活様式」などと呼ばれる環境下に適応した形で実践しているのだという考え方を明示していき

たい。つまり、「新しい生活様式」などと呼ばれる現況下の国際社会では、リモートワークという

形で ITを駆使し、文字、音声、画像（スライド）などの複数の媒体を駆使したコミュニケーショ

ンを通じて協働する能力と、英語運用能力を融合させた複合的なリテラシー（マルチリテラシー

ズ）が求められ、「音声付きスライドでの英語プレゼンテーション」の能力を育成する意義はそこ

にあるということを明確に伝達していきたい。

　更には、教育実践研究として、上記の意義を明示することによる教育効果の検証に着手したい。

つまり、「ナレーション付きスライドでの英語プレゼンテーション」の意義を、新しい生活様式な

どと呼ばれる環境下の国際社会、またはグローカルな地域社会で必要とされる、electric literacyと

英語運用能力を組み合わせた複合的なリテラシーとしてのマルチリテラシーズの育成に資するもの

であるということ、そして、上記の本学ディプロマ・ポリシーに沿うものであるということを明確

に受講生達に伝えながら指導した結果、学生達の学修への意識、意欲、自己効力感と達成感に、ど

のような変容が認められるかを検証していきたい。つまり、指導の結果として、新しい生活様式と

称される状況下で必要とされる「課題解決能力・コミュニケーション力：グローバル化が進む地域

や職域において、多様な人々と協働して課題解決していくための思考力・判断力・表現力、及び実

践的英語能力を含むコミュニケーション力」を修得するのに相応しい訓練を受け、実際に修得して

いるという意識、意欲、自己効力感、達成感を感じるような肯定的変容が、学生達の間に認められ

るか否かを実証的に検証していきたい。
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注
1） 文部科学省によると、大学設置基準上、大学での学びは「学習」ではなく、「学修」とされる。これは、大学
での学びは、講義、演習、実験、実習、実技等の授業時間とともに、授業のための事前準備、事後の展開な
どの主体的な学びに要する時間を内在した「単位制」により形成されていることによる（中央教育審議会，
2012）。逆に、後述するような大学での学びを超えた生涯を通じての学びは、「生涯学習」と表記されることに
なる。

2） 「ナレーション付きスライドによるプレゼンテーション」という選択は、プレゼンテーションに於ける非言語
コミュニケーションの重要性を否定する意図で行われたものではない。実際、2019年度までの対面授業では、
中級、上級クラス共に、gestureや eye contactについても指導していた。

3） 実際のコース名は、Integrated English II、 同 IIIとなっているが、本論文では、分かりやすさを考慮し、便宜上、
「中級コース」「上級コース」と呼んでいる。また、大森ら（2020）で Integrated English上級コースを対象に研
究を行ったため、本節「3.研究の方法」において、Integrated Englishの概要説明並びに上級コースの説明に関
し、内容が大森ら（2020）と重複する部分がある。

4） 上述したように、当該学期の本学の方針として、原則としては、学生の通信環境の問題や、大学サーバーへの
負荷軽減のため、クラス全体でライブ型の授業を極力避けることになっていたが、この短いスピーチに限り、
担当教員の判断として、オンタイムで実施した。

5） Integrated Englishは統一シラバス科目ではあるが、授業の実践に関しては、各担当教員の創意工夫を活かす余
地もあり、遠隔授業に於いてMicrosoft Teamsを使うかどうかは、各教員の裁量に委ねられている。該当クラ
スに於いては、Microsoft Teamsを二学期間一貫して活用している。

6） スタディサプリとは、民間企業が運営するウェブサイトでの学習サービスである。利用者は、パソコンやス
マートフォン、タブレットなどで学ぶ形式をとる。対象は、中学生、高校生、社会人など多岐に渡る。
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Abstract

　　Through the interview conducted on Japanese students and international students who participated 

in the disaster relief volunteer activity for the Typhoon Hagibis in 2019, this paper compared the 

differences in the purposes and experiences of volunteer activities between Japanese students and 

international students. As a result, both Japanese students and international students participated in this 

activity by accepting the request from the university. Before participating the activity, although they 

were interested in volunteering, they had no information and were unable to participate. However, as the 

university actively informed about the volunteer opportunity, students were able to know. Both Japanese 

students and international students thought that their experience of participating in the activity was 

meaningful that they could gain experiences that they could not have in their daily lives and to interact 

with people who were not in contact on a daily basis. Furthermore, as international students wanted to 

gain a variety of experiences while studying in Japan, they participated in the disaster relief volunteer 

activity as they thought it was a culture unique to Japan. 
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1. はじめに
　ボランティア元年と言われる 1995年の阪神・淡路大震災以降、ボランティア活動に対する社会

的な関心が高まり、2000年代以降ボランティア活動を取り入れたサービス・ラーニングが教育現

場でも取り入れられるようになってきた。しかしながら、留学生とボランティアの関係に目を向け

ると、松永（2016）が指摘するように、留学生はボランティアで支援される側と捉えられる傾向

があり、留学生のボランティア活動参加の目的や経験が十分に議論されているとは言い難い。そこ

で、本稿では、2019年の台風 19号の災害支援ボランティアに参加した日本人学生及び留学生にイ

ンタビュー調査を実施し、かれらのボランティア参加の目的と経験を比較し、日本人学生と留学生

のボランティア参加の目的と経験にどのような違いがあったのかを明らかにする。

2. 調査の概要
2.1. 台風 19 号災害支援ボランティア
　台風 19号（令和元年東日本台風）は、2019年 10月 6日に発生、10月 12日に日本に上陸、関

東地方や甲信越地方、東北地方に大きな被害をもたらした。全国で死者 105名、行方不明者 3名

（茨城県内では死者 2名、行方不明者 1名）と、2000年代に入ってからの日本の台風被害では最

悪のものとなっている（消防庁応急対策室 2020）。茨城県内においても、久慈川、那珂川、久慈川

支流の里川、那珂川支流の藤井川で堤防が決壊し（『東京新聞』2019.10.16 ウェブ版）、 住宅の全壊

146棟、半壊 1,590棟、一部破損 1,721棟、床上浸水 104棟、床下浸水 443棟の被害をもたらした

（茨城県災害対策本部 2020）。

　茨城大学では、台風 19号で被災した人々を支援するために、台風上陸の 4日後の 2019年 10月

16日に学生を対象としたボランティア活動の説明会を行った。そして、説明会には約 250名の学

生が参加し、その後 10月 17日・18日に水戸市災害ボランティアセンター本部（渡里町）、10月

20日に常陸太田・常陸大宮でのボランティア活動に向かう学生のために、バスによる送迎を行っ

た（詳しくは、茨城大学 2019）。ボランティア活動には、茨城大学の留学生も参加していた。筆者

は、茨城大学グローバル教育センターで留学生に対する日本語の授業を担当しており、授業でかれ

らが災害支援ボランティアに参加した話を聞き、かれらがなぜ活動に参加しようと思ったのか、そ

して活動を通してどのような経験をしていたのか探りたいと思い至った。そして、調査を進めてい

くなかで、かれらの活動参加の目的と経験は日本人学生と異なるのかに興味を持つようになった。

2.2. インタビュー調査の概要
　調査では、台風 19号の災害支援ボランティアに参加した日本人学生と留学生に対してインタ

ビュー調査を行った。日本人学生については、大学を介して災害支援ボランティアに参加した日本

表 1　調査協力者（日本人学生）の概要

所属学部・研究科 学年 1） ボランティア先 これまでのボランティア経験 インタビュー日
1 人文社会科学部 学部 4年 常陸太田市 あり（募金活動のボランティア）2020年 6月 5日
2 理学部 学部 4年 常陸太田市 あり（教育ボランティア） 2020年 6月 8日

3 人文社会科学部 学部 2年
大子町、水戸市、常陸
大宮市（2回）の計 4
回 2）

あり（東日本大震災の支援ボラ
ンティアのサークルに参加） 2020年 6月 1日

4 教育学部 学部 2年 日立大宮市 なし 2020年 6月 3日
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人学生 22名のうち 4名に対してそれぞれ約 60分の半構造化インタビューを 2020年 6月にオンラ

イン上で行った。表 1に調査協力者（日本人学生）の概要を記す。調査協力者の性別は全員男性で

ある。

　留学生については、大学を介して災害支援ボランティアに参加した留学生全員（6名）に対して、

2020年 1月にそれぞれ約 60分の半構造化インタビューを対面で行った。表 2に調査協力者（留学

生）の概要を記す。

表 2　調査協力者（留学生）の概要

所属学部・
研究科　　 学年 出身国 性別 ボランティア先 これまでの

ボランティア経験 インタビュー日

1 理工学研究科 博士 2年 中国 男性 日立大宮市 なし 2020年 1月 15日

2
人文社会科学
研究科 修士 2年 中国 男性 日立大宮市 なし 2020年 1月 16日

3 理学部 学部 3年 中国 男性 日立大宮市 なし 2020年 1月 17日
4 農学部 学部 1年 中国 女性 日立大宮市 なし 2020年 1月 17日

5 交換留学生※ インド
ネシア 男性 水戸市

あり（子ども向けの
キャンプでのボラン
ティア）

2020年 1月 20日

6 交換留学生※ マレー
シア 男性 水戸市 あり（老人ホームで

のボランティア） 2020年 1月 14日

※ 1年間茨城大学に交換留学生として在籍していた。

　データの分析では、インタビューを書き起こしたものを読み込み、調査協力者のボランティアに

参加した目的を、以下に示す高木・玉木（1996）の災害支援ボランティアに参加する 7つの動機

とそれ以外の動機に分類し、それらの関係を分析した。高木・田牧（1996）の 7つの動機とは、

　① 共感と愛他的性格に基づく援助責任の受容（「被災者が気の毒に思えたので」「自分が援助しな

ければならないと感じた」「自分が思いやりのある愛他的な人間だから」など）

　② 好ましい援助・被援助経験（「以前にこのような経験をして良い気持ちになった経験があった

ので」「今までに誰かに援助されて助かった経験があったので」「今までにこのような援助を行っ

た経験があったから」など）

　③ 利得・損失計算（「援助すれば何らかの報酬や返礼が期待できたから」「援助しないためにこう

むる犠牲が大きかったから」など）

　④ 被災地や被災者への好意的態度（「被災地の神戸やここに住んでいる被災者たちが好きだから」

「被災地に知り合いがいたから」など）

　⑤ 援助要請の応諾（「援助するように直接誰かに頼まれたので」、「特にはっきりとした目的もな

く」など）

　⑥ 良い気分の維持・発展（「援助しようとする人が自分の周りにはほとんどいなかったので」「援

助しようと決心したときに気分が良かったから」「他者の目が気になったので」など）

　⑦ 被災地との近接性（「自分が被災地の近くに住んでいるので」「自分の援助が被災者や被災地に

とって何か役に立つと思ったから」など）

である 3）。そして、災害支援ボランティアの経験については、すべてのインタビュー・データを書
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き起こしたものを読み込み、調査協力者の災害支援ボランティアの経験についてのカテゴリーを生

成し、それらの関係性について分析をした。また、ボランティア活動継続の有無も尋ね、その後の

ボランティア活動の経験や参加に対する意識についても分析をした。

3. 分析
3.1. 日本人学生のボランティア参加の目的と経験
　日本人学生の調査協力者の 4名のうち 3名は台風 19号の災害支援ボランティアに参加するまえ

にボランティア活動をしたことがあった。日本人学生 3は、大学に入学する 1年前に「西日本豪雨 4）

を経験し、（高校生であったことから）何もできなかった」ため、「大学に入ったら何かをしたい」

と考え、東日本大震災をきっかけに設立された復興支援を行うボランティアサークルに参加してい

た。しかしながら、震災から約 8年が経過した今では、サークルは復興イベントや震災学習の企

画や運営を行っており、被災地のがれきの除去、清掃、泥だしのような初期段階の支援は行ってい

なかった。それゆえ、今回の台風 19号の災害支援ボランティアのような初期段階の支援への参加

は初めてだった。また、他の 2名は「夏休みに自主的に公民館に集まった中学生に英語や数学を

教える」教育ボランティア（日本人学生 2）をしたり、「水戸ホーリーホックの選手と（ケーズデ

ンキスタジアムで）お客さんに募金をよびかけ」るボランティア（日本人学生 1）をしたりしてい

た。しかしながら、復興支援を行うボランティアサークルに参加する日本人学生 3も含めて、「②

好ましい援助・被援助経験」から災害支援ボランティアに参加した調査協力者は皆無であった。そ

して、「①共感と愛他的性格に基づく援助責任の受容」、「③利得・損失計算」、「④被災地や被災者

への好意的態度」、「⑥良い気分の維持発展」から参加した者もいなかった。では、なぜかれらは災

害支援ボランティアに参加したのだろうか。

　まず、日本人学生 3が災害支援ボランティアに参加したのは、前述した西日本豪雨が強く影響を

与えているようだった。かれは西日本豪雨が被害をもたらした中国地方出身の学生であった。豪雨

の影響で、2、3ヵ月「電車が動かなくな」るという経験をしていたものの、川が氾濫した地域か

らは離れており、氾濫や浸水などの被害を受けてはいなかった。だが、台風 19号では自分が住ん

でいる近くの地域で氾濫がおこり「人ごとに思えなかった」からと、「⑦被災地との近接性」から

災害支援ボランティアに参加していた。

日学 35）：  西日本豪雨のときは、川が氾濫したりとかいう感じの地域には近くなくて、今回【＝台風 19号】
の場合は、（自分が住んでいる）下の川を見たらめっちゃ氾濫してて、家屋とかが浸水して大変だっ
たので、人ごとに思えなかった感じですね。

　日本人学生 2は、「1年に 1回くらいはなんかやろう」と考えていた。前述した教育ボランティ

アに参加したのは「とりあえず社会経験的にボランティアを何かしようと思」ったからだった。今

回の災害支援ボランティアも、茨城で開催される予定だった全国障害者スポーツ大会（いきいき茨

城ゆめ大会）のボランティア活動が台風 19号の影響で中止になり、「台風のボランティアが来た

から台風のボランティアに行こうみたいな」感じで参加をしていた。また、これまでのボランティ

ア経験のない日本人学生 4も「高い志を持ってボランティアに臨んだ」というわけではなく、「た

またま来たからそれにたまたま乗ったって感じ」で参加をしていた。つまり、かれらは「⑤援助要

請の応諾」から災害支援ボランティアに参加していたのである。
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日学 2：  教育ボランティアと一緒で、ずっと 1年に 1回くらいはなんかやろうって思ってたんで、たまた
ま「ゆめ大会」6）のボランティアがあって、それが台風でダメになって、台風のボランティアが
来たから、台風のボランティアに行こうみたいな。

瀬尾：  今回忙しいなかで、災害ボランティアに行こうと思ったのは何か理由があるんですか。
日学 4：  たまたまなんですけど、本当に。今まではボランティアが身近に行く機会が本当になかったんで

す。たまたま来たからそれにたまたま乗ったって感じですね。高い志を持ってボランティアに臨
んだって感じではないですね。

　日本人学生 1は、当初ボランティア活動に実際に「参加しようかなと迷って」いたものの、台風

19号の災害支援ボランティアで活動した「友人の話を聞いて参加したいっていう気持ちが強くな

り」、参加を決めた。

瀬尾：  今回の災害のボランティアにはどうして参加されたんですか。
日学 1：  自分の友人がすでに台風 19号のボランティアに参加していて、その友人から現場で実際にボラ

ンティアの活動をして、テレビとかニュースで見るのとはまた違って、大変さを実感したってい
う話を聞いたので、これは貴重な体験や経験になるのではないのかなって思ったのがきっかけで
す。

瀬尾：　  なるほど。別に友だちと話さなければ、興味を持ってはいなかったんですか。
日学 1：  そうですね。参加しようかなと迷ってたんですけど、友人の話を聞いて参加したいっていう気持

ちが強くなりましたね。

友人の影響は他の調査協力者にもみられた。例えば、日本人学生 4はボランティアに参加した理由

を「たまたま来たからそれにたまたま乗ったって感じ」と述べてはいたものの、それに加え、「部

活の友だちもやろうかみたいな話をして」おり、「友だちと一緒にたまたま機会があったんで、行っ

た」とも語っていた。

日学 4：  部活の友だちもやろうかみたいな話をしてたんで、その友だちと一緒にたまたま機会があったん
で、行った。

友だちと災害支援ボランティアに参加することには、学生にとってメリットがあったようである。

まず、参加前に友だちと話し合い、「情報共有」することで「下調べ」（日本人学生 4）や事前準備

をすることができていた。例えば、日本人学生 4はボランティアに行く前に一緒に参加する友だち

と準備や災害支援ボランティアに必要なことを話し合うことができていた。

瀬尾： （ボランティアに友だちと）一緒に行って、作業とかも一緒にしたんですか。
日学 4： 一緒の場所で、同じ作業をしました。
瀬尾： 友だちと行ってよかったことがありますか。あまり関係なかったですか。
日学 4：  休憩時間とか、一緒に話したりとかできましたよね。あと、（ボランティアに参加するための）

準備をするときに情報共有もできました。下調べとして、作業に必要なもの。今回は、台風で川
が氾濫したっていうことで、家屋とかに土砂がバーっていったっていうのをニュースで見たりし
てたんで、長靴を買ったりとか。あとは、破傷風が心配だっていうのもあったんで、長靴の中に
釘とかが刺さっても、足に刺さらないような、鉄板みたいなやつも買ったりとか。防じんマスク
みたいのを、【ホームセンター】とか一緒に行って買ったりとか、そういう情報を共有したりし
ましたね。

また、事前の情報共有だけではなく、活動終了後にバスの中で友だちと話すことで事後のふりかえ

りも促されていた。日本人学生 4は、ボランティアに行く前の事前の「下調べ」で被災した家具を

「ゴミ」と呼ばないように配慮したほうよいと思っていたものの、実際の活動では「臭い」と何度

も「大きい声で言っ」てしまった。それについて「帰りのバス」のなかで活動に参加した友だちか



茨城大学全学教育機構論集グローバル教育研究　第 4号（2021）98

ら「ああいうこと言うなよ、気をつけろよ」と言われ「反省」しており、友だちとのやりとりを通

して内省が促されていた。

瀬尾： （ボランティアに）参加して、よかったことってありますか。
日学 4：  スコップの使い方を学んだとか。あとは、被災者の気持ちを考えるっていうのが、難しいなって

思いました。
瀬尾：  それはどういうことですか。
日学 4：  友だちと一緒に下調べしていくなかで、例えば、汚れた家具とかを、ゴミって言わないとか、そ

ういった配慮が必要みたいなのを（インターネット上に書いてあって）、行く前からそういうこ
とは気を付けようと思ってたんですけど、下水が混じってるから、臭いんですよね。それで、「臭
い、臭い」と大きな声で言っちゃったんです。作業しているときは、あまり意識してなかったん
ですけど、帰りのバスで友だちが「おまえ、ああいうこと言うなよ、気をつけろよ」っていうふ
うに言ってくれたんで、反省しました。

　調査協力者の日本人学生たちは活動を通して充実感を満たしていた。その充実感は、メディアな

どで触れる情報だけではなく「実際に見るっていうことに【中略】価値」を見出していたり（日本

人学生 2）、ボランティアの活動を通して「新しい発見」を得たり（日本人学生 4）と、日ごろの

生活では得られない体験に対して意義を見出していた。

瀬尾：  ボランティア活動に参加してみてどうでしたか。
日学 2：  やってよかったっていうのが大きいですよね。
瀬尾：  やってよかったっていうのは、どうしてそう思うんですか。
日学 2：  普段見れないところ、実際に見るっていうことにだいぶ価値があったのかなと思います。そうい

う災害があった場所の現地に行って被害の状況とかを実際の目で見て、（先ほど）現地の人たちも、
明るかったっていう話をしましたけど、最初のイメージとは違う印象も体験できたっていうのが
大きいのかなと思います。

瀬尾：  結構大変な作業だったけど、楽しいと思われていたようなんですが、どうして楽しかったんです
かね。

日学 4：  大変だったなかで新しい発見がいっぱいあったんですよ。さっきのスコップの使い方とかもあっ
たんですけど。あとは、蔵の中でかき出す作業が、すごい大変だった理由として、コンクリート
が基礎になってる地面だったんですけど、その上にダンボールとかビニールで覆ってあって、そ
の上に土砂が積もった感じだったんで、かき出すっていうのが、大変だったんです。スコップが、
ビニールとかダンボールとかに刺さって、地面からえぐるというか、スコップをコンクリートと
土の間に滑らして、持ち上げるっていう作業ができなかったので、結構、大変でしたね。地面に、
ダンボールがないところを探して、掘り進めて行くみたいな感じ。そんなもんですかね。

このような経験はかれらの日常の授業やアルバイトなどからでは得られない経験であり、特に「外

部の人と関わ」ったり、「自分で能動的に活動する」ことに価値を見出していた。

瀬尾：  ボランティア活動って結構大変な作業だと思うんですけど、それでも参加してよかったことって
いうのは何なんですか。

日学 3：  自分でも一応（被災者の）力になれたっていうのが一つと、見ず知らずの一緒になった方々と協
力して何かをすることができたっていうのがよかったと思います。

瀬尾：  そういうのは大学の授業やバイト、サークルではなかなか得られないことなんですか。
日学 3：  確かに、そうかもしれないです。サークルではあんまり外部の人と関わることは少ないですし、

授業とかバイトとかだったら、教えられたことを淡々とやっているだけなので、自分で能動的に
活動するのは、こういう機会がないとなかなかないと思います。

そして、現時点ではまだ明確ではないものの、ボランティア活動に参加した経験が「今後の生きて
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いく一つの基礎になる」のではないかと語る調査協力者もいた。

瀬尾：  ボランティア活動に参加してみてどうでしたか。
日学 1：  満足感って言っていいのかわからないですけど、なんていうか、住民の方から「わざわざ遠くか

ら来てくださって、ありがとうございます」っていうような言葉をかけていただいたりとか、実
際、現場に行ってボランティア体験をする。ボランティア活動に参加したっていう経験が、何か
今後に生きるのかな、どういうふうに生きるかはあまりわからないですけど、でも経験が何かに
生きるのかなっていうのを感じたことですかね。

瀬尾：  なるほど。この経験は将来生かせそうですかね。
岩田：  あまりわからないですけど、何かやったっていう経験が、今後の生きていく一つの基礎になるん

じゃないかなと思います。

しかしながら、調査協力者たちがボランティア活動への参加を通して充足感を満たしている一方

で、日本人学生 3以外は、「スケジュール的に厳し」かった（日本人 1）、「忙しかった」（日本人 4）、

「授業があっ」た（日本人 2）というように時間的に余裕がなかったこと、また「交通手段がなかっ

た」（日本人学生 4）という理由から、その後のボランティア活動には参加していなかった。

日学 1：  2回目以降も参加させていただこうとは多少思ったんですけど、やはり就職活動とかがあって、
スケジュール的に厳しいところがあって。

瀬尾：  また行かなかった理由とかはなにかあるんですか。
日学 2：  そこからは普通に授業があって、なかなか行く機会がなかったですね。
瀬尾：  その後参加しなかった理由って、何かあったりしますか。
日学 4：  普通に部活ですね。部活が忙しかったんで。ボランティアって、朝早くのバスに乗って行くしか

ないみたいな感じだったんで、空いた時間を見つけて行くっていうことができなかったのがあり
ますね。そして、現場に行くまでの、交通手段がなかったからですかね。

3.2. 留学生のボランティア参加の目的と経験
　次に、留学生のボランティア参加の目的と経験について述べる。調査協力者のうち 2名は、自国

で「養老院（＝老人ホーム）」や子ども向けのキャンプでボランティアをしたことがあったものの、

それ以外の調査協力者はボランティアの経験は全くなかった。ボランティア経験のある調査協力者

を含めても、「②好ましい援助・被援助経験」から災害支援ボランティアに参加しているわけでは

なかった。そして、ボランティア経験のある調査協力者は、以前のボランティア活動には大学進学

に有利になるなど、「③利得・損失計算」を考え、活動に参加しているようだったが、今回の災害

支援ボランティアには、これまでのボランティア活動参加の有無に関係なく、「③利得・損失計算」

から参加している者はいなかった。

留学生 6：  養老院へ行って、お菓子とか、食べ物とかをあげたり（すると）、【中略】活動の点数がもらえる
から。マレーシアではこういう点数が必要。私立大学は大丈夫、でも、国立大学行くときは、（活
動で得られた点数）が必要（になってくる）。

また、災害支援ボランティア独自と考えられる「④被災地や被災者への好意的態度」と「⑦被災地

との近接性」から、参加したものも皆無だった。

　では、調査協力者たちはなぜ災害支援ボランティアに参加したのだろうか。まず、調査協力者の

多くは、「命のことだから行かなきゃ」（留学生 1）、「人を助けたいんです」（留学生 4）など、「①

共感と愛他的性格に基づく援助責任の受容」から参加していた。
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瀬尾：  （ボランティア活動にはこれまでは）「みんなが行かないから恥ずかしいと思った」ということで
すが、（今回の災害支援ボランティアには）それでも「行くぞ」と思ったのはどうしてなんですか。

留学生 1：  えっと、この台風 19号のボランティアは他のボランティアとは違うから、今回はえっと、命の
ことだから、だから、行かなきゃって。

瀬尾：  どうしてこのボランティアに参加しようと思ったんですか。
留学生 4：  中国で自然災害を見たことがないんですけど、この台風は（私は）初めて自然災害に対応しまし

た。だから、助けが必要、人を助けたいんです。

そして、「やりがいがあるから」というように「⑥良い気分の維持・発展」から参加する者もいた。

留学生 3： やりがいがあるから。【中略】なんていうんだろう、奉仕の精神ですね。

また、台風 19号の災害支援ボランティアは、大学からメールが来たり、説明会が行われたりと、

大学から積極的に情報が流れており、その情報をきっかけに「⑤援助要請の応諾」から参加する者

が多くいた。

【インドネシアの指導教員から日本ではボランティア活動に参加するよう言われた流れから】
瀬尾：  ボランティアは茨城大学に来てからしてたんですか。
留学生 5：  探してたんですけど、情報がない、感じました。
【中略】
瀬尾： 情報が、やっぱり今回メールが来て説明会があったから参加したっていうのもあるんですか。
留学生 5：  そうです。

　調査協力者たちは、これらの高木・田牧（1996）の 7つの動機以外の理由からも参加していた。

まず、留学生たちは、日本で様々な経験を得たいと考え、参加しているようだった。

留学生 6：  日本に留学するとき、いろんな体験が欲しいから。
瀬尾：  いろいろな体験っていうのはどんな体験だったんですか。
留学生 6：  最終的な目標は日本語を勉強する。けど、日本の文化はいっぱいあるから【＝日本には文化がた

くさんあるから】、日本の文化を体験したい。

かれらは、日本のボランティア活動は「日本の独特」なものであると捉えており、ボランティア活

動を体験することで日本での新たな経験を得たいと考えていた。

留学生 6：  （日本に）来る前、ニュースでいっぱい見た。日本人は自然災害があるなら、すぐボランティア
をやる感じ。これはマレーシアと違う。こういう感じのことが知りたいから行ってみようかって。

留学生 2：  日本人はボランティア活動に対してすごく熱心してる感じ。中国はちょっと違います。
瀬尾：  それはどう違うんですか。
留学生 2：  まず人が少ないし、もう一つはボランティアに対してイメージが違います。ボランティアのイ

メージは、ちょっとフラフラの人がやる。

その傾向は特に留学の期間が半年から 1年に限られた交換留学生に強く、インドネシアからの交換

留学生は、日本派遣前に母国の大学の教員から「日本の社会を知るために」はボランティア活動に

参加したほうがよいと言われていた。
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瀬尾： 今回のボランティア活動にはなぜ参加したんですか。
留学生 5： それは向こう【＝インドネシアの大学】の先生に「できればボランティアをしてください」って。
 【中略】
瀬尾： 日本に行く前に言われたんですか。
留学生 5： はい、そうです。
瀬尾： それはどんなボランティアを先生は言ってたんですか。
留学生 5： 何でもいいでした。

そして、留学生たちはボランティア活動を通して、他者とのやりとりをすることに意義を見出して

いた。交換留学生の二人（留学生 6と留学生 7）は一緒にボランティア活動に参加し、支援先の家

主からレコードや CDなどを見せてもらい、日本の歌手について教えてもらったり、お風呂場で自

動風呂給湯器や風呂椅子などを見せてもらったりすることで、日本文化に対する理解を深めること

に喜びを感じていた。

留学生 6：  レコードを、初めて見た。おもしろい。家のご主人はやさしいから、働いたあと、終わったあと、
昔のものを出して見せてくれた。

瀬尾：  へー、どんなものを見せてくれたんですか。
留学生 6：  CDとか、テープとか。
瀬尾： え？　CDも？　CDは（見たことが）あるよね。
留学生 6：  CDは見たことがあるけど、昔の歌手の、見たことがない。【中略】あと、日本のお風呂、めっ

ちゃ和風のお風呂。お湯を入れて、温度そのままできるやつ。ボタンで入るお風呂。
瀬尾：  あ、お風呂に行ったことないんですね。
留学生 6：  お風呂行ったことない。その時初めて見た。日本は椅子に座って、シャンプー類は全部低いとこ

ろにあって。

　また、学部・大学院の留学生も、支援先の家主と交流をすることで、自分との価値観の違いに気

づくことができ、それがおもしろいと感じる者もいた。

留学生 2：  部屋の中の電気（製品）は全部壊れた。私は最初この電気（製品）を全部出して、掃除してと
思ったけど、夫婦二人は写真を先にとって外に置いた。ちょっと私の考えと違います。

瀬尾： それはどうして写真を先に置いたんですかね。
留学生 2： 記憶が大事。
瀬尾： それについて【留学生 2】さんはどう思いましたか。
留学生 2：  なんだろ私からみればそんな重要じゃないです。写真はいっぱい印刷できるから、写真より電気

製品のほうが価値があると思って。でも、それ【＝その価値観の違い】はすごくおもしろいなと
思って。

留学生 3：  災害のときの（被災者の）気持ちが知ることができたこと。
瀬尾： その気持ちっていうのは？
留学生 3：  行った先の主人と会話をして、向こうは結構明るい人だったんです。大変なことが起きてるけど、

明るい感じ。そういう感じは私にはなくて。

そして、大学外から参加した他の日本人ボランティアとのやりとりから日本国内外の他のボラン

ティア活動について教えてもらったりすることに喜びを感じる者もいた。

留学生 3：  ボランティアの活動、僕らだけじゃなくて、他のところからも来た人もいるじゃないですか。そ
れで一人、おもしろいおじさんを知りました。【中略】その人は結構いろんなボランティア活動
をしているみたいで、アフリカで井戸を作ったり、日本でも、たくさんのボランティアをしてい
て。【中略】それがすごいなって思って。
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　このように調査協力者たちたちは、災害支援ボランティア参加の経験を肯定的に捉えていた。だ

が、実際に活動に参加するまえは、「（日本語での）コミュニケーションがダメなら迷惑をかけ」て

しまう（留学生 2）、「日本人ばかりだと邪魔しちゃう」（留学生 4）、「自分だけで行くのはちょっ

と寂しい」（調査協力者 3）との理由から、参加を躊躇していた。

留学生 2： 周りの人が行かないと、ちょっと恥ずかしい。
 【中略】
 他の人が一緒にいたほうがいいです。
瀬尾： それはどうして？
留学生 2：  ちょっと怖いかな、なぜならもし（日本語での）コミュニケーションがダメなら迷惑をかける

じゃないですか。
留学生 4： 自分だけで行くのはちょっと寂しいと思う。
瀬尾： やっぱり友だちが行かなかったら、行くのは難しかったですか。
留学生 4： （まわりが）日本人ばかりだと邪魔しちゃうから。

そのような状況で、かれらの参加を促したのは、ともに参加する仲間がいたからだった。学部・大

学院の留学生は全員中国出身の学生であった。かれらは当初参加することを躊躇していたが、中国

出身の留学生の一人がソーシャルメディアを通して参加を呼び掛け、それが後押しとなっていた。

瀬尾：  あ、みんなが先輩から紹介されたと言っていたんですが、それは【留学生3】さんだったんですね。
留学生 3：  中国留学生の場合は僕の紹介の子が多いですね。
瀬尾：  そうなんですね。どうしてみんなに声をかけようと思ったんですか。
留学生 3：  これは有意義な活動なので、でも、最初自分だけで行くのはちょっと寂しいと思って。みんなで

行こうかなと。

また、交換留学生も参加を躊躇していたが、留学生を支援する活動に関わる日本人学生と説明会で

会い、「一緒にやろうよ」と呼びかけられ、他の日本人学生 2名と一緒に参加することにした。

留学生 5：  （説明会の参加者は）ほぼ日本人。だから、どうしよう、やめようかなって、【留学生 6】さんも
話して、「微妙」って。

瀬尾：  そうなんですね。でも、「微妙」って思ったけどやったのはどうしてなんですか。
留学生 5：  そこで、Xさん【＝日本人学生】に会って、「一緒にやろうよ」みたいな。「じゃ、行こう」って。

　しかしながら、災害支援ボランティアに参加したものの、調査協力者たちは全員、「テスト」と

「バイト」がある（留学生 6）、「授業がいっぱいあるから」（留学生 4）などの時間的な要因、ボラ

ンティアに行くための交通手段がない（留学生 3）、「周りの人、全部、日本人」（留学生 2）とい

う理由から、その後のボランティア活動には参加していなかった。

瀬尾： ボランティアは何回行ったんですか。
留学生 6： 1回だけ。実はもう 1回行きたいけど、その時、テストあるから、あとバイト。
瀬尾： ボランティアはどれぐらい行ったんですか。
留学生 4： 1回だけ。授業が多いので。
瀬尾： （ボランティアには）また行ったりとかはしなかったんですか。
留学生 3： 1回だけ。学校から、バスとかもなしなので、それで行けなかったですね。
留学生 2：  次もやりたいけど、みんな（＝中国人の留学生）は行かないから、私もちょっと行かない。周り

の人、全部、日本人、ちょっと。
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4. 考察
　調査の結果、日本人学生と留学生ともに、高木・田牧（1996）の 7つの動機のうち、②好まし

い援助・被援助経験、③利得・損失計算、④被災地や被災者への好意的態度から災害支援ボラン

ティアに参加している者はいなかった。そして、日本人学生が⑦被災地との近接性を感じ参加する

者がいる一方で、留学生にはおらず、留学生が①共感と愛他的性格に基づく援助責任の受容、⑥良

い気分の維持発展から参加していたものの、日本人学生のインタビューではみられなかった。

　日本人学生と留学生ともに、援助要請の応諾から参加する者が多くいた。日本人学生 4が「今

まではボランティアが身近に行く機会が本当になかった」、留学生 5が「（ボランティアの情報を）

探してたんですけど、（それまでは）情報がない、感じました」と述べていたように、災害支援ボ

ランティアに参加するまではボランティア活動に興味を持ちつつも、情報がなく、参加できていな

かったのである。だが、台風 19号の災害支援ボランティアでは、大学がメールを流したり、説明

会を開催したりするなど、積極的に情報を発信したことにより、学生たちもボランティア活動につ

いて知ることができていた。

　そして、かれらのボランティア活動への参加を促したものは、日本人学生及び留学生ともに友だ

ちの存在だった。日本人学生 1が「友人の話を聞いて参加したい」という気持ちを高めていたり、

日本人学生 4が「友だちと一緒にたまたま機会があったんで、行った」り（日本人学生 4）してい

たように、友だちの存在がなければボランティア活動には参加していなかった可能性もある。留学

生は、留学生 2が「（日本語での）コミュニケーションがダメなら（周りに）迷惑をかけ」てしま

うのではないかと考えていたり、留学生 4が「（周りが）日本人ばかりだと邪魔しちゃう」のでは

ないかと心配していたように、日本語の非母語話者であることからボランティア活動に参加するこ

とを躊躇している姿がみられた。しかしながら、一緒に参加する同郷の留学生や留学生を支援する

活動に関わる日本人学生と一緒に参加することで、その心配は解消されていた。東日本大震災の学

生ボランティアの参加要因を検討した木野（2014）は、周囲の人の影響がボランティア参加を決

意する要因となっていることを指摘しており、本調査でも同様のことが窺えた。特に、日本語を母

語としない留学生にとっては一緒に参加する仲間がいるか否かが参加を決定づける大きな要因と

なっていたといえる。事実、留学生の中には、活動を「次もやりたい」と考えていた者が「周りの

人、全部、日本人」、「みんな（＝中国人の留学生）は行かないから、私もちょっと行かない」（留

学生 2）と参加を躊躇していた。

　日本人学生と留学生はともに災害支援ボランティアの活動を通して、日ごろの生活では得られな

い経験や日々接しない人々と交流することに意義を見出していた。かれらは、メディアなどで触

れる情報だけではなく、実際の現場に行き「自分の目で見ること」に価値を見出し、さらにボラ

ンティア活動を通して大学以外の人々と関われることに喜びを見出していた。留学生たちはさら

に、日本留学中に様々な経験を得たいと考えており、災害支援ボランティアを「日本の独特」なも

のとして捉え、参加していた。そして、支援先の家主と交流をすることで、自分との価値観の違い

に気づいたり、大学外から参加した他の日本人ボランティアとのやりとりから日本国内の他のボラ

ンティア活動について教えてもらったりすることに喜びを見出していた。麻生・松永（2014）は、

留学生／留学生の家族と日本人学生の社会参加に対する意識を比較したところ、社会参加におい

て、日本人学生は地域社会の問題を解決することを一義的な目的とする一方で、留学生とその家族

は、社会参加を日本文化の学習の場として捉えていたという。本調査で対象とした災害支援ボラン

ティアでも、留学生は日本文化を理解したり、ボランティアに関わる人々と交流したりすることに
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ボランティア参加のよさを感じていたといえる。

　最後に、調査協力者たちは、日本人学生と留学生含めて、日本人学生 3以外、時間的な要因と

ボランティアに行くための交通手段がないという理由から、その後の活動には参加していなかっ

た。災害支援ボランティアは一過性であるということが指摘されている（渥美他 1995）が、本間

（2014）が、災害支援ボランティアの「短期間の濃密な支援は、その後の長期に渡る復興発展を支

えることにつながることは少なく、住民に失望を与えかねないことも事実である」（p.58）と指摘

するように、一過性にとどまらないボランティア活動を模索する必要があるといえるだろう。

5. おわりに
　本調査では、災害支援ボランティアに参加した日本人学生と留学生の参加の目的と経験を探り、

両者のボランティア参加の目的と経験にどのような違いがあったのかを明らかにした。日本人学生

と留学生はそれぞれ災害支援ボランティアに意義を見出していたものの、その後の継続した活動に

はつながっていないことが明らかになった。被災地のがれきの除去、清掃、泥だしのような初期段

階の支援には継続性は必要がないという声はあるかもしれないが、本間（2014）が指摘するよう

に一過性に留まらない災害支援ボランティアのあり方を検討していく必要はあるだろう。そのため

には、ボランティア参加者のふりかえりが重要になってくるのではないだろうか。本調査では、日

本人学生 4が、災害支援ボランティアに友だちと参加し、ボランティア参加前の「下調べ」を行っ

たり、ふりかえりが促されている姿がみられた。学生たちに単にボランティアへの参加を促すので

はなく、参加した学生同士が災害支援ボランティアの経験について話し合う場を設けるなどして、

参加者同士がつながり、ふりかえることで、かれら自身が活動の意義を見出すことができるだろう

だろう。そうすることで、その後の継続した参加につながっていく可能性もあるのではないだろう

か。
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注
1） インタビュー時（2020年 6月）の学年。
2） 大子町は県のボランティアバス、水戸市は自転車、常陸大宮は大学のバスを使って参加。
3） このうち、④被災地や被災者への好意的態度と⑦被災地との近接性は、災害支援ボランティア独自の動機だと
考えられている（伊藤 2011）。

4） 2018年 6月 28日から 7月 8日にかけて西日本を中心に被害をもたらした豪雨。
5） 日本人学生。データ部分では紙幅の関係から「日学」と略す。
6） いきいき茨城ゆめ大会（第 19回全国障害者スポーツ大会）。2019年 10月 12日から 14日に開催される予定だっ
たが、台風 19号の影響で中止になった。
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4 2018 年 8 月 17 日
～ 9月 15日
ブルネイ滞在

現地で行われる短期英語研修に参加しながら、現地の学生にアンケートやイン
タビューをしたり、写真や動画を撮ったりと現地でしか得られない情報を収集
した。
　　　

写真 4　ブルネイでの様子

5 2018年 10月 1日 帰国後、グループごとにブルネイ滞在中のフィールドワークからどんなことが
わかったのかを報告した。

写真 5　帰国後報告会

6 授業外 1）グループでフィールドワークレポートを、個人でブルネイ滞在の体験談や
アドバイスを執筆した。2）作成した原稿を Google Driveを用いクラウド上に
保存し、コメント機能を用いてピアレスポンス活動を行った。3）コメントを
参考に最終原稿を提出した。

写真 6　Google Drive を用いたピアレスポンス活動
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7 報告集の公開 報告集は、Amazon Kindleの電子書籍として販売し 、広く一般に対してブル
ネイについての情報共有を試みた。

写真 7　Amazon 上での電子書籍の販売

Amazonでは、現在 2018年度と 2019年度の参加学生のレポートをまとめたも
のを、電子書籍版 440円（税込）、Print On-Demand版 2,200円で販売している 2）。

2.4. 電子書籍の出版の際に行ったこと
Amazonでの電子書籍の出版は、Kindle Direct Publishing3）を用いて無料で行うことができる。

しかしながら、その場合は個人の銀行口座を使い、売上などの管理を自分でしなければならない。

不正経理を防ぐという観点から、大学の承認を得ることが難しかったため、本実践では電子書籍を

手掛けている出版社に電子書籍の作成と売上の管理を委託することにした。また、出版にあたって、

学生に付録 1に示すような「著作権・出版権の承諾書」に署名してもらった。

3. 実践のふりかえり
本節では、授業とオンラインミーティングの録画を文字起こししたものと、ピアレスポンス活動

のコメント、最終原稿、参加学生へのインタビュー及びアンケートを分析した結果をもとに、事前・

事後学習という観点から本実践をふりかえる。

3.1. 事前学習
まず、レポート作成を事前学習の観点からふりかえる。学生たちは、ブルネイ短期研修に参加す

ることを決めたものの、参加を決めた当初はブルネイについてあまり知らなかった。だが、フィー

ルドワークのテーマ決めを行う過程で、自分自身でブルネイの情報を調べたり、他者と情報を共有

したり、他者から情報を得たりすることでブルネイに対する理解を深めていた。以下は、表 2の 2

で説明をした学生の ZOOMによるミーティングを文字起こししたものからの抜粋である。

【グループでのやりとり―グループ 1】

学生 A ：ブルネイって多民族なの？

学生 B ：マレー民族が多いんじゃないですかね。

学生 C ：なんか中国系の人もちょっといるみたいですよ。

学生 A ：へー、マレー系と中国系？

学生 C ：あんまわかんないですけど、外務省のホームページを見たら確かそうだったと。
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　このように学生たちは話し合いながら、互いにブルネイの情報を出し合い、ブルネイに対する理解

を深めることができていた。そして、電子書籍の出版後に行ったアンケートでも、「ブルネイという

国を知らなかったので、（グループでのやりとりは）とても参考になりました」という声があった。

また、グループでのやりとりでは、ブルネイに対する理解を深めるだけではなく、キャンパス内

の国際化についても理解を深めることができていた。別のグループでは、イスラム教徒が食べるこ

とができるハラルについて、学内の学生食堂のことを例に出しながら、自分たちが留学生と接して

知っている情報を共有する姿も見られた。

【グルーでのやりとり―グループ 2】

学生 D ：学食にハラルの牛丼ありますよね？

学生 E ：え、そうなんですか？　知らなかった。

学生 D ： ハラル牛丼ってやつ。それを僕も全然知らなくて。で、留学生に聞いたら、ハラルって

向こうでは「（食べても）いい」って意味らしいんですよ。

学生 F ：ハラルって書いてあれば、みんな安心して食べますよね。

そして、グループによってはブルネイやマレーシアから来ている交換留学生に話を聞いたり、マ

レー語を教えてもらったりするなどしていた。また、留学生とのやりとりを通して、大学のキャンパ

ス内にお祈りをするための部屋があることを知り、キャンパス内の国際化について知らないことが多

かったと述べる者もいた。以下は、表 2の 3の事前研修を文字起こししたものからの抜粋である。

【事前研修の報告で】

学生 G ： そのマレーシア人の留学生が言ってたんですけど、茨大に礼拝所があるって聞いた時

は、どこにあるんだろうと思って。で、「共通教育棟 1号館にあるよ」って言われて、

自分で一人で探しに行ったんですけど【中略】1号館って結構奥まであるんですね。で、

Prayer Roomって書いてて。【中略】イスラム教徒の留学生がいるっていうのがわかって、

なんか茨大がんばってるなって思いました。

このようにキャンパス内の留学生との交流が促され、学生 Dが「茨大がんばってるなって思い

ました」と述べているように、学生たちは学内の国際化について理解を深めることができていた。

3.2. 研修参加中の情報収集
次に、研修参加中の現地での情報収集についてふりかえる。研修に参加した学生はレポートを作

成するために現地で情報を収集することにより、積極的に現地の学生と交流をしたり、目的を持っ

てフィールドワークに参加したりすることができていた。以下、アンケートからの抜粋を紹介する。

•  （現地の学生に質問することは）話のネタにもなって、こちらの勉強や刺激にもなったので、

とてもよかったです。

•  現地の人の考え方は、ネットや本にあるようなものではなかったので、生きた情報を得ること

ができたように思います。

•  ただ（ブルネイに）行くだけじゃなくて、目的を持って現地の学生と交流ができたので、とて

もよかったです。
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3.3. 事後学習
最後に、レポートの作成を事後学習の観点からふりかえる。まず、学生たちはピアレスポンス活

動を通して、他の学生が書いたレポートを読むことで滞在中に自身が気づくことができなかったブ

ルネイの文化や社会的状況を知ることができていた。例えば、グループ 2のフィールドワークレポー

トでは、ミネラルウォーターにもハラルマークがついていることが説明されていた。その説明を読

んだ学生は「水にもハラールであることを示すマークがつけられていることを知らなかったので驚

きました」と述べ、新たな気づきが促されている様子が窺えた（写真 8参照）。

写真 8　学生同士のGoogle Drive 上でのやりとり①

そして、執筆した内容に不足している部分があれば、他の学生が追加で情報を提供することもあっ

た。例えば、同じくグループ 2のフィールドワークレポートでは、イスラム教徒は豚肉が食べられ

ないことが説明されていたが、学生の一人が「豚肉禁止についてですが、日本料理店で豚汁を頼ん

だら鶏肉が入ってました。もし必要であれば写真を送ります」とコメントした（写真 9参照）。

写真 9　学生同士のGoogle Drive 上でのやりとり②
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その後、最終稿では、鶏肉が使用された豚汁の写

真が掲載されており、互いのやりとりを通してレ

ポートの内容が深まっている様子が窺えた。

また、さらなる情報が必要となった箇所について

は、ソーシャル・ネットワーキング・サービスを用

いて現地で知り合ったブルネイの学生に追加の質問

をする者もいた。以下は、電子書籍出版後に学生に

個別にインタビューし、文字起こししたものからの

抜粋である。

【参加学生へのインタビューから】

学生 H ： 帰ってきてから、書いていくうちに、現地で知れなかったこととかをバディたち【＝現

地の学生】に聞いたりして、そこでまたバディと会話できるのとかはよかったです。

瀬尾 ： じゃ、作成の過程でバディに確認したりとかっていうのは結構してたんですか。

学生 H ： もう、結構どころじゃないほど、あっちに迷惑になるほど（LINEを使って）聞きまくっ

てました。

そして、ブルネイの学生と交流をすることで、帰国後はキャンパス内にいるヘジャブを身につけ

たイスラム教徒の留学生の存在に目を向け、かれらをサポートしたいと思うようになり、留学生を

サポートするチューターになったり、学内の国際交流イベントに積極的に参加するようになったり

する者もいた。

【参加学生へのインタビューから】

学生 I ： （ブルネイに） 行く前までは、イスラムの人とあまり関わりがなかったんですけど、ブ

ルネイから帰ってきて、大学とか歩いていて、ヘジャブの学生を見ると、「あ！　イス

ラムの人だ」って妙に親近感がわいて。【中略】私は今はチューターになって、かれら

のサポートをしたいなと思うようになりました。

また、レポートは電子書籍として出版することとしたため、学生たちは単なる授業の課題として

のレポート作成ではなく、読者を意識しながら書いている姿も窺えた。例えば、個人レポートにあ

る学生が「ブルネイに行く前は、イスラム教徒はしてはいけないことの規律が厳しく、毎日自由の

ない生活をしているのではないかというイメージがあった」と書いていた。それに対して、別の学

生が「このステレオタイプは多くの人が持っていますよね。イスラム教徒は一部の過激派によって

かなりの風評被害を受けていますが、この記事を読むことによって少しでもそのステレオタイプが

解消されることを願います」とコメントしていた。このように、学生たちはこの報告集を読む読者

へのメッセージ性を意識しつつレポートを作成することができていたのである。

4. まとめ
本稿では、事前・事後学習の観点から、海外短期研修に参加した学生のレポートの作成と電子書

籍での出版の過程をふりかえった。レポートの作成を通して、滞在中の現地の学生との交流が促さ

れていただけではなく、学生たちは研修参加前から現地の情報を調べ、そして帰国後もさらなる情

写真 10　最終稿の写真
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報収集を行い、ブルネイに対する理解を深めていた。加えて、研修に参加した他者とのやりとりを

通して、ブルネイだけではなく、キャンパス内の多様性や国際化にも目を向けるようにもなってい

た。また、単なる授業の課題としてのレポート作成ではなく、読者を意識しながら書くこともでき

ていた。そして、作成した報告をもとにイスラム教やイスラム教徒に対するステレオタイプがなく

なるように願ったり、実際にヘジャブを身につけた学生をサポートしたいと考えたりするようにな

り、外国人留学生を支援するチューターになるなどして実際の行動に移す者もいた。このように、

短期研修に参加する学生にレポートの作成を課し、それを電子書籍で出版することは、派遣前・派

遣中・派遣後の持続的な学びにつながるとともに、社会とのつながりを持った活動となっていたの

である。

また、学生のレポートを販売することで、わずかではあるが大学の収入源になっていた。2019

年 2月に電子書籍版を、2019年 4月に POD版を出版した。2019年 2月から 2020年 1月までの 1

年間で、電子書籍版 41冊、POD版 31冊を販売し、12,210円の著作権利用料を得、これは全て大

学に納入している。そして、Amazonで販売することで、学外の人が目にする機会も増え、これま

で情報量が少なかったブルネイの発信について大きく貢献しているようである。事実、Amazonの

読者レビューには、次のようなものがあった。

　学生さんの新鮮な視点で生の声を読むことができて楽しいです。

　役に立つ情報もたくさんちりばめられています。

　 27人の短期留学レポートを集めたものなので、一人が一つのテーマでレポートしており、一

人の紙数が少ない割には、情報量も十分です。楽しいレポートありがとうございます。

このように学生レポートの電子書籍による出版・販売は、参加学生のみならず、大学やブルネイ

に興味を持つ人々にとっても意義のある活動になっていたといえるだろう。

注
1） 本稿は、海外留学支援制度（協定派遣）プログラムの事前・事後研修に係る事例報告（日本学生支援機構主催）
でのオンライン発表「東南アジアの大学生との相互理解を目指した海外派遣プログラム」
（https://youtu.be/Dli3YvxfScM）を加筆・修正したものである。

2）電子書籍版　https://www.amazon.co.jp/dp/B086KV2ZCD/
POD版 https://www.amazon.co.jp/dp/B07QK9S1TQ/　PODとは、ネット書店での本の注文後、依頼があB07QK9S1TQ/　PODとは、ネット書店での本の注文後、依頼があB07QK9S1TQ/
るたびに 1冊ずつ印刷・製本するサービス。

3）https://kdp.amazon.co.jp/

引用文献
藤原孝章（2017）「海外スタディツアーにおけるルーブリックの作成と活用」子島進・藤原孝章（編）『大学
における海外体験学習への挑戦』（pp. 45-59）ナカニシヤ出版．
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茨城大学全学教育機構論集 投稿規程 

2020年 7月 10日 

全学教育機構 学術委員会 

1．投稿できる論文 

　　 本論集は大学教育研究の活性化と進展に寄与することを主眼とし、a．大学教育研究と b．グ

ローバル教育研究の 2つの分野を置き、これらに関する未発表の原著論文、教育実践報告を主

な対象とする。また、同じ号への投稿数について制限はない。 

　　 このほか、a．大学教育研究においては、大学教育に新たな視点や展望を与えるもので大学教育

に有益であると思われる総論、レビュー等についても、全学教育機構論集編集委員会（以下、

編集委員会）の承認を経て「大学教育の窓」として投稿できるものとする。なお、編集委員会

は全学教育機構学術委員会を中心に組織するものとする。 

　　 b．グローバル教育研究においては、日本語・日本事情教育、日本語学、留学生教育、外国語教育、

グローバル教育、国際理解教育、異文化間教育を主な対象とする。 

 

2．投稿資格 

　　a．大学教育研究 

　　　 著者のうち、少なくとも一人は茨城大学教員（特任教員、非常勤教員含む）であることを原

則とする。「大学教育の窓」への投稿に関しては、茨城大学教員に限らないものとする。 

　　b．グローバル教育研究 

　　　 著者のうち、少なくとも一人は茨城大学教員（特任教員、非常勤教員を含む）および海外協

定校等本学のグローバル教育に携わっている者であることを原則とする。 

 

3．発行 

　　原則として年 1回とする。 

 

4．査読 

　　 a．大学教育研究においては査読は行わないが、提出された論文については、編集委員会にて

検討の上受理する。規定に著しく反するなど、大きな修正や書き替えを要する場合は、受理せ

ず翌年度に回すことがある。 

　　 b．グローバル教育研究においては査読を行う。査読は、編集委員会が委嘱する全学教育機構

国際教育部門の教員またはそれ以外の専門研究者により行われ、査読者の審査に基づき、編集

委員会がその結果を審議の上承認する。 

 

5．著作権 

　 1）本論集は冊子形式ではなく、電子ジャーナルとしてのみ、配布・配信される。 

　 2） 本論集に掲載された論文及び報告の著作権は、著者が有するものとし、編集委員会はこれら

の著作物について全学教育機構論集をはじめ公開する権利を有する。

　 3） 図・表及び著作物の半分以上の引用等に関して発生する著作権問題の処理は、有料の場合で
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も著者の責任で各自が行うものとする。具体的には、図・表など掲載物発行者または製作者

本人、故人である場合は遺族等の著作権継承者またはその他代理人等に対し、引用に関わる

了承を事前に得るものとする。写真の肖像権に関しても、掲載の了解を得るなどの処理をし、

引用物については、電子化され公開されることを説明し、了解を得ておくものとする。特に、

写真や絵画などを高精細画像として使用する場合は、もとの著作者の許諾が必要になる。

　 4） 著者は、茨城大学学術情報リポジトリによる掲載論文の電子化公開について承諾するものと

する。

6．研究者倫理

　 1） 著者は、論文及び報告の内容が研究者倫理に反しないよう留意する。

　 2） 著者は、論文及び報告中に記載された個人等のプライバシーが守られるよう配慮する。例え

ば、インターネット等を通して論文が公開されたときに、論文及び報告中において匿名とし

た人物が判定されることがないよう配慮する。

7．掲載された論文及び報告の訂正と撤回

　 1） 著者からの申告により、論文及び報告内容に重大な誤りがあると学術委員会が認めた場合に

限り、訂正を認める。その際、訂正前の論文に続けて、訂正箇所に関する記事を追記するこ

とで対応する。なお、重大な誤りとは数式や著者名などの誤りであり、読者が容易に判定で

きる軽微な誤り（誤字・脱字など）の訂正は認めない。

　 2） 不適切な分析方法など論文に重大な誤りや研究上及び執筆上の不正行為が発見された場合は、

著者の申し出の如何に関わらず、論文の撤回を求めることがある。なお、撤回論文について

は、リポジトリから消去はせず、論文内に撤回論文としてのスタンプを入れて明示する。

8．論集発行までの流れ

　　 7月中旬に原稿募集の案内が出され、8月中旬までに投稿申請を所定の用紙にて行う。11月上

旬を完成原稿締め切りとし、この日までに完成原稿の電子ファイルと必要事項を記入した原稿

整理カードファイルを e-mail（全学教育機構論集 編集委員会 e-mail: kiko-ronshu@ml.ibaraki.

ac.jp）にて、添付ファイルとして提出する。印刷した紙媒体での提出の必要はない。この際、

提出原稿ファイルのバックアップを忘れずにとるようにする。その後、11月～ 2月にかけて

編集委員会と著者との間で確認・校正を行い、2月末に最終原稿として完成させ、3月初めに

電子ジャーナルとして、配布・配信する。

9． 別刷を希望する場合、最終原稿提出時に 10部単位で学務部学務企画課の全学教育機構論集担

者に申請する。かかる費用については個人負担とする。 






